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本日の騎士ミロク５
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高階聖人





本日のメニュー









プロローグ


１　緑の月二十八日　雷電の如く


２　緑の月二十八日　陽光に背を押され


３　緑の月二十八日　剣で石を穿うがち


４　緑の月二十九日　劫ごう火かをも恐れず


エピローグ





　あとがき
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プロローグ




　お元気ですか、コニーです。


　すぐに帰ってくると言ってベトに出かけたお兄ちゃんが三日経たっても帰ってきません。


　お母さんはベトに行ったことがありますか？　とても暑くて住みにくいけど、国民は優しい心の持ち主だと聞いています。


　そんな人たち相手に、トラブルなんか起こしてないよね？


　昨日きのうの今日きようで、事件に巻き込まれたりしてないよね？


　なんだかとても心配です。


　帰ってきたら、ずっと家でゆっくりしてて欲しいです。


　あ、でもお兄ちゃんは騎き士しの仕事があるのでした。いつもヘトヘトに疲つかれて帰ってくるから、どこにいても同じなのかな──





　　　　　　　＊





　徒歩で港町まで行くよりは、はるかにマシだった。


　しかし本来なら三人乗るのが精せい一いつ杯ぱいの小型馬車に、五人もの人間を詰つめるのはいささか無理があった。御ぎよ者しや台だいにふたり、荷台にふたり、残りのひとりは荷台の枠わくに腰こし掛かけている。


　全員、状じよう況きようが分かっているので不平を言うことはない。この場で文句を言う資格があるのは、馬だけだ。


　左右の畑を縦に割るように、ジルサニア王国の街道が続いている。視界をさえぎるものはなにもなく、どこまでもなだらかな道が続いていた。


「急ぐ旅じゃなかったのが救いだったな」


　晴天を見上げながら呟つぶやくのは、ジルサニアでは一いつ般ぱん的てきなチュニックとズボンを着た女性。手入れもしていないのに、黒くろ髪かみが陽光を浴あびて美しく煌きらめいている。


「ぶっちゃけ、もうちょっと帰りたくない気分だぜ」


　彼女と同じ御者台に座っているのは長身の男。野の良ら仕事に使う作業着を身に着けているが、彼も隣となりの女性もオウガン帝てい国こく軍ぐんの制服が入った包みを手にしている。


「テンゲンジャは帰りたくないのか？」


「むしろ、この状況でなんで帰りたくなるのか分からねーよ。シェンラン、帰ったら叱しつ責せきされるのは隊長のオメーなんだぞ？」


「それは……仕方ない。覚かく悟ごはしている」


　シェンラン率ひきいる、オウガン帝国特とく殊しゆ部ぶ隊たい「天てん尾び隊」がジルサニア王女暗殺作戦を失敗したのは、つい先日のこと。


　オウガン帝国とジルサニア王国は、ルテア大陸で最も遠い位置関係にある。間にひとつ国を挟はさんで端はしと端だ。作戦とはいえ、そんな場所まで赴おもむくには膨ぼう大だいな時間と労力が必要になる。なんとしてでも成功させたかった。


　とはいえ作戦を立案したのも、失敗した原因も天尾隊とは関係がない。むしろ天尾隊はサポートに徹てつする役回りだったのだ。


　ところが失敗して、いざ逃とう亡ぼうという段階になって、彼らの移動手段が捕ほ獲かくされた。世界最強にして最速の生物である、竜りゆうだ。


　オウガン帝国軍の象しよう徴ちようのような生き物である竜がジルサニアで発見されれば、誰だれだって怪あやしむというもの。仕方なく天尾隊はジルサニアで一晩過ごし、大陸の西せい端たんから海路で大陸をぐるりと回ってオウガンに帰ろうと考えたのである。
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「作戦の内容はともかく、竜を奪うばわれたのはマズいかもな」


　荷台から声をかけるゼンジ。大おお柄がらな身体からだを窮きゆう屈くつそうに縮ちぢめている。


「竜を手て懐なずけるのには時間がかかるからのぅ。オウガンにとって大きな損失になる。けど、ジルサニアにとって得があるわけでもないじゃろ」


　荷台の枠に腰掛けているホウショクが、皺しわだらけの顔を歪ゆがめて笑う。


「竜を操あやつれるのはオウガン人くらいだから──ジルサニア騎士団が操って使うことはないだろうな」


　楽観的に返事するテンゲンジャだが、


「そうでもない。ひとりだけ、いるぞ」


　シェンランは冷静に答える。


　彼女の兄だ。


　それに、考えを裏付ける事件もあった。今朝けさ、宿屋で聞いた話だが、鳥でもない奇き妙みような生き物が南へ向かって飛んだのを目もく撃げきした者がいると。


「ミロク様かぁ……」


　天尾隊の一同も、その事を思い出す。


　とはいうものの、ミロクひとりが竜を操れたところで、戦せん況きようが劇的に変わるものでもない。オウガン軍も躍やつ起きになって取り返すことはしないだろう。


「宿屋のおばちゃん、南って言ってたよね」


　ゼンジの膝ひざの上に座っていたヤツガツが呟く。


「南って、ベトかな？」


「ベト神聖国か……」


　ルテア大陸の南西にある、治ち癒ゆ魔ま法ほうを得意とする医い療りよう大国。


　もしも今、ミロクがそこにいるのだとしたら。


「ん？　ベトっつったら、今、何かやってんじゃなかったか？」


　思い出したように考え込むテンゲンジャ。


「やっている。魔導士やつらの仲間が、同時に作戦を決行しているはずだ」


「なんで同時かねぇ。忙いそがしいこって」


　シェンランの返事に、呆あきれた声を出すテンゲンジャ。


「横の連れん携けいを取りにくくするためだろうな。どの国も混乱していれば、他国に助けを求めることができない」


　ゼンジが答えるが、そもそも複数の国を同時に攻こう撃げきする事は非常に困難だ。まともな戦術論ではない。


「それって、戦力を分散させても成功する自信があるってことだろ？　カーッ、どこまで自信満々なんだよあの魔導士サマたちはよぉ」


　テンゲンジャはそう愚ぐ痴ちるが、ジルサニアでの作戦は失敗している。だとしたら、ベトで行動する意味はなくなるのではないか。


「成功しなくても、混乱さえすればいいんだろう。結果としてオウガンが攻せめやすくなればいいわけだ」


「ヤダねぇ、ったく、嫌いやらしいことばっか企たくらみやがる」


　ぼやく男たち。


　そんな彼らから視線を前に戻もどすと、シェンランの顔に涼すずしい風があたった。


「あ──」


　前方にキラキラと光る海が見えてきた。


　もうすぐ港町に着く、そう思うだけで安心できた。


　安心、という言葉を思うと、その逆──不安という単語もついてくる。


「もしもベトにミロクが飛んでいるのだとしたら──」


　思わず口から出てくる言葉。


「ま、無事じゃいねーな」


「……！」


　笑いを含ふくんだテンゲンジャの声にムッとするシェンラン。


「おまえなぁシェンラン。ミロク様は敵なんだぞ？」


「わ、わかっている！」


「けど、心配だろ？」


「そんなことはない！　ミロクなら、きっと……！」


　きっとトラブルに巻き込まれながらも、必ず生せい還かんしてくる。兄としては非常に頼たのもしいのだが、敵として考えれば厄やつ介かいな事この上ない。


「でもオレ、シェンランの気持ち分かるよ」


　不意に荷台のヤツガツが言う。


「なにがだ？」


「きっとね、シェンランが槍やり一本持って猛もう獣じゆうの棲すんでる森に飛び込んだら、オレたちも同じ気持ちになると思うんだ」


「あー、なるほどのぅ」


「確かに不安と安心が入り交まじる複雑な気持ちだな」


「ヤツガツ、おまえたまには良いい事言うなー」


「どういう意味だ貴様ら……！」


　怒いかりに震ふるえるシェンランをよそに、馬車は港町へ走る。


　戦時中は最強と恐おそれられる天尾隊も、仕事がなければこんなものである。




１　緑の月二十八日　雷電の如く




　新兵だろうが歴戦の勇者だろうが、誰だれだって戦場から帰ってくればホッとする。


　ましてや生ける屍しかばねが徘はい徊かいする城の中から生還したのだ。人の姿を見た瞬しゆん間かんに脱だつ力りよくして倒たおれても無理はない。


「しっかしまぁ、よっぽど怖こわい思いしたんだなー。あのビスマルクがヘトヘトになってブッ倒れてるんだからよ」


　実際にその場にいなかったから出てくる言葉である。


　ジルサニア王国第一王女ジェルメーヌ・ジルサニアは、ベト軍のテントの寝しん台だいに横たわるウサギに向かって笑っている。黙だまっていれば大陸でも有数の美少女なだけに、口の悪さが異様に目立つ。


　しかし、これが彼女流の労ねぎらいの言葉であった。それだけのことをビスマルクはやってのけた。彼の全身の体毛が焦こげているのも、その証しよう拠こだ。


「俺はまだいいさ。トーラットやヴィジャなんかは、本当に疲つかれて動けねーわ。城からここまで、人間を担かついで走ってきたんだからな」


　ビスマルクが名を挙あげたふたりは、現在別のテントで休んでいる。死者の群れによって傷つけられたベトの魔ま導どう士したちと一いつ緒しよに、最高級の手当てを受けていた。


　ベト王宮の正門からわずかに離はなれた場所に設営された野営地には、現在ベト神聖国の首都バイディールから集められた戦士が千人以上待機している。


　彼らが取り囲んでいる王宮は、現在死者の群れに占せん拠きよされていた。


　何者かが地下墓所カタコンベから死者を蘇よみがえらせ、意のままに操あやつっているのだ。死者は知性こそないが、その最大の武器である数で王宮を埋うめ尽つくした。文字通り、人間の洪こう水ずいのような勢いで埋め尽くしたのである。


　そんな中、反はん撃げきに出るために策を練ねっているベト軍であったが──


「で、ジュジュ。なんでお前らが来てるんだ？」


　ビスマルクが視線で追うのは、彼の前に座っているジュジュ。それから同じ赤あか目め隊たいのアーニィとフェリサ。本来ならば本国ジルサニアにいるはずの人たちだ。


「いや、どっちみちケガしたトーラットの様子を見に来る予定だったろ。それがちょっと早まっただけだって」


「なんで早める必要があるんだよバカ！」


　寝ねたまま叱しつ咤たするビスマルク。


　そもそもジュジュは王女で、ここはベトの戦士が集まる場所。最も安全な場所にいなければならない人物が、最も危険な場所にいるわけだ。


「まぁまぁ隊長。ベトの国王様も歓かん迎げいしてくれてるんだし」


　ジュジュの後ろでアーニィがフォローする。


「ったく、お前らは仲間がピンチになるとすぐに動きやがる……戦場じゃ真っ先に死ぬタイプだぞ」


「オメー、人のこと言えんのか？」


　見下したように尋たずねるジュジュだが、


「言うさ。俺は隊長だ。ジュジュも含ふくめて、全員の命を預かる仕事をしている。仲間の命を助けるために最善の仕事をするのが俺の役目だ」


「そいつはみんな同じだろ。だからビスマルクに働いてもらうために、私が来たんだ」


「……？」


　ビスマルクが首をかしげていると、


「さっき、ベトの国王様に話をつけてきた。あとで作戦会議やるから、そこに私とお前も同席する。中での様子を聞かせて欲しいってさ。そんで、とっとと対策練るぞ」


　ジュジュの手がビスマルクの首根っこを摑つかみ、強引に引き起こす。


「城の中にはまだミロクやミーヤーが残ってるんだろ。皆みんなで力を合わせて、さっさと片付けようぜ」


　余よ裕ゆうがないことを知りつつ、それでもジュジュはニヤリと笑った。








　長い机に二十人ほどの人間が並んでいた。テントの中なので、明かりがあっても薄うす暗ぐらい。


　南の国でも深夜となると急激に冷え込む。天幕には熱や冷気を遮しや断だんする効果があるが、他ほかに砂さ塵じんからも守る機能もついている。医い療りよう魔ま法ほうを行使する際、外気に触ふれては効果が薄れるものもある。そのため、ベト軍の野営には絶対にテントが欠かせないのだ。


　そこにはベト国王をはじめとする閣かく僚りようが揃そろっていた。ターバンに薄い緑の軍服、軽けい鎧よろいといういでたちの集団の中で、青いコートを羽織ったジュジュと白い制服の赤目隊が妙みように浮ういている。ビスマルクやアーニィ、フェリサはもとより、トーラットもすでに立てるようで、会議に参加していた。


「この作戦会議には、ジルサニアのジェルメーヌ王女も参加してくださる」


　まずベト国王はそう前置きした。


「理由は、先日ジルサニアで起きた暗殺未み遂すい事件の経験を生かしてもらうためだ。王女にとっては辛つらい記き憶おくだろうが、国民の安全のために思い出していただく」


「構いませんわ。結果として私は無事でしたし、オウガンの侵しん略りやくから大陸を守ることが最優先だと捉とらえております故ゆえ」


　胸を張って答えるジュジュに、ベトの閣僚が感心したような声を上げる。


「さすがはジェルメーヌ王女。うちの姫ひめ君ぎみによう似ていなさる」


　国王の隣となりに座る老人が薄く笑う。彼はベトの大だい僧そう正じようだったはず。名も無き神への信しん仰こうはベトが最も強く、教会や寺院が多く存在するのがこの国の特色だ。ルテア大陸では、同じ神を信仰していても、そのスタイルは国や風土によって異なる。が、教義や神像は変わらないので、目立ったいざこざなどは起きていない。


「そのミーヤー王女を助け出すためにも、早いところ話を進めようぜ」


　ジュジュの前、机の上に座っているビスマルク。彼が発言すると、和なごやかだったムードが一転して、緊きん張ちようした空気になる。


「話を始めるにあたって、まず我々は知らねばならない事がある」


　国王が合図すると、側そつ近きんらしき男が机の上に何かを置く。


　人間の腕うでだった。


「む……」


　数人が顔をしかめるだけで、誰だれも怯おびえたりはしない。ここにいるのは軍人か治ち癒ゆ魔法の使い手だ。千ち切ぎれた腕くらい見慣れている。


「今、王宮で遊んでいる者どもの腕だ。これから攻めるべき相手について、少しでも情報を得ておこう」


　全員の視線が、腕に集まる。


　ジュジュも赤目隊の皆も、普ふ通つうの人間とは構造の違ちがうそれを注視する。


「ヴィジャ。いるかね」


「はっ」


　ごつい男に呼ばれると、部屋の隅すみに待機していたヴィジャが一歩前に出た。


　ビスマルクたちと一緒に王宮から脱だつ出しゆつしたはいいが、ヴィジャの口数は少なくなっていた。ジュジュも彼に話しかけたのだが、久しぶりに会ったというのに生返事しか返ってこなかった。


　よほどミーヤーの事が心配なのだろう。この会議ではそんな様子はおくびにも出さないが。


「これを斬きった時、どうだったかね」


　男は生きつ粋すいの戦士なのだろう。敵の正体よりも、まず倒し方を考えようとする。


「出血はありませんでした。体組織に植物が多く含まれているようで、斬った感かん触しよくとしては丸太のそれに近いかと」


「素しろ人うとの武器でもいけるかね」


「斬るだけならば問題ありません。しかし彼らは死人ですので、痛みを感じないようです。威い嚇かくも脅きよう迫はくも効かないので、剣けんよりは鈍どん器きがふさわしいかと」


「うむ」


　戦士は頷うなずいて、また腕を観察する。


「今度は私がよろしいかな」


　手を挙げたのは、先ほどの大僧正。


「この者らは植物が多く含まれているようじゃが、火をつけるというのは無理かの」


「見た感じ、枯かれ木きというわけでもありませんからな……生なま木きだと燃えにくいでしょう。仮によく燃えたとしても、動き回られては戦士たちに被ひ害がいが出ます」


　別の閣僚が答える。


「ならば箱のようなものに閉じ込めてから焼けばよいのではないか。それに、この者らの肉の脂あぶらに火をつければ」


「死体ですからなぁ。油分もまちまちでしょうし、そもそも動きを封ふうじる手段があれば、燃やさなくとも……」


「ああ、ちょっと待ってくれ」


　ベト国王が手を前に出して、議論を遮さえぎった。


「いちいち『この者ら』と呼こ称しようしていては、わけが分からぬ。何かあの死体に適当な呼称をつけたいのだが」


「ふむ……」


　国王の提案は魅み力りよく的てきだが、それに値する名前など、そう簡単に思いつくものではない。


　するとジュジュの後ろでぼんやりしていたフェリサが、唐とう突とつに口を開いた。


「……不思議なものンザンビ」


　一いつ瞬しゆん、テントの中が静まりかえった。


「ええと、なにかね、その、ン、ゾ、ゾンビ？　とかいうのは」


　誰もがしたかった質問を、誰かがする。


「オラの国──藍らん山ざん同盟のとある部族に伝わる妖よう怪かいの名前だ。その部族じゃ、死んだ人間が帰けえって来ると信じられとる」


「ほう……」


　なにしろ死者が生き返るという現象に名前をつけた者はいない。だから遠く離れた藍山同盟に、そんな言い伝えが存在することが驚おどろきだった。


「ではとりあえず、この蘇った死体を『ゾンビ』と呼ぶことにしよう。死者を冒ぼう瀆とくするつもりはないが、悪あしき者に操られた今となっては、妖怪と呼ぶしかない」


　国王の言葉に、皆が頷く。


　元は人間だった、と考えれば太刀たちも鈍にぶってしまう。兵士の士気を維い持じするためにも、まったく別の存在として考えた方が効率的に戦える。


「呼称を決めたところで、作戦を練りたいのだが……他に分かった事はあったかね」


「それでしたら」


　国王の呼びかけに、いち早く反応したのは、先ほどヴィジャを呼んだごつい戦士。


「ええと、ゾンビ──ですか？　奴やつらは日が落ちてから活発になりましたな。単純に日が出ている時に弱まるのか、それとも出現してから時間が経ったことにより強化されたのかは不明ですが、一考の余地はあると思います」


「そうだな。どちらにせよ戦士たちの準備が整うまでには時間がかかる。明朝まで待って、ゾンビの様子に変化が起きたかどうか調べねばならない。最低でも、攻せめるのはそれまで待つが──よろしいかな？」


　国王が尋ねたのは、ジュジュに対して。


　彼なりの配はい慮りよだったのだろう。ミーヤーもそうだが、ミロクというジルサニアからの客人が中にいるのだ。本当なら自分の娘むすめの方が心配に決まっているだろうが、形だけでも同盟国に配慮する必要がある。


「問題ありません。ミロクもミーヤー王女も、まだ存命です」


「ほう、分かるのですか」


「ええ」


　ジュジュは知らぬ間に自分の左手に触れていた。


　この左手と契けい約やくしたミロクの様子は、ある程度離はなれていても感じられる。ミロクの生命は、まだ王宮で躍やく動どうしている。


　さすがにミーヤーの事までは分からないが、あのミロクがミーヤーより後に死ぬことなど考えられない。どんなことがあっても、女性を守り抜いて死ぬようなヤツだと信じているのだ。


「武器を持ったミロクは、誰にも負けませんよ」


　今、ミロクはゾンビの群れと戦っている。普通の男ならあっさり死ぬだろうが、ホラキア軍の兵士千人を相手に戦ってのけたミロクだ。ジュジュの宝ほう剣けんさえあれば、まず負けることはない。


「それに、私の部下もひとり王宮に潜せん入にゆうしていますしね」


「部下？」


　首を傾かしげたのは、ビスマルクとトーラット。


　彼らは知らないのだ。新しく赤目隊に入った命知らずがいることを。


「おいジュジュ。聞いてねーぞ。誰が入ったんだ？」


「僕も初耳です。どうして教えてくれなかったんですか」


「いやー……アハハ」


　ふたりに質問されるが、ジュジュはヘラヘラ笑うだけで教えない。


「ビスマルクとトーラットに言ったら、怒おこられるかも知れないしー」


「アンタ、それ覚かく悟ごで入れたんじゃないの？」


　アーニィにツッコまれても、ジュジュは照れたように笑うしかなかった。


　もちろん怒られる覚悟はしている。


　そうまでしても欲しい人材だったのだ。





　　　　　　　＊





　火花が散った。


「だぁあああああああああっ！」


　ベト王宮の床ゆかを削けずる宝剣。真下から真っ二つにされたゾンビの半身が宙を舞まう。その切れ味はゾンビだけでなく、床すらも斬ってしまうほどに。


「王女！」


　すぐそばにいたミーヤーの身体からだを抱だき寄よせ、ミロクは高く跳ちよう躍やくする。次の瞬しゆん間かん、ベト王宮の床が崩くずれ、その上に立っていたゾンビは一体残らず落下していった。


「はぁあああああっ！」


　前方に跳とぶミロクの着地場所は、床が崩れていない代わりにゾンビも残っていた。手が届くだけでも十体はいるゾンビの群れに飛び込むと同時に、ミロクの剣が閃ひらめく。しゃん、と澄すんだ音と共に、バラバラになったゾンビが数十体生まれた。


　ほぼ一瞬の動作。


「よし！」


　振り返ると、崩れ落ちた廊ろう下かの向こうでゾンビが右往左往している。これで背後からの攻こう撃げきは心配しなくていい。


　わずかに落ち着いたところで、息を整える。


　戦せん闘とう経験のない人なら、一瞬も保もたなかっただろう。


　護身のために訓練を受けているジュジュですら、武器を取る前に死んでいる。近接戦闘が苦手なトーラットやフェリサも、この状じよう況きようなら生き残ることは難しい。ビスマルクならなんとか逃にげ切きれるか。


　ミロク・シーレンは自分が戦いのプロである自覚を持っている。


　そんな彼ですら、今の状況は人生でもっとも死に近いと自覚していた。素す手でだったらなす術すべもなく殺されているだろうし、なまくら剣を持ったところで結果は変わらない。それは経験で分かる。


　ベト王宮を洪こう水ずいのように飲み込んだゾンビの群れから、ミーヤー王女を守りながら脱出するなどという状況で、まともに職務をこなそうとする意志をなくさなかっただけでも自じ慢まんできるレベルだ。


　そんなミロクを救ってくれたものが、いくつもある。


「ありがとうミロク。本当に強いのね」


　まずはミーヤー。気き丈じようだがか弱い、大切な人の大切な人。彼女を絶対に死なせたくないという想おもいが、剣を持つ身体を軽くする。守るべき人がいれば、ミロクは何倍も強くなれる。


「半分以上は、この剣のおかげです」


　剣を振ると、しゃん、と音が鳴る。柄つかからぶら下がる鈴すずの音だ。この鈴はどうも敵の気を引く効果があるようで、人間だろうがゾンビだろうが関係なく向かってくるようだ。おかげでミーヤーに気を取られることなく戦える。


　ジュジュの左手の「宝ほう物もつ庫こ」から生まれた、この「鈴の剣」。さすがジルサニアの付加魔ま法ほうと言うべきか、すでに百以上のゾンビを斬っているはずなのに、まったく刃はこぼれしていない。これなら体力が続く限り戦えそうだ。


「オイオイ、その剣を持ってきたのは誰だれだと思ってるんだ？」


　真上からかかる嫌いや味みな声。


「……分かってるよ。感謝はしてる」


　廊下の天てん井じように張り付くようにして走っているのは、長ちよう髪はつの優やさ男おとこ。名をディアートといい、つい二日前まで敵だった男だ。


　先日からジュジュの下もとで働くことになり、今こうしてミロクに剣を届けてくれたのは認める。実際、とても助かっている。


　だが頭では理解できても、心がついていかない。


「ホラホラ、ミロク！　まだ気持ち悪い死体の皆みなさんがお待ちかねだぞ！　とっととブッた斬ぎってくれよ！」


「だったらお前も降りてきて、手伝えよ！」


　なぜディアートは天井に張り付けるのかというと、彼の靴くつの裏からトゲトゲが生はえているのである。最初からそういう靴だったのではなく、ツッキーニ出身の彼が得意とする変化魔法のおかげだ。


「お前みたいな化け物と一いつ緒しよにするなっつーの。俺は生き残るだけで精せい一いつ杯ぱいなんだ──よっ、と！」


　言い終えるが早いか、ディアートが天井から何かを投げつける。それは一本のロープだった。先せん端たんに分ふん銅どうがついているそれを見ると、ミロクはすぐにミーヤーをロープに向かって突つき飛とばす。


　ミーヤーがロープを手にした瞬間、その身体が天井に巻き上げられた。


　彼女が天井のディアートに抱きすくめられるのと同時に、前方から壁かべのようにゾンビの群れが突とつ撃げきしてきた。狭せまい廊下をいっぱいに使っての波状攻撃に、たったひとりで立ち向かっていくミロク。


「おおぉぉぉおおおおおおおおおおっ！」


　鈴が鳴るたびに、ゾンビの身体が千ち切ぎれ飛んでいく。もはや戦いというより、草むらを伐ばつ採さいしている感覚になる。


　飛び掛かかってきた全すべてのゾンビを蹴け散ちらすと、また上からロープが下がり、ミーヤーが降りてくる。さすがに天井でいつまでも抱かれているわけにはいかない。


「ディアート！　あとどれくらいだ!?」


「もうすぐ廊下の突つき当あたりだ！　死体の皆さんも、それほど多くないぜ！」


　天井から目をこらすディアート。明かりの消えた夜の王宮では、より高所にいる者の目が何よりありがたい。


「よし！」


　ミロクはミーヤーの手をとり、走り出す。


　こんなところで死ぬわけにはいかないのだ。ましてやディアートが見ている前で、無ぶ様ざまな姿など見せようものなら。


「……!?」


　急に手が重くなった。


　一緒に走っているはずのミーヤーの足が止まったのだ。


「どうしたんです、ミーヤー王女!?」


　ミロクも足を止めて、彼女の視線を追う。


　ミーヤーは背後を見ていた。ベト王宮の廊下は、ジルサニアのそれと変わりない内装で、世界樹をくりぬいたとは思えない。まるで石やレンガで造られたような錯さつ覚かくに陥おちいるのだが、触さわってみると樹木特有の温かみと匂においが感じられる。


　その王宮で、ゾンビ以外の死体がいくつも倒たおれていた。


　ゾンビに潰つぶされた戦士や役人たちだ。


「…………」


　後ろを向いていて表情は見えない。だが、今ミーヤーがどんな顔をしているのか、ミロクにはなんとなく分かった。


「ミーヤー王女」


「ん……ごめん」


「あなたのせいじゃない」


「……どうかな」


　自じ虐ぎやく的てきに笑うミーヤー。


　ベトの魔導士は命に厳きびしい。ミーヤーも言っていたが、どの命を助けてどの命を見捨てなければならないか取しゆ捨しや選せん択たくしなければならない。


　だからこそ、救えなかった命があることが悔くやしいのだろう。


「あそこで死んでる人たちだけじゃないよ。今、私たちを襲おそおうとしてる死体も、もとはみんな地下で眠ねむってた人たち──ベトの魔導士が助けられなかった人たち」


　ここにいる全てのゾンビがミーヤーを狙ねらっているのは、彼女に対して恨うらみを持っているからだ、と言いたいのか。


「……私」


　ミーヤーが顔を覆おおう。


　泣いているのか──そう思ったのだが、


「あのさー、感傷に浸ひたってるところ悪いんだけど、そーいう状況でも立場でもないんじゃない？」


　天井からディアートが降ってきた。


　綺き麗れいに着地すると、ミーヤーの前に立つ。


「ここで死んでる人たちも、別にアンタのこと恨んでるわけじゃないだろ。仮に恨まれてたとしても、それは人の上に立つような偉えらい人なら当然じゃないの？」


「おいディアート！」


　歯に衣きぬ着せない言い方にミロクが咎とがめるが、彼の言い分も理解できる。


「ミロクだって、戦場で何人も斬り殺してるんだろ？　そういう人の命、背負うのは当然だと思ってんだろ？　王様だって姫ひめ様だって同じだと俺は思うけどなぁ」


「……ハッキリ言うのね」


　ミーヤーはもう泣いていなかった。苦笑に似た微び笑しようを浮うかべている。


「そりゃ命かかってるからね。とっとと立ち直って、こっから逃げてもらわないと。後こう悔かいだったらその後ですりゃいいし、申し訳ないと思ってるなら、別の形で償つぐなえばいいんだよ」


　喋しやべりながら、ディアートが前方を見る。


　新しいゾンビの集団がゆっくりとこちらに歩いている。


「あいつら片付ければ、テラスみたいな場所に出られると思う。それで間ま違ちがいないよな、王女様？」


　剣を構えながら確認するディアート。彼の持つ剣は、柄も刀身もゆがんでいる。その辺に転がっていた燭しよく台だいを変化の魔法で武器にしたのである。


「うん、テラスがあるよ。でもそこからどうやって脱だつ出しゆつするの？　ハシゴなんかないよ？」


「そこは俺に任まかせてくれよ。逃げる事にかけてはジルサニアで右に出る者はいないぜ」


　自信たっぷりに言い放つディアートに、とうとうミーヤーが吹ふき出した。


「ディアート、お前本当に調子いいな」


　呆あきれるミロク。先日まで敵だったという憎にくしみはあるが、その時から彼はこんな調子でよく喋る男だった。


「まーね。全員生きてここを出られりゃ、俺も給料がもらえて、王女様も助けられて、お前に貸しができる、と一石三鳥なわけさ。それに綺き麗れいな女性を傷つけたとあっちゃ、ディアート・カーリンの名に恥はじるからね」


　そうだった。


　こいつは目的のためならどんな手でも使う男なのだ。


　悪い意味ではない。利害が一いつ致ちすれば、とても頼たのもしい。最初から赤目隊に入っていたなら、こうして不快な気持ちになることもなかっただろうに。


「というわけでミロク、あともうちょっとだ。がんばれよー」


　肩かたを叩たたいてミーヤーと共に退さがるディアート。


　何かと思って振ふり返かえると、腐くさった死体の顔面が目と鼻の先にあった。ゾンビの集団がいつの間にか近づいていたのだ。


「バカッ！　お前も戦えよっ！」


　叫さけびながらも、身体からだは勝手に動く。


　鈴の剣が先頭のゾンビと、その背後にいた二体のゾンビを同時に真っ二つにした。あまりにも鋭するどい切れ味なので、突つき刺さすという戦い方ができない。前に一歩踏ふみ出すと、袈け裟さ懸がけにゾンビを斬る。その状態から横にステップしながら胴どうを薙なぐ。


　移動と斬ざん撃げきが同時に繰くり出だされ、その度たびに無数のゾンビが肉の塊かたまりになって転がる。


　これが人間なら、血と臓ぞう物もつの匂いで噎むせ返るだろう。だがゾンビの身体の大半は植物に支配されているため、カラカラと小気味良い音で転がるだけだった。


「しょーがねーなぁー、ったく！」


　ディアートも前に出た。燭台を変化させた剣で、ミロクが取りこぼしたゾンビを斬り伏ふせる。ミロクほど派手ではないが、銀製の刀身がゾンビの手足を確実に切り落とし、動きを封ふうじていた。


　しかし彼の得意とするのは、細剣レイピアでの刺し突とつだったはず。痛みを感じず、腱けんも筋肉も関係ないゾンビには効きにくいのだ。


「ほらよっ！」


　剣を持たない左手で、ディアートが何かを投とう擲てきする。


　ビンのような物体に見えた。しかしそれがゾンビの集団の上に達すると、いきなり破は裂れつして液体が降り注ぐ。それを浴びたゾンビが、突とつ然ぜんなにか毒でも食らったかのようにバタバタと倒れていくではないか。


「な、なんだソレ!?」


「ん？　ただの水だけど」


「水!?」


「ツッキーニの水みず爆ばく弾だん、知らないか？　鉄を水に、水を鉄に変えるのが〝変化プロセス〟の魔ま法ほうの基本にして極ごく意いさ。本気で魔ま力りよくを込めれば、水みず飛沫しぶきでも岩を砕くだけるんだぜ」


　そう言えば聞いたことがある。ツッキーニの〝変化〟の魔法は、物体の性質を変えるのだと。その不思議な加工法で多くの道具を作り、ルテア大陸一の技術大国になったのだ。さらに言えば、技術に関してはジルサニアとツッキーニはライバル関係にあるらしい。


　ジルサニアの〝付加エンチヤント〟の魔法と、ツッキーニの〝変化〟の魔法。このふたつを組み合わせれば最強だと思うのだが、歴史上それが功を奏した事例はないらしい。魔法の相あい性しようが悪いのでは、という話だ。


「威い力りよくと原理は分かった……けど」


　生なま唾つばを飲み込み、ミロクはディアートを見る。


「お前、投げるなら投げるって言えよっ！」


「当たらないように爆ばく風ふうは計算してるよ。カッカすんなよ。仮に巻き込まれる位置でも、ミロクだったら避よけられるだろ」


「真夜中で、爆ばく弾だんかどうかも分からないモンをそう簡単に避けられるかよっ！」


「あ、後ろ」


　ディアートが指差した方向から、衣きぬ擦ずれの音がする。そう感じた時には手が動いていた。背後を振り返りもせずに、剣けんを真後ろのゾンビに突き刺す。


「ったく！　次からは予告しろよっ！」


　刺したゾンビを蹴けり飛ばしつつ、なお毒づく。


「へいへい。わーったよ」


「右の集団頼む！」


「はいよ」


　右前方から迫せまる五匹ひきのゾンビに向かって、ディアートがまた何かを投げる。今度は爆ばく発はつ物ぶつではなく、無数の投なげ槍やりだった。槍はゾンビに痛みを与あたえないが、壁かべにしっかりと刺さっており、完全に縫ぬい付けられている。


　どこにそんな槍を隠かくしていたのか気になったが、また変化の魔法を使ったようだ。崩くずれた王宮の外がい壁へき、世界樹の壁を装そう飾しよくするレンガを変化させたのだ。


「ディアート！　一匹！」


　槍から逃のがれたゾンビがディアートに向かって突とつ進しんしてきた。


「ちっ！」


　剣を構えようとするが、槍を投げる際に地面に置いていた。近づかれることを想定していなかったのが、彼の甘さだ。


　しかしゾンビがディアートに到とう達たつする寸前、その身体が砂のように崩れ落ちた。


「!?」


　一いつ瞬しゆん、ミロクにも何が起きたのか分からなかった。


「わ、私だってこのくらいはできるんだから！」


　ミーヤーだった。


　ミロクとディアートから離はなれていた彼女だが、遠方から何かの魔法を放ったのである。


「助かった！　サンキュー！」


　親指を立てるディアートに、ミーヤーも同じ仕草で返す。初対面で相手は王族だというのに、まったく態度が変わらないディアートは、ある意味怖こわいもの知らずである。


　しかしミーヤーの表情は明るくない。肉体的にも精神的にも疲ひ労ろうがピークに近づいている。さっきまでゾンビに囲まれながら臣下の治ち療りようをしていたのだ。すぐにでも脱出して休ませたい。


　そんなミーヤーの顔が、不意に明るくなった。


「あ、あそこ！　テラス！」


　ミロクにも見えていた。


　廊ろう下かの突つき当あたりに、大きな窓が見える。あそこから王宮の外が見えるはずだ。


　幸い、もうゾンビは周辺にいない。


「先に行くよ」


　ディアートが走り出し、ミロクもミーヤーの手をとって後を追う。


　廊下からテラスに出た瞬しゆん間かん、世界が変わったような錯さつ覚かくを受けた。


「わ……」


　涼すずしい風が顔を撫なでる。


　新しん鮮せんな空気が肺に流れ込むだけで、甘かん露ろを飲んだような清すが々すがしさを感じる。


　小さな月明かりが、太陽のように眩まぶしい。


「出られた……」


　ミーヤーの呟つぶやきは、よく分かる。テラスに出ただけで、悪夢から脱出できたような気持ちになる。


　だが、問題はここからだ。


　現在位置は、地上四階。


　このテラスから、どうにかして降りなければならない。


「うわっ……！」


　テラスから外を見たミロクは、思わず情けない声を上げる。


　平地に建っているならばどの城もそういう造りだとは思うが、ベト王宮も四方を壁に囲まれている。敵の侵しん入にゆうを防ぐには、天然か人工の壁が必要だ。


　王宮からその城じよう壁へきまで、すべてゾンビに埋うめ尽つくされていた。まるで蟻ありのように小さなものが蠢うごめいているように見えるのだ。


　仮にこのテラスからロープなどを使って下に降りることができたとしても、あのゾンビに潰つぶされておしまいだ。


　助かる方法があるとするならば──


「ここからジャンプして、あの城壁に飛とびつければ」


「やってみろよ、見届けてやるから」


　冷静なツッコミがディアートから飛んできた。


「だけど、これどうするんだ？　安全に降りる方法なんかないだろ？」


「安心しろって」


　ディアートは余よ裕ゆうの表情で、懐ふところから何かを取り出す。ロープと、竹のような木片。それから細い弦つる。一見しただけでは、何に使うのか分からない。


「これを、こうして……と」


　変化の魔法は使わず、ディアートはそれを組み立てる。構造は簡単で、竹に弦を張っただけだ。そうするだけで、簡単な弓が出来上がる。


「どうするんだ、その弓？」


「まーまー、見てろって」


　今度こそディアートは変化の魔法を使った。テラスに落ちていた石ころを拾うと、両手で握にぎり飯めしを作るように押さえ込む。すると丸かった石が、徐じよ々じよに細長くなっていくではないか。


　さらにディアートはロープと石を組み合わせる。


　矢の形になった石ころ。その矢の先せん端たんに小さな輪が作られ、ロープが絡からみついている。


「よっ」


　ロープ付きの矢を、ディアートは簡単に射いた。


　テラスから城壁まで一直線に飛ばし、テラス側のロープは柵さくにくくりつける。そうすることで、ロープは見事架かけ橋はしとなった。


「で、一本だけじゃ危ないから」


　同じ矢をもう一本作り、またディアートはテラスから城壁に放った。こうして二本のロープで橋ができた。


「最後にこいつだ」


　同じく変化の魔法で作った、二つの滑かつ車しやがついたハンドル。


　この滑車をそれぞれ二本のロープにひっかけて、悠ゆう々ゆうと脱だつ出しゆつするという寸法か。


「すごいな……まるで隊長みたいだ」


　これはミロクも素直に認めざるを得なかった。


「あのウサギの隊長さんには敵かなわないよ。隊長さんは作戦を立てて危機を突とつ破ぱしたり、敵を騙だましたりするのが上じよう手ずなんだろ？　けど、俺は逃にげる専門だからな。それ以外はからっきしだ」


　嘯うそぶくディアートだが、正面から戦うしか能がないミロクにとっては、どちらも未知の技わざだ。それを言ったら赤目隊の全員が別次元の存在だが。


「それだってすごい才能だよ。現にこうして助かってるんだし」


「フフン、だろ？　もっと褒ほめてくれていいんだぜ」


　ディアートも得意げになって鼻を鳴らす。


「でもさー」


　滑車をいじりながら、ミーヤーが呟く。


「そんなに得意になるまで、何から逃げてたの？」


「え、そりゃあ……」


　一気にディアートの声が小さくなった。


「亭てい主しゆとか……彼氏とか……」


「うわぁ……」


　ミーヤーがドン引くのがありありと分かった。これはミロクもフォローできない。


「お前、ヘンな所で正直だよな」


「うるさい！」


　赤面しながら滑車に手をかけるディアート。


　会え得とくした過程はどうあれ、この技があればここから脱出できる。まずはディアートとミーヤーを先に行かせて、ミロクは殿しんがりをつとめるべきか──


　そんなミロクの考えを打うち砕くだいたのは、小さな物音。


「誰だれだっ!?」


　剣を構えて廊下を見る。


　相手は逃げも隠れもしなかった。


　ただ、暗い廊下に立っている。それだけで恐きよう怖ふを与えるほど、異質な存在だった。


　廊下の道は先ほどミロクが崩した。どうやってここまで来たのか。しかもミロクたちに今まで気け取どられもせずに。


　昨日ヴィジャが言っていたことを思い出す。ベトの魔導士は命に敏びん感かんで、生命を探知する魔ま法ほうを使える。殺気を感じる力を経験で培つちかったミロクはもとより、ベトでもっとも強い治ち癒ゆ魔法の使い手であるミーヤーが、今まで気づかなかったのだ。


　──何者だ。


「お、お初に、お目に、か、かかる」


　ローブの奥から聞こえる、くぐもった声。男のそれだ。


「……誰じゃ」


　獣けものが唸うなるように低い声を出すミーヤー。


　王女の振ふる舞まいに変わっている。柔やわらかく、温かい物もの腰ごしのジュジュとは違ちがい、張はり詰つめたような鋭するどい気品が生まれる。


「お、俺は、ハチドリ」


「名前ではない。正体を尋たずねておるのじゃ」


　すると、廊下から気配が消えた。


「み、見ての、と、とおり、魔、魔導士だ」


　背後から聞こえた声に振り返ると、ハチドリと名乗った男が立っていた。


　ディアートが繫つないだロープの上に。


　ローブを着ているが、背を大きく丸めているので身長がよく分からない。小さな軽かる業わざ師しというわけでもなさそうだ。いや、その前に一瞬であのロープまで移動した手段が分からない。


「魔導士……!?」


　我知らずディアートを見る。彼も魔導士の手先となってジュジュの命を狙ねらったのだ。何か繫がりがあるのかと思ったが、


「いや、俺は知らない。こんな男は初めてだ」


「じゃあ……」


　ディアート以外に魔導士を知っている人間がいないか思い出す。


　そうだ、ビスマルクだ。


　彼が言っていた、あの魔導士──


「モズって奴やつの知り合いか!?」


「し、知り合い、と、い、言えば、そ、そうだ」


　ということは、こいつも──





　──兄ジンレイを殺した、兄ゴウトの手先。





　おそらくジルサニア騎き士し団だんに入隊する前のミロクであれば、その結論が出るよりも早く身体からだが動き、ハチドリという男を斬きっていただろう。


　今でも、魔導士だと分かった瞬間、全身の毛が逆立つような怒いかりが湧わき上がってきた。この魔導士たちが兄ジンレイを害したのは明白なのだ。兄を殺し、ディアートを使ってジュジュを襲おそわせた卑ひ劣れつな敵。


　だが、今戦うべきかどうか、考えなくてはならない。


　絶対に負けるわけにはいかないのだ。


　ミロクの背後には、ミーヤーがいる。剣けん士しとしてのプライドを優先させて、本当に大切なものを失ってはならないのだ。


　いざとなったらディアートにミーヤーを預けて、時じ間かん稼かせぎをする。そうしてでもミーヤーは外まで送り届けなければならない。


　が、そんなミロクの心配をよそに、ミーヤーが一歩前に出た。


「用件は何じゃ。不意打ちもせずにわざわざ出てきたということは、妾わらわに話があって参ったのであろう」


「フ……そ、そうだ」


「ミーヤー、こいつの言うことなんか聞くな！」


　ミロクがミーヤーの肩かたを摑つかむが、


「よい。聞こう」


　ミーヤーはまっすぐにハチドリを見ていた。怯おびえていることを悟さとられないようにしているのか、自らの腕うでを握にぎり締しめている。露ろ出しゆつが多い服なので、彼女の肌はだがじっとりと汗あせばんでいるのが見える。


　怖こわいに決まっている。大陸中が魔導士の噂うわさでもちきりだし、彼女は昨夜、その毒どく牙がにかかって胸を刺さされたばかりなのだ。


「フ、フフフフッ、さ、さすが、ミーヤー王女。話がわかる」


「御ご託たくはよい。用件を話せ」


「で、では、お、俺と、い、一いつ緒しよに来て、もらう」


「んだとテメェ！」


　激げつ昂こうしたのはディアート。


「お姫ひめさんにいやらしい事するつもりか、この変態野や郎ろう！」


「なんでそういう結論に行き着くんだよお前は」


　本気なのかふざけているのか分からないディアートをよそに、ハチドリという魔導士は淡たん々たんと用件を述べる。


「か、簡単な、は、話だ。ミーヤー王女にも、と、得がある、いや、そ、損をしないと言うべきか」


「……？」


　話の意味が分からず、首をかしげる三人。


　すると、またハチドリの姿が消えた。


「こ、この下、地下に、け、怪け我が人にんが、い、いる」


「なんじゃと？」


　ミーヤーの眉まゆが動いた。


「馬ば鹿かな！　もうこの王宮に残っている人間はいないはずじゃ！　妾がきちんと確認した！　ここにいるのは、もう……」


　ゾンビか、彼らに殺された人間だけだ。


　それはミロクも聞いた。ミーヤーの部屋から出る際に、他に生き残りがいないか魔導士全員で調べたのだ。命に敏感なベトの魔導士ですら発見できなかったのに。


「ほ、本当だ。は、墓はか守もりが、ま、まだ生きて、い、いる。放っておけば、し、死ぬぞ、か、確実に」


「……その者らを治ち癒ゆして、お主ぬしにどういった得があるのじゃ？」


「お、俺には、な、ない。お、俺は、お、王女に、用がある。け、怪我人は、た、ただの、取引のエ、エサだ」


　ミーヤーを連れて行くために、わざわざ生かしていたというのか。


「連れて行って、何をするんだ？」


　ミロクの鈴すずの剣は、すでにハチドリを斬れる間合いに入っている。


　生まれてから今まで、魔導士と戦った経験はゼロではない。ただしそれはオウガン帝てい国こくかジルサニア王国の魔導士の話だ。


　生き物を操る〝使役フアツシネイシヨン〟、物体に魔ま力りよくを与あたえる〝付加エンチヤント〟、それぞれ形は違えど、ミロクの想像を超こえる戦い方はしてこなかった。


　しかしこのハチドリという男は、どの魔法を使うのか分からない。


　廊ろう下かからロープへ、ロープから廊下へ一いつ瞬しゆんにして移動するその技ですら、ミロクは知らない。ディアートやミーヤーも驚おどろいているということは、彼らにとっても未知の魔法なのだろうか。


　そうなると、疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。


　今の距きよ離りが、果たして本当に正しい間合いなのかすら分からなくなる。


「お、お前には、か、関係ない」


「なんだと……！」


　ハチドリに向けた剣を、いつ振るかタイミングを見計らうミロク。勝てるかどうか、そもそも斬れるかどうか分からない。


「く、来るのは、王女、ひ、ひとりだ。お、お前たちは、どこへでも、き、消えてしまえ」


　だが、このままではミーヤーが連れ去られてしまう。


　せめて彼女だけでも外に逃にがしたいのだが──


「分かった。行こう」


　ミロクの前に立ち、その剣を制するミーヤー。


「なっ……！」


　何をされるか分からないのに、どうしてわざわざ敵の方へ飛び込むのか。


「ミーヤー王女！　あなたは──」


「分かっている。危険じゃということくらい、阿あ呆ほうでも分かる」


「だったら！」


「じゃが、そこに怪我人がいるというのなら、妾は行く」


　ミーヤーは震ふるえていなかった。手も握にぎっていない。まっすぐにハチドリを睨にらみつけ、一歩も退ひかない構えだ。


「もう──誰も殺したくないのじゃ」


　寂さびしそうに微ほほ笑えむミーヤー。


　やはり先ほど見た死体の事で、想う所があったのだろう。ミーヤーに責任はない。だが助けられなかった、という事実は治癒の魔導士にとっては恥はじに違いない。


　命に厳きびしいというのは、簡単に人を見捨てることではない。誰を助けて、誰を助けられないか、ギリギリまで見極めることなのだ。


　そしてミーヤーは、地下の人たちを助けると言った。


「は、話が、早くて、た、助かる」


「交こう渉しよう材料にするくらいじゃ。その者たちは妾が助けられる状態なのじゃな」


「そ、それは、あ、あなた次第だ」


「決して殺すな。その時は、ベトの名に誓ちかって、必ずお主を殺す」


「フ、フフフ、わ、わかった」


　くぐもった笑い声を残すと、ハチドリは廊下の奥へ消えていく。あっという間に闇やみに溶とけて見えなくなった。


「じゃ、行ってくるね」


　なんでもない事のように、ミーヤーが手を振る。


　喜んで行くような場所でもないのに。


「ミーヤー！　俺も行く！」


「バカ、何考えてんだミロク！」


　飛び出そうとしたところで、ディアートに腕を摑まれた。


「離はなせよ！　今ならまだ、あいつを斬れるかもしれない！」


「ミロク。それじゃ地下にいる怪我人が死ぬかもしれないよ」


　ミーヤーに言われて、ミロクの動きが止まる。
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「大だい丈じよう夫ぶ。私はそう簡単に死なないから」


　強く宣言して、ミーヤーが一歩踏ふみ出した。


　背中を向けていて、表情が分からない。それでも今の彼女からは王女としての気品が漂ただよっている。


　そんなミーヤーが発した、最後の言葉。


　小さく祈いのりを捧ささげるような、かぼそい声だった。





「……必ず助けに来てよ」





　普ふ段だんはバカなミロクだが、今回は彼女の言葉の意味を汲くみ取ることができた。


「ああ。ヴィジャにそう伝えておく！」


「うん……」


　頷うなずいて、ミーヤーはテラスから廊下に戻もどる。


　ゾンビに埋うめ尽つくされた、地じ獄ごくの中へ。


　暗いせいか、それともハチドリが連れて行ったのか、ミーヤーの姿は見えなくなった。


　──やっと、逃げられると思ったのに。


　脱だつ力りよく感かんが、全身からやる気を奪うばう。


「くそっ……」


　ミロクはその場に座り込んでしまった。


　助けられなかったという後こう悔かいの念と、あのハチドリという魔導士に対して怯えを感じてしまった恥はずかしさ。


　しかし、まだミーヤーは死んでいない。


　必ず助けるのだ。


「よし、少し休んだら俺たちも中に戻るぞ」


「って、話聞いてんのかよお前は！」


　ディアートに頭をはたかれた。


「なにすんだよ！」


「なにすんだじゃねーよ！　ミロクお前、何も考えてないのかよ！　何でこの状じよう況きようで戻ろうとするんだよ！」


「決まってるだろ！　ミーヤー王女を助けるんだ！」


「だったら、なおさら行くなよバカ！」


　目を見開いて、ディアートが怒ど鳴なった。


　今までに見たことのない真しん剣けんな表情に、ミロクの言葉も止まる。


「はぁ～……」


　長い黒くろ髪かみをかき上げて、溜ため息いきをつくディアート。


「よくわかったよ。このバカな猛もう獣じゆうの手た綱づなを取れるのは、ジュジュくらいだ」


「どーいう意味だオイ」


「考えなしに突つっ走ぱしるなって言ってんだよ」


「そうは言っても、このままじゃミーヤー王女が」


「だから！　考えてから突っ走れってことだよ！」


「……？」


「いいか、よく聞けアホンダラ！　お姫さんが連れて行かれた理由を考えてみろよ！　殺すつもりだったら、その場でやってる！」


　指を突きつけるディアートに、何故なぜか逆らえない。というか、理論立てて話してくる相手にミロクが逆らうことはできないのだ。


「あのハチドリって魔導士はミーヤー王女に何らかの用件があるからこそ、生かして地下まで連れて行ったんだ！　その用件が終わるまで殺されることはない！」


「それは……そうだ」


　さらに考えれば、強引に連れ去るのではなく、あくまでミーヤーの自発的な同行を提案してきた。ということは、ミーヤーが自分の意思で何かをしなければならないような案件があるのだろう。


「何かの情報を得たいのか、はたまた魔ま法ほうを使わせたいのか知らないけど、すぐに終わるモンでもないと思うぜ」


「……ああ」


　ディアートの言う通りだ。


「それにミロク。お前だけで魔導士と戦うのはマズい」


「なんだと？」


「別にミロクが弱いって言ってるんじゃねーよ。お前の強さは良く知ってる。あの時、本気を出したら俺なんか百回殺されてもおかしくなかった。それでも魔導士と一対一で戦うのはやめたほうがいい」


　つい最近、魔導士と戦った男をひとり知っている。


　ビスマルクだ。狡こう猾かつで、ありとあらゆる事態に備え、ディアートでも敵かなわないと褒ほめた策略家。ミロクも知らないヒミツ道具をたくさん持っており、ウサギの姿と侮あなどった者には手痛いしっぺ返しが待っている。


　そんなビスマルクでも、モズという魔導士にケガを負わされた。


　魔導士の怖こわさは、手の内が分からない事だ。ビスマルクの話では、モズは大陸のあらゆる魔法を使えるという。だとすると、それらを組み合わせて予想もつかない魔法を完成させている可能性もある。


　ハチドリと対たい峙じしたときの、得体の知れない恐きよう怖ふ。それがミロクとハチドリの実力の差を物語っていた。


「……俺じゃ、アイツに勝てないのか」


「ま、そーかもね」


　アッサリ肯こう定ていするディアートを睨む。


　だがディアートは顔色を変えず、


「けど、俺たちなら勝てるかもしれないだろ」


「!?」


「何のための仲間だよ。ひとりじゃできない事でも、部隊でかかれば可能なんだぜ？　部隊でダメなら、軍隊総出で取り掛かればできるさ。組織力がウリの黒こく鎖さ隊たいじゃ、常識以前の話だぜ」


　言われて、ハッとなった。


　今までゾンビに追われていたせいか、この場にはミロクとディアートとミーヤーの三人しかいないと思い込んでいた。


　だけどあの城じよう壁へきの向こうには、ベトの軍隊がいる。


　それにここにディアートがいるということは、彼に命令を下す上司──ジュジュもいるのだ。


「お前にこんな形で励はげまされる日が来るなんて思わなかった」


「別に俺はどーでもいいさ。でも、仲間は信じてやれよ」


「ありがとな、ディアート」


「ケッ。お前を助けるのも任務のうちに入ってんだよ。給料かかってなけりゃ、とっくに放って逃げ出してるっつの」


　悪態をつきながら、ディアートは滑かつ車しやを二本のロープにかける。軽く引いて外れない事を確認すると、手を差し出した。


「分かったらとっとと逃げようぜ。俺はもう疲つかれた」


「俺もだ。腹が減って仕方がない」


　ミロクがディアートの手を握ると、身体からだが宙に浮ういた。


　勢い良く滑すべり出す滑車に揺ゆられながら、ミロクとディアートは城壁に向かって鳥のように飛んでいった。








　城壁に飛び移った後は、またロープで下まで降りる。城壁の内側と外側で、地面の色が違ちがっていた。内側は全てゾンビの頭で構成されている。


　およそ建物の四階ほどの高さをロープで降りるのは初めての経験だったが、ミロクは持ち前の運動神経でなんとかこなしてみせた。


「ディアート。お前いつも大量のロープ携けい帯たいしてんのか？」


「なわけないだろ」


　無事に地面までたどり着いて、最初に交かわした会話がそれだった。


　ベトの大地は、たとえ街中でも砂が多い。小さな風が吹ふいただけで、目や口に入りそうになる。


「服の繊せん維いとか、包帯とか、そーいうのを魔法でロープに変えてるんだよ」


「それも亭てい主しゆだか彼氏だかから逃にげるために編み出したのか？」


「あぁ──って、今はそんなこと関係ないだろ!?」


「いや赤目隊に入った以上、これからはもうそういう事はないだろうなー、って思っただけで」


「なに!?　俺、監かん視しされてんの？」


「だってお前、もともと犯罪者だろ」


「……だよなぁ」


　疲れたのか、その場に座り込むディアート。そんな姿を見ていたら、ミロクも急に疲れが全身にのしかかってきた。


　ふたりでベト王宮の城壁にもたれかかる。


　真夜中なのに明るかった。雲はまばらに浮かんでいるのに、月がやけに眩まぶしい。ひんやりとした土と壁かべが、火ほ照てった身体を冷やしてくれた。


「あっ、そうだ！」


　急に顔を上げるディアート。


「だったら赤目隊の子と付き合えばいいんじゃないか!?　それなら問題ないだろ！　だって同じ隊の仲間だし！」


「…………」


「なぁ、別にいいよな!?」


　無知とは恐おそろしい。いや、アーニィやフェリサの怖さは充じゆう分ぶん分かっていると思っていたのだが、それでも懲こりないのか。


　この世で最も恐ろしい女性たちを思い浮かべる。


　室内での近接戦せん闘とうならミロクですら勝てるか怪あやしいアーニィに、本気で戦えば姿も見ずに暗殺されるだろうフェリサ。そして誰だれにも有無を言わせぬ、絶対的な強制力を持ったジュジュ。


「おーい、ミロク！」


　疲ひ労ろうと空腹のせいだろうか。


　想像したら幻げん聴ちようまで聞こえてきた。


　遠くからアーニィの元気な声が響ひびいてくる。さらにリアルなことに、呼ぶ声が徐じよ々じよに近づいてくるではないか。しかも幻聴だけではなく、アーニィの幻げん覚かくまで見えてきた。


「いたいた！　こっちにディアートと一いつ緒しよにいるよ！」


　背後に呼びかけるアーニィの幻げん影えい。


　砂で悪くなった視界の向こうから、見知った集団が歩いてくるように見える。


「ミロク！　ケガしてない!?　動ける？」


「あ……」


　手を伸のばすと、相手もがっしりと握にぎり返してきた。


「どうしたのミロク!?」


「……本物のアーニィだ。このゴツゴツした手」


「なんだとぉ！」


　握ったはずのアーニィの手が消え、代わりにカカトが降ってきた。


「おぶっ！」


　脳天から火花が飛んだのが見え、その後は視界がだんだんフェードアウトしていく。


「お、おいっ！　ミロク、大だい丈じよう夫ぶか!?　おい、死ぬな！　しっかりしろ！　アーニィよせ、もうミロクはダウンしてる！　その岩を捨てろ！」


　アーニィよりも幾いく分ぶん優しい手が、ミロクの身体を揺すっているのを感じる。それを最後に、ミロクの意識は完全に途と絶だえた。


　後に聞くところによると、一番親身になって介かい抱ほうしてくれたのはディアートだったという。それを知ったミロクは「まだ赤目隊に慣れていないんだな」と、微ほほ笑えましい気持ちで彼に礼を言った。




２　緑の月二十八日　陽光に背を押され




　気がつくと、どこかのテントの中に寝ねていた。


「いてて……」


　ミロクが身体からだを起こすと、筋肉と頭が痛んだ。特に脳天の痛みは新しん鮮せんで、倒れるまで何をやっていたのか瞬しゆん時じに思い出すことができた。


　テントの外は暗い。まだ夜が明けていないようだ。


「気がついたか」


　ミロクの側そばに座っていたのは、よく見知った男。


「ヴィジャ！」


　小麦色の肌はだに、鋭するどい目を持った青年だ。ずっとミーヤーと一緒に育ってきた、ベトで最も強い戦士。


「傷は俺が治ち療りようしておいた。あとは食事を取って英気を養うといい」


「そっか。ありがとう」


「礼を言われるほどのことではない」


　するとヴィジャは座ったまま、にじり寄ってきた。


　彼の目を見て、その意図を察する。


「許せよ、ミロク」


　ヴィジャの拳こぶしが飛んできた。


　頰ほおを殴なぐられて、ミロクはまた倒たおれる。


「……すまない、ヴィジャ」


　謝ったのはミロクの方だった。


「分かってて止められなかった。ミーヤー王女を助けられなかった。本当にごめん」


「いいんだ……事情はお前の仲間から聞いた」


　ヴィジャの手から淡あわい緑色の光が発せられる。光は殴られたミロクの頰に集まり、赤く腫はれた患かん部ぶを治していく。


「それでも、この感情を止められなかった。悪かった」


「いや……俺の方こそ」


　ヴィジャがどれだけミーヤーを大事に想っているか、ミロクは知っている。


　本当なら王宮から逃げ出す時も、ずっと彼女の側にいたかっただろう。だが確実に彼女を助けるために、あえてミロクに託たくしたのだ。


　ミロクはその期待に応こたえることができなかった。


「目が覚めたかね」


　テントにもう一人入ってきた。


　それは鎧よろいに身を包んだベトの国王。先日、謁えつ見けんしたばかりだからよく覚えている。


「君にも作戦会議に参加してもらいたい。今、ジェルメーヌ姫ひめやビスマルクが、ゾンビどもを根こそぎ退治する方法を考えている」


「ゾンビ？」


　聞きなれない単語に首をかしげるが、


「あの動く死体の総そう称しようだ。とりあえずそう呼ぶことにした」


「……なるほど。わかりました」


　そうと決まれば、休んではいられない。もう充分すぎるほど寝た気がする。あとは腹に何か入れれば、すぐに戦える。


　ディアートの言う通りだった。先ほどの状態でハチドリに戦いを挑いどんでも、確実に負けていた。元気になった今になってようやく実感する。


「ああ、それとミロク君」


「はい？」


　国王に呼び止められて顔を上げると、


「これは私からだ！」


　また顔面を殴られた。


「これでも人の親でね」


「申し訳ありませんでした……」


　ベト国王の気持ちは痛いほど理解できる。


　殴られた頰をさすると、またヴィジャが治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけてくれた。


「臣下の前でこのような真似まねをなさるお方ではない。陛下はそれだけお前のことを買っているんだぞ、ミロク」


「余計なことを言うな、ヴィジャ」


　拳を撫なでながら、厳きびしい声で律する国王。


「そんなヒマがあったら、お主も作戦会議に戻もどれ。グズグズしていると、そこのミロクにミーヤーを助け出されてしまうぞ。そうなったらお主、ミーヤーに合わせる顔がなかろう。最悪、ミロクになびいてしまうかもしれん」


「へ、陛下！」


「では、よろしく頼たのむぞ」


　言いたい事を言って、ベト国王はテントから出ていった。からかわれたヴィジャは赤面しながら唇くちびるを嚙かんでいる。


　そのくらいの余よ裕ゆうがあることは、ふたりとも理解しているのだ。


　敵にとってミーヤーにはまだ利用価値がある。それがなくなるまで殺されることはない。


「じゃあ、作戦会議に行こう」


　ヴィジャの肩かたを叩たたき、ミロクはテントから出た。


　その瞬しゆん間かん、無数の冷たい視線にさらされた。


「……？」


　今しがたまでミロクが寝ていたのと同じテントが、見み渡わたす限かぎり並んでいた。どうやらここはベト軍の野営地のようだ。目と鼻の先に城門が見える。ここは城門前の広場らしい。


　その野営地にいたすべての戦士たちがミロクを見ていた。


　およそ好意とはかけ離はなれた、どす黒い感情を伴ともなった視線が粘ねばっこくまとわりつく。


「おい、アイツが……」


「……を置いて逃にげ…………」


「……やっぱり……ガンの……」


「なんで国王は……んなヤツ……」


　風が悪意の断片を運んでくる。


　ミーヤーを助けられなかったのは事実だから、弁解しようがない。ベトの戦士にとって、ミーヤーは元気と力の象しよう徴ちようだったのだ。それを守れなかった責任は大きい。


　陰かげ口ぐちを叩かれるに値する行こう為いだ。


　しかし暗い声がぼそぼそと飛び交う中、凜りんとした声が轟とどろいた。





「ミーヤー王女は生きています！」





　戦士たちが一いつ斉せいに声の主を見る。


　ジルサニア王国第一王女ジェルメーヌがそこにいた。いつもの赤目隊のコートを羽織った姿で、まっすぐに背筋を伸ばして立っている。


「落ち込む必要はありません！　ミーヤー王女は囚とらわれの身ではありますが、確実に生きています！　ベトの魔ま導どう士しが城内を調べてくださいました！」


　戦士たちから「おぉ」と感かん嘆たんの声が漏もれる。


「今、あなたたちがすべきことは、この騎き士しを責めることではありません！　ミーヤー王女を救う手立てを考え、実行することです！　もしもジルサニアの騎士が信じられないのであれば、ベトの戦士の底力を私たちに見せてください！」


　戦士たちから言葉が消える。


　ジュジュに感心する者、反発する者、さまざまな感情が生まれるが、誰だれもがミーヤーを助けたいという気持ちでまとまっている。


「我々も協力を惜おしみません。ミーヤーは私の親友です。どうかベトの皆みなさん、私にも友を助ける手助けをさせてください」


　ジュジュが左手を横に上げる。


　全員がそちらを見て、次に立ち上がって驚おどろいた。


　ベトの首都バイディール市に響ひびく足音。まるで地じ震しんのような地じ響ひびきがもたらしたのは千以上の騎き馬ば軍団。


「ジルサニア騎士団……！」


　誰かが呟つぶやく。


「必ず、ミーヤー王女を救い出し、美しい世界樹を取り戻しましょう！」


「おおぉぉ！　ジルサニアが援えん軍ぐんに来てくれたぞ！」


　戦士たちが武器を振ふり上げて喜んでいる。


　大だい歓かん声せいに包まれる野営地に、眠ねむっていた市民も夜中に何事かと集まってくる。数千、数万の敵が詰つまっているベト王宮を取り囲みながら、深夜の町は大おお騒さわぎになった。


「ミロク」


　歓声をすり抜ぬけて、ジュジュが歩いてきた。肩にはビスマルクも乗っている。


「ジュジュ……すまない、俺は」


「ん？　なんで謝るんだ？」


「俺、ミーヤー王女を守れなくって。ベトの人たちにも不信感を持たれるし」


「なに言ってんだバカ」


　胸を軽く叩かれた。


「お前の任務は、トーラットのケガを治してもらう事だろ。きちんとこなしたじゃねーか」


　ニッコリ笑うジュジュに、ミロクは何も言えなくなる。


「それにお前を責める資格のあるヤツなんて、誰もいねーよ。お前ほどの強さの剣けん士しでも守れないんなら、誰だって無理だ。それでもお前を悪く言うヤツがいたら、私がブッ飛ばしてやるからな」


「……そっか」


　拳を握にぎって虚こ空くうを殴るジュジュを見て、つい笑ってしまった。


「ありがとな、ジュジュ」


　城じよう壁へきから降りた時。アーニィの手を摑つかんだ時。眠りから覚めた時。


　そのどれよりも、ジュジュの笑顔を見た瞬間、ミロクは「やっと安全な所まで生きて辿たどり着つけた」と感じた。


　ミロクは今、赤目隊に帰ってきたのだ。








　ジルサニア騎士団の中でも、もっとも優ゆう秀しゆうで数の多い騎馬師団。その師団長を務めるのは、ジルサニア王国第一王子アーセージである。


「兄上！」


　騎馬師団の先頭にいたアーセージの軍馬を見つけると、ジュジュはすぐに飛び込んでいった。


「おおジュジュ！」


　馬から下りると、アーセージは最愛の妹を抱だきしめる。


「なぜこのような所まで来たのだ!?　危険だと分かっていて、どうしてジュジュ自らやってきたのだ!?」


「申し訳ありません、兄上……ですが、私の部下が王宮に取り残されていると知ったら、心配で、待っていられなくて……」


「ぬぅ……部下を想う気持ちは分かるが、しかしジュジュよ」


「はい」


「あまりにも早過ぎないか？　我わが騎馬師団も、騎士団の中では神速で通っている。知らせを受けて、すぐにジルサニアを出たのか？」


「支し度たくはあらかじめ済ませてあったのです。もともとトーラットの様子を見るために、こちらへ来るつもりでしたから」


「なるほど……しかしだなジュジュよ。こういう事態があったなら、まずは私に任せてお前は後からでもゆっくりと」


「アーセージ殿どの。そのくらいにしておいてくだされ」


　説教をするアーセージの元へ、ベトの大臣がやってくる。


「ジェルメーヌ様とその部下の皆みな様さまは、負傷者の手当てや物資の運うん搬ぱんなどを手伝ってくれたのです。ゴーレムというものは、こういう時に役立つのですな」


　大臣が振り向くと、砂にまみれながら大量の荷物を運ぶクロトポリカが見えた。トーラットが復活した今、ベト軍のために休まず働いてくれている。


　それを見たアーセージは、諦あきらめたように肩を落とす。


「ジュジュよ」


「はい」


「どうせ言っても聞かぬだろうが、念のため言っておく。来るのは良いが、目立ってはいかん。お前は本来、絶対に安全な場所にいなければならない立場なのだからな」


「はい、申し訳ありません……」


「それから赤目隊も使わせてもらう。こういう特とく殊しゆな案件では、役に立ってくれるからな。その上、ミロクもこき使う事ができる、数少ないチャンスだ。ジュジュに心配をかけた罪、この剣けんで償つぐなってもらおう」


「それはご自由にどうぞ」


　ことミロクに関しては、この兄妹きようだいはどこまでもサドである。目的も利用法も異なるが、ミロクのスペックをフルに生かして働かせるのはふたりとも大の得意なのだ。








　ミロクが案内されたテントには、一目で魔導士と分かる集団が集まっていた。ベトの魔ま法ほうについては詳くわしくないが、テントの中央で数人が魔法の光を出しては組み合わせたり引ひき剝はがしたりしている。ゾンビに対たい抗こうするための魔法を探しているのか。


　首脳が参加する作戦会議は、ほとんど終わっていた。


　だから後は効率的にゾンビを駆く除じよするために、それぞれ自分の得意分野で対策を考える段階なのだそうだ。なにしろ未知の敵が相手だ。人間とは勝手が違ちがう。新しい対処法が見つかれば、作戦全体も変わってくる。


「あ、ミロク。お茶飲みますか？」


　第一声はトーラットのものだった。


　甘く、だけどツンとする香かおりのカップを差し出してくる。


「トーラット……大だい丈じよう夫ぶか？　病やみ上がりで運動したんだろ？」


「ええ。なので楽な仕事をさせてもらってます」


　トーラットの近くの机には、茶葉とティーセットが。


「いや、トーラットさんのお茶は魔法のようです。眠ねむ気けを覚ましてくれて、なおかつ元気が出ますよ。ベトの薬やく湯とうでもここまでは」


　近くにいた魔導士が感心している。徹てつ夜やで疲つかれているはずなのに、スッキリした表情だ。


　普ふ段だんから飲み慣れているが、トーラットのお茶は大陸中探しても飲めるものではない。本人が魔導士なのもあってか、頭や目に優しいお茶を淹いれるのは大得意だと語る。


「疲れに染しみるよねー、トーラットのお茶」


　テントの隅すみではディアートが座っていた。


「ディアートもおかわり欲しかったら言ってくださいね」


「ほーい」


　随ずい分ぶんと親しげに話しているふたり。


「……いいのかトーラット？」


　もともとベトに来たのは、トーラットが受けた爆ばく弾だんの傷を癒いやすためだ。その爆弾を使ったのはディアートである。ジュジュを暗殺するために襲おそってきたディアートから、命を賭としてかばったのだ。


「ま、ディアートは契けい約やくに従って行動しているわけですからね。今はジュジュに従っているから安全でしょう」


「けど、爆弾のことは」


「それに関しては、もう話が済んでいます」


　ニッコリと笑うトーラット。


「お詫わびとして、今度僕の妻の仕事を手伝ってもらうことになりました」


「トーラットの奥さん？」


「ええ。簡単な仕事ですよ」


　そういえばミロクはトーラットの妻に会ったことがない。ジルサニアに帰ったら挨あい拶さつをしようと思っていた。


　ディアートがどれだけ無む謀ぼうな安やす請うけ合あいをしたのか、ミロクが知るのは数カ月後になるが、それはまた別のお話。


「ミロクは休んでおきなさい。朝になったら行動します」


　テントに姫ひめモードのジュジュが入ってきた。アーセージとの話が終わったのだろう。


「でなければ、彼女たちのように力を溜ためておきなさい」


　彼女が親指で示す先には、アーニィとフェリサがいた。


「んー、このお肉おいしい！　辛からいのにいくらでも食べられそう！」


「この香こう辛しん料りようさ持って帰ってもええか……？」


　ベト料理に舌した鼓つづみを打っているふたり。フェリサは一口一口味を確かめながら食べているのに対して、アーニィはただムチャクチャに詰め込んでいる。


　そういえば何も食べていなかったのを思い出した。


「アーニィ、俺にもちょっとくれ」


「ほい」


　投げてきたのは、肉ではなく白パンだった。だけど齧かじり付くと唾だ液えきが大量に出てきた。それほど空腹だったのだ。


　あとは止まらなかった。王宮で蓄ちく積せきした疲れを吹ふき飛ばすかのように、肉やスープ、揚あげ物ものなどを貪むさぼり食う。すべて辛かったが、だからこそ食しよく欲よくが増ぞう幅ふくされる。


「あ、私もいただきます」


　ジュジュが座ると、周囲の魔導士も作業の手を止める。しかし食べようとはせず、チラチラとこちらを窺うかがっている様子。


「皆様も、どうぞご一いつ緒しよに」


　女神の微ほほ笑えみで招かれては、魔導士たちも断れない。


「は、はぁ。では失礼ながら」


「まさかジェルメーヌ姫と食事をする機会が来ようとは」


　遠えん慮りよするような口ぶりだが、本当は嬉うれしいようだ。照れた笑いを浮うかべて、魔導士たちもパンを手に取る。


　そうして休きゆう憩けいしながら食事をすることで、ベトの魔導士たちとも打ち解けて話せるようになった。


「では、ミーヤーはまだ生きているのですね？」


「はい。これをご覧下さい」


　ひとりの魔導士が見せたのは、立体的な箱のような幻げん影えい。


「これが王宮における生者の数です。わずか六つしかありません」


　幻影の下部に、六個の光が明めい滅めつしている。


「特に姫様の生命力は他の者とは段だん違ちがいですから、我々なら手に取るように分かります。ご安心を、まだかすり傷ひとつ負ってらっしゃいません」


「よかった……」


　安あん堵どした表情のジュジュ。


「あとは、あなた達が助けるだけですよ」


「ま、そうだな」


　ニンジンを齧りながらビスマルクが嘲ちよう笑しようする。


「突とつ撃げき部隊と救出部隊のふたつに分かれて行動することになるだろう。けどジュジュよ、ジルサニアにもそういう特殊部隊があるんだぜ？」


「それは兄上にも言われました」


　正々堂々をモットーとする騎き士し団だんでも、奇き襲しゆうや工作を専門とする部隊はある。それらは当然ながらその分野におけるスペシャリストが集まる。何でも屋の赤目隊よりずっと効率的に遂すい行こうできるのだ。


「でも、それじゃ私の気が済みませんから。手伝うと言った以上、ジルサニアの王女としてやるべきことをやるだけです」


　そのための赤目隊だ。


　何でもできる部隊なのだから、何でもやるべきなのだ。


「もっとハッキリ言うと、ミーヤーに貸しを作りまくりたいので」


「ハッキリ言いすぎだバカ」


　台無しであった。


「あ、でも」


　ふと、ミロクが思いつく。


「そういう部隊って、ジルサニアだけじゃないですよね？　ベトにもそういう事態を想定した部隊ってあるんじゃないですか？」


「え、ええ。ですが……」


　言いよどむ魔導士たち。


「何か問題でも？」


「……今、全体的にベト軍の士気が下がっておりまして。その部隊の中からも、救出成功を懸け念ねんする声があるのです」


「どうしてですか？　ジルサニア軍も来てるのに」


「ヴィジャです」


「ヴィジャ？」


「彼の様子が昨夜からおかしくて……先日のミーヤー様への襲しゆう撃げき事件もあいまって『あのヴィジャでも怯おびえるくらいの敵なのか』と、戦士たちの間で囁ささやかれているのです」


　それほど彼はベト軍に影えい響きようを与あたえる人物ということか。


　幼い頃ころからベトで最も美しい王女に仕つかえ、それに相応ふさわしい武を持っている。加えて優しくて仲間を思いやる心を持った好青年。あらゆる意味で最強の戦士だ。


　そんな彼の変化は、他国人であるミロクよりも、ベトの戦士たちの方が気づきやすいのだろう。


　文字通り、強さの拠より所どころを失ったヴィジャが立ち直らない限り、ベト軍の厭えん世せい観かんは続くのか。


「大丈夫です」


　魔導士に向かって、ミロクは力強く頷うなずいた。


「必ずヴィジャは立ち上がります。今はちょっと調子が狂くるっているだけなんです。彼と剣を交わした俺には分かります」


　それは確信というより希望に近かった。


　だが、あれほどの強さを持った男なら、きっと自らの弱さに打ち克かつ方法を見つけることができるはず。


　なにしろミーヤーの命がかかっているのだから。
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　絢けん爛らんとは言いがたいが、それでもベトの王宮は風格があった。歴史を感じさせる木造の城は、そこで暮らすものには平へい穏おんを、来客には安心を与えてくれた。


　それに引ひき換かえ、今ミーヤーの目の前に建っているハチドリの城は、はっきり言えば醜しゆう悪あく、言葉を飾かざるなら邪じや悪あくという言葉しか出てこない。


　ベトの地下墓所カタコンベは、死者が安らかに眠ねむれるように花が植えられている。見み渡わたす限かぎりの花の絨じゆう毯たんは、美しさや香りだけでなく、地下の空気を浄じよう化かする役割も持っていた。


　墓地という暗いイメージを払ふつ拭しよくするために、明るい照明や優しい墓はか守もりなどを揃そろえ、訪れた人々に不快な感情を抱いだかせないようにする。それがベトの地下墓所の基本姿勢だ。


　が、そのイメージはハチドリの建てた城によって瓦が解かいした。


「なんじゃ、これは……」


　眉まゆをひそめ、ミーヤーは尋たずねる。


「お、お、おれが、つ、造った」


　彼女の前を進むハチドリは、なんでもない事のように答える。


　建物自体は、巨きよ大だいなドーム状をしている。ベトの標準的な一いつ軒けん家やより大きい。商店ふたつ分くらいだろうか。詰つめ込むだけなら数十人、暮らすならば五人はいける。


　問題は素材だ。


　城の表面に浮き上がる、無数のデスマスク。


　顔だけではなく、手足ものぞいている。


「死体を、こんな……！」


　怒いかりを込めた視線をハチドリの背中に送るが、彼はまったく気にしていない。それに死体といっても、城の素材の大部分は植物だ。あのゾンビを動かしている植物がメインの素材なのだろう。もともと人体に接着する機能はない。


　だがあの城に使われているのは、ベトの国民だ。


　数の問題ではない。誇ほこりあるベトの民たみの亡なき骸がらが、こんな魔導士に利用されているなどという屈くつ辱じよくは、王女であるミーヤーに対する侮ぶ辱じよくでもある。


「は、入れ」


　ハチドリに言われずとも、ミーヤーは顔を上げて城の外観をもう一度見る。


　──必ず、土に還かえしてあげるからね。


　決意を胸に、ミーヤーは城の中に入った。


　どんよりとした空気がまとわりつくが、ミーヤーは背筋をピンと伸のばして歩く。魔導士に弱いところを微み塵じんも見せたくない。


「ほ、ほれ、お、お望みの、も、ものだ」


　ハチドリが指差す先、城の中央部に人が倒たおれている。


「っ！」


　四人のケガ人を確認すると、ミーヤーは走り出した。


　前にいたハチドリを突つき飛とばし、すぐに患者の元へしゃがみこむ。


「お主達！　口が利きける者はおるか！」


「ミ、ミーヤー様……なぜ、このような……」


　かすれた声。全員がミーヤーを見ている。


　意識がない者はいない。


　ひとりひとりの状態を確認する。内臓や骨がズタズタだが、意識を保っている。頭から血を流している者もいるが、脳はやられていないようだ。痛みのせいで気絶できなかったのだろう。


　四人とも、ギリギリ助かる。


「待っておれ。今、妾わらわが助けてやるからな」


　すぐに治ち療りようを開始すれば、全員助けられる。もっとも重い症しよう状じようの患者に手を伸ばすと、その手が緑色の光を帯おびた。


　彼らの服と鎧よろいを見る限り、ここの墓守のようだった。首から笛を提さげている者もいる。ここで負傷して、ハチドリに捕つかまったのだ。


　おそらく、最初から取引材料にするつもりで、生かさず殺さず監かん禁きんしていたに違ちがいない。状況がわかるにつれミーヤーの心に憎ぞう悪おの感情が渦うず巻まくが、人を恨うらむ前に治すのが先だ。


「さ、先に、よ、用件を、伝えて、お、おく」


　背後にハチドリが立っていても、ミーヤーは振ふり向むかなかった。彼に構っていては手て遅おくれになる可能性がある。


「ミ、ミーヤー王女。お、おまえが持っていた、『種』の、使い方を、すべて知りたい」


　その要求は予想していた。


「だったら『種』を返せ。とくと見せてやる」


「そ、それは、できない」


　本当は今すぐに「種」が欲しい状じよう況きようだった。


　あの「種」があれば、こんな傷くらいすぐに治せるのに。


「死者の軍団を作ったくらいでは、まだ足りぬのか」


「わ、分かっているだろう。あ、あんなものでは、ま、まだ『種』の、ほ、本当の力の、半分も、つ、使っていない」


　ハチドリの言うことは真実だ。


　正しい使い方を知っている者が「種」の力を応用すれば、ルテア大陸の全ての生物が死ぬどころか、まったく別の生態系に変へん貌ぼうさせることだって可能なのだ。


　間ま違ちがいなく、大陸で最強の力のひとつだ。


「して、お主はそれを妾からどうやって聞き出すつもりじゃ？」


　普ふ通つうに尋ねたところで、絶対に吐はくわけがない。単純に生命を脅おびやかされても、王家の人間なら死を選ぶ。それほどの秘密だ。


「フ、フフフフ、そ、そんなことより、治療を、つ、続けろ」
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「…………」


　言われずともミーヤーの手は動く。緑色の光は墓守の患かん部ぶを確実に塞ふさいでいる。


「ミーヤー様……申し訳ありません」


「よい。喋しやべるな。気が散る」


「はっ……」


　ハチドリの魂こん胆たんは分かっている。


　とりあえずミーヤーに力を使わせて、疲ひ弊へいさせるのだ。昨日から一いつ睡すいもせずに治療を続けているのだ。いい加減、身体からだと意識がボロボロだ。


　疲ひ労ろうすると、まともな思考ができなくなる。


　もっともっと疲つかれさせ、しかし寝ねかせない。例えば拷ごう問もんなどで肉体的な傷をつければ、反はん抗こう心しんが芽め生ばえ、余計に口を割らなくなる可能性がある。


　だがミーヤーに与えられるのは苦痛ではなく、患者だ。使命感から、絶対に治さなくてはならない。治ち癒ゆ魔ま法ほうは神経を使う。治せば治すほど消しよう耗もうする。だが休むことはできない。


「このくらい、朝飯前じゃ」


　強がりを口にして、自らを鼓こ舞ぶする。


　まだ「種」を植えられていなかった幼い頃ころを思い出す。あの頃、「種」を持つ者にふさわしい修行ということで、治癒魔法を叩たたき込まれた。来る日も来る日もケガ人を治すために、新しい魔法を覚えた。


　実験台はすぐに見つかった。


　ミーヤーと同じように、毎日修行にあけくれる戦士。


　幼い頃から、ずっと側そばにいてくれた──


「……ヴィジャ……」


　ちゃんと逃にげられただろうか。


　今頃、ミーヤーを助けるための準備をしているのだろうか。


　そう思うと、余計力が湧わいてきた。


　彼らが来るまで、倒れるわけにはいかない。


　朦もう朧ろうとする目を擦こすると、ミーヤーは自分の頰ほおをパチンと叩いた。
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「つまり、ただの植物じゃないってことか」


　魔導士が集まるテントの中央に置かれているのは、ゾンビに寄生していた植物。ゾンビの肉体から引ひき剝はがされると、ただの樹木の破片にしか見えない。


　ところが、魔導士が手から魔法を発すると、それに呼応するように植物がわずかにブルブルと震ふるえたではないか。


「なるほど。ある種の魔法に感かん応のうするわけか。そういう樹木は聞いたことあるぜ」


　その様子を見て、ビスマルクが黒くろ眼鏡めがねに触ふれる。もっとよく見るために、寄生植物に触れて間近で確認する。生きている人間には寄生しないことは、すでに分かっていた。


「……感応だけじゃねーな。自分から思念波を発することもできる。微び弱じやくな魔ま力りよくが、定期的に出てるわ。こりゃ共鳴もできるな。互たがいの魔力の干かん渉しようが、そのまま信号になって簡単な指示器になってる」


「分かるのですか、ビスマルク殿どの」


「ああ。しかも生物の思念波とは、ちと違うな。もっと無機質で、誰だれかに作られたような──そうか、何かの指令を意味するのか」


「では、魔法によって思念波を出す植物ということですか？　そんなものを作り出すなんて、荒こう唐とう無む稽けいすぎます」


「理論上では可能だろ。ただし品種改良や、植物の育成に途と方ほうもない時間がかかるってだけだ。ジルサニアの付加魔法を、植物にかけたようなモンか……こりゃすげぇ技術だ」


　ビスマルクとベトの魔導士たちが意見を交こう換かんしあっている。時間もないし、敵の技術の話なのに、全員妙みように楽しそうである。技術屋の性さがなのだろうか。


　そしてその会話をぼーっと聞いていたミロク。


　隣となりで食後のお茶を飲んでいるアーニィも、呆ほうけたような顔。


「……ねぇ、隊長たちの話、分かる？」


「全然」


「だよね」


　すると、ミロクとアーニィの視線は近くにいたトーラットとディアートに注がれる。ジュジュはテントを出たり入ったりと大おお忙いそがしだ。フェリサは外をうろついている。


「ええと、簡単に説明しますと」


　咳せき払ばらいをしてトーラットが分かりやすく解説してくれた。


「ゾンビを操っているのは、魔法植物です」


「うん」


　それは大体分かる。


「魔法植物というのは、魔法を使う植物です」


　言われなくても、それも分かる。


「という事は、植物が魔法を使わなければ、ゾンビも操られないってことです」


「あ、なるほど」


　理解できた。


　魔法植物の魔法をとめる手段を探していたのか。


「けど、そんな事できるのか？　植物ってゾンビの数だけあるんだろ？」


　なんだか難しい気がする。植物ひとつひとつの魔法を消去するくらいだったら、全部まとめて燃やせばいいのではないか。


「ですから、欲よく張ばりますよ」


　魔導士が目を輝かがやかせて言った。


「一気にすべてのゾンビを止められる魔法を考えます。周囲には影えい響きようが出ないような、クリーンな方法で、かつゾンビの後片付けも簡単な魔法を、朝までに必ず考えます。ベトの魔導士としての意地です」


　魔法には疎うといミロクだが、彼らの情熱だけは伝わった。


「だが、サンプルが足りねーな」


　テントの中央に転がっている植物しかない。


　それを見て、ビスマルクが指を鳴らした。


「おいディアート。隊長からの初命令だ」


「え、俺？」


　寝ね転ころがってダラダラしていたディアートが上半身を起こす。


「ちょっとゾンビ何なん匹びきか取って来い。できれば生きたまま」


「へーい、了りよう解かい。あ、この槍やり借りるね」


　立ち上がり、槍を摑つかんでテントを出るディアート。


　ダルそうに出て行った彼だが、すぐに戻もどってきた。


「ただいまー。釣つって来ましたよ、隊長」


「早っ！」


　驚きよう愕がくするビスマルクの元へ届けられたのは、ロープでぐるぐる巻きにされた三体のゾンビ。テントの外では悲鳴のような声が聞こえてくる。


　ここまでアッサリと手に入れるとは、誰も思っていなかった。


「どうやって捕つかまえて来たんだ？」


　全員が知りたい事を、代表してミロクが尋たずねる。


「うん？　この槍の先にロープをつけて、生肉をエサにして、こう、一本釣り」


　こういう感じに、とディアートは槍を高く投げるジェスチャーをする。聞けば城じよう壁へきの外から内側までロープを飛ばしたそうな。


　いくらロープの扱あつかいが得意だからとはいえ、ちょっと信じがたい話だ。しかし本当に捕まえてきたのだから、噓うそではないのだろう。


「どうです隊長、俺って使えるでしょ？」


「予想以上にやるなお前。だが気をつけろよ」


「なんでです？」


「有能なヤツは、それだけジュジュに無理難題押し付けられるからな」


「赤目隊に入れられる事自体が無理難題な気がするなぁ……」


　考え込むディアートをよそに、魔導士はさっそくゾンビに魔法をかけて動けなくする。


「ではビスマルク殿以外の皆みな様さまは、外に出ていただけますか」


　魔導士はきっぱりと宣言する。


「グロテスクなものを客人にはお見せできません。どんな手段を用もちいてでも、明朝までにゾンビを無力化する魔法を考案いたしますので、皆様はどうかお休みになってください」


「ってことだ。お前らはジュジュの側にいてやってくれ」


　ビスマルクに促うながされ、赤目隊は仕方なくテントの外に出た。


　野営地ではすでに戦士たちが整列しており、隊長らしき人が大きな声で作戦内容を伝えているのが聞こえる。


「気合入ってるねぇ～」


　ディアートが嘯うそぶくが、これは別にベトに限ったことではない。ジルサニア騎き士し団だんも突とつ入にゆうの時を今か今かと待ち構えているだろう。


「アンタだって気合入ってるでしょ、ディアート」


　アーニィが笑うが、ミロクもその事は知っている。


「あん？　なんで俺が？」


「このままじゃミーヤー王女、死んじゃうもんね。美人が死んだらアンタ困るでしょ」


「……フン。あの王女は興味ないよ。あれもジュジュと同じ匂においがする」


「でも、ミーヤー王女が死んだらジュジュが悲しむもんね。それは困るよね」


「別に俺は困らないよ。むしろ困るのはミロクの方だろ」


「なんで俺に振ふる!?」


　いきなり名前を出されて、戸と惑まどってしまう。


　ディアートも、なぜかアーニィやトーラットもクスクスと笑っていた。


「なんだよ……」


　釈しやく然ぜんとしない気持ちで歩きだすミロク。


　ふと顔を上げると、眼前に人が立っていた。


「ミロク──」


　ヴィジャだった。


「少しいいか。話がある」


　口調は平静を装ってはいるが、彼の身体からだからは隠かくしきれないオーラが漂ただよっていた。


　強きよう烈れつな殺気である。
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　野営地から少し離はなれ、城壁まで歩く。


　奇くしくもそこは、先ほどミロクとディアートが降りてきた地点からほとんど離れていなかった。アーニィが踵かかと落おとしのために踏ふみ込んだ地面の穴がまだ残っている。


「わざわざすまないな、休みたかったか？」


　土を蹴けって具合を確かめるヴィジャ。


「いや。体調は結構いいんだ」


　ミロクも肩かたを回して調子を確認する。実際、魔導士にケガを治してもらった際、疲つかれも吹ふき飛とんだ。なんでも戦争で長時間戦う戦士のために、眠ねむらずに元気な状態を保つ魔ま法ほうがあるらしい。


「なら、ちょっと付き合ってくれ」


　曲刀シミターを抜ぬき放はなつヴィジャ。


「……いいけどさ」


　ミロクも鈴すずの剣けんを構える。


　呼び止められた時から、こうなる事は予想していた。


「まだダメなのか、ヴィジャ？」


「……ああ。あのゾンビとかいう脆ぜい弱じやくな連中相手ですら、死ぬかもしれないという恐きよう怖ふに付きまとわれる。その恐怖に打ち克かつためのヒントが欲しいんだ」


　ヴィジャもミロクも剣士だ。


　剣で迷った時は、剣で解決する。ずっとそうしてきた。


「俺で良ければ、いくらでも協力するさ」


「感謝する」


　ミロクの剣の切きっ先さきは、ヴィジャの額ひたいに向いている。


　彼がどう動こうと対応できる、万能型の構え。


「いくぞ」


　ヴィジャが迫せまる。


　まっすぐに、何の小細工もなしにこちらへ跳とんだ。


　だったら、ヴィジャの剣をいなして後方に回る──そんな作戦を考えたミロクだが、すぐに失敗するという確信に変わった。


「うおおおおおおおおぉぉぉぉおっ!!」


　技術などではない。


　ただ、踏み込んで斬きるだけ。


　しかし地じ響ひびきがするほど強烈な踏み込みが生み出す斬撃は、ミロクが対処する時間すら刈かり取とってしまう。


「わぁあああっ！」


　ただの縦斬りにミロクは負けた。


　とっさに突つき出だした剣にヴィジャの曲刀がぶつかる。その衝しよう撃げきでミロクの身体が背後に吹き飛んだ。鈴の剣でなければ、折れていただろう。


　これがヴィジャの剣だ。後先を考えず、全力で踏み込むことによる一いち撃げき。


　その力の前にはミロクの技術など粉ふん砕さいされてしまう。
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　──いや、粉砕はできない。


「まだ……弱いままだな、ヴィジャ」


「やはりそうか──」


　初対面での彼の剣は、こんなものではなかった。確かに技術はある。それも一流以上の達人レベル。しかしこの攻こう撃げきでは、後方に吹き飛ぶどころか、剣ごと両断されてしまうような勢いがあった。


　これでは、ただの上手な剣士だ。


　ベトを代表する、本物の戦士の剣ではない。


「遠えん慮りよするなよ、ヴィジャ」


　ミロクは自分の胸を指さした。


「殺す気で来い。俺もそのつもりで行く」


　死線を越こえることに恐怖を感じるならば、死線に慣れさせるしかないと思っている。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けなれば感じられない境地というものがある。


　今度はミロクが攻せめる番だった。


「っ！」


　ヴィジャのように強く踏み込み、真上から斬る。ヴィジャが身体を横にして攻撃をかわしたが、ミロクはヴィジャに身体ごとぶつかる。


「くっ！」


「うおおおおおおっ！」


　体勢を崩くずしたヴィジャに向けて、ミロクは剣を突き出す。バランスを保てないので前にも横にも逃にげられないヴィジャは、その場にしゃがみこんで攻撃を避よけた。


「ふっ！」


　しゃがんだヴィジャに上から追つい撃げきするミロク。


　ヴィジャは前転して剣を避けると、ミロクから距きよ離りを取った。


　先ほどと同じ間合い──


　ミロクがそう感じた瞬しゆん間かん、身体は回かい避ひ行動を取っていた。一歩だけ横にステップすると、足音が鳴り、ヴィジャが踏み込んできた。


　必殺の一撃を間かん一いつ髪ぱつで避けたミロクは、がら空あきになったヴィジャの背中に剣を突きつけた。


「……まだ遅おそい。ヴィジャ、もっと早く踏み込めるはずだ」


「くっ……！」


　口では叱しつ咤たするが、ミロクはとっくの昔に死線を感じていた。


　確かに心が弱っているとはいえ、ヴィジャの剣は鋭するどすぎる。これならほとんどの相手に勝つことができるだろう。現に、今の状態でミロクとほぼ互ご角かくに戦えている。ミロクが勝つこともあれば、ヴィジャが勝つ場合もある。


　そうやって何度も戦っているうちに、何が悪いのかミロクにも分からなくなってきた。


「ふぅ……！」


　ヴィジャが上着を脱ぬいだ。


　引ひき締しまった胴どうが夜風にさらされる。


「ちょっとタンマ。俺も」


　ミロクも騎士団の制服を脱いだ。集中していたせいで気づかなかったが、服の中は汗あせでぐっしょりと濡ぬれていた。


　それほどの緊きん張ちように晒さらされていたのに、ヴィジャはまだ足りないという。


「なぁヴィジャ。どうやったらスッキリするんだ？」


　そんなヴィジャの感情を、ミロクは単純に考える。いわゆる悩なやみから来る不調だと。だから悩みが解決すれば、きっとヴィジャは元通りになる。


「その方法を、今探してるんだ……死ぬのが怖こわいなんて、かれこれ十年以上思ったことがないからな」


「あ、そうか──」


　今まで彼が〝不死アンデツド〟と呼ばれるほどの戦士だったのは、ミーヤーが近くにいたからだ。


　彼女の胸に埋うめ込まれていた「種」が、ヴィジャに超ちよう回復の恩おん恵けいをもたらしていた。そのミーヤーと「種」が奪うばわれたために、ヴィジャはただの人になった。


「てことはさ、ミーヤー王女が側にいればいいんじゃないか？」


「……すまんミロク。そこまで疲れるほど付き合わせたか」


「え、なんで？──あ、そうか」


　そのミーヤーを助けるために、ヴィジャが悩んでいるのだ。


　ヴィジャが元通りになるには、ミーヤーを助けなければならない。しかしヴィジャが元通りにならなければ、ミーヤーを助けられない。


　まるで鍵かぎをかけた箱の中に、その鍵をしまい込んだようだ。


「──なら、こじあけるしかないか」


　結局ミロクの結論はそれしかない。剣で解決するしかできないのだ。


　息を整えて、剣を構える。


「そういうことだ。俺もそこまで頭が回らないんでな！」


　上半身裸のヴィジャが斬りかかる。同じく裸のミロクは、剣を構えて斬撃に備える。肌はだが剣気を直接感じるので、先ほどより遠い間合いでもビリビリとしたイメージが伝わってくる。


　より死に近くなったことで、ヴィジャの中で何かが見えてくればいいのだが。


「だぁっ！」


　振ふり下ろされたヴィジャの曲刀を、ミロクは鈴の剣でさばいた。先ほどより洗練されておらず、力も衰おとろえているように感じる。


「なぜだ……！」


　自分でもわからないのか、ヴィジャはそれでも刀を止めない。


「ヴィジャ、少し休もう」


「まだだ！」


　何度も何度も刀を打ち付けてくるが、その度に剣速が遅くなる。


　疲れているのではない。迷っているのだ。


　このままでは、自分の刀で怪け我がをしそうだ。


「ヴィジャ！」


　ミロクがヴィジャの刀を弾はじき飛ばした。


　砂の上を転がる曲刀を見て、ようやくヴィジャは動きを止めた。


「どうしてだ……！」


　その場に座り込み、地面を叩たたく。


「なぜ俺は弱い……！　どうしてミロクはこんなに強いんだ……!?」


「別に、俺が強いんじゃない……！　ヴィジャが弱いわけでもないよ……！」


　息を整えながら、ミロクも壁かべにもたれて座り込む。


　そう、ヴィジャはけして弱くない。


　相手をしたのがミロクでなければ、おそらく十回は殺されていた。その証しよう拠こに全身から汗が噴ふん出しゆつして、今になって恐怖が湧わき上がってくる。ヴィジャはいまだ一流の剣士だ。


　強さが足りないと思っているのは、本人だけなのだ。


　どうしてもひっかかる何かが、ヴィジャから離れない。喉のどに刺ささった魚の小骨のように、気になって仕方がないのだ。


「はぁ……」


　聞こえるように大きくため息をつくヴィジャ。


「少なくとも、こないだまでの俺はこんな事で悩みはしなかった。恐怖など感じなかった。それが当たり前だと思っていたからな」


　そういえば、ディアートと初めて会った時、彼はこんな事を言っていた。自分は大だい丈じよう夫ぶ、自分は真面まじ目めな人間だ、と思い込んで仕事をするような人ほど犯罪に手を染めやすいと。張はり詰つめた心がプッツンしてしまうと。


　ヴィジャもそういうことか。抑よく制せいしてきた恐怖が蘇よみがえったことで剣が鈍にぶるのだ。


「強さって……なんだろうな」


　ミロクは呟つぶやく。


「ヴィジャは強いよ。間ま違ちがいない。だけど自分じゃ弱いと言ってるし、実際に戦えてない。気持ちひとつでこんなに変わってしまう」


「ああ。だから、治るのも気持ちひとつだと思っていた」


「剣の型と同じだよなー。崩れるとなかなか元に戻もどせない」


「それは分かる」


　ふたりでクスクスと笑う。剣を志こころざす者なら、似たような経験があるのだ。当然ながらミロクだって恐きよう怖ふで剣が握にぎれない時もあった。


「死線をくぐれば、恐怖を克こく服ふくできると思ったんだが……やっぱり怖いままだ」


「死線かぁ……」


　ヴィジャは自らが死ぬことが怖い。


　だがミロクは思い出す。最初に自分が剣に対して恐おそれを抱いだいた時のことを。


「俺さ、数カ月前まで、人を斬ったことなかったんだ」


「そうなのか？　それにしては迷いがなかったな」


「うん、迷いは消えた」


　最初に斬ったのは、名も知らない竜りゆう騎き兵へいだった。


　自らの剣けん士しとしての誇ほこりをかけて勝負し、倒たおした。


　殺したと思った瞬間、強きよう烈れつな悪お寒かんに震ふるえた。武器が手から離はなれなかった。そういう風になる、というのは話に聞いていたが、それがいつまで続くのか分からなかった。


　だが、意外にも恐怖はすぐに消えた。


「ジュジュのおかげだよ。俺はジュジュのために、ジュジュを守るために剣を使った。だから誇りに思えって言ってくれたんだ。だから俺は、これからずっとジュジュのために剣を振る」


「……それでいいのか？」


「ん？」


「それは殺人の責任をジェルメーヌ姫ひめに転てん嫁かする事ではないのか？」


「んー、よくわからない」


　正直にミロクは答えた。


「誰だれの責任、ってはっきり決まってるんじゃないと思うんだよ。そりゃ責任者はジュジュだし、俺の兄貴も将がすべての責を負うって言ってたけど──そういうの、みんなで分かち合うものじゃないかなって」


「……ふむ？」


「ええと、つまりだな。何が言いたいのかって言うと……その、俺はジュジュのために剣を振るし、ジュジュも俺の剣に守られてるから働けるっつーか」


　しどろもどろになってくる。


　剣は得意でも、言葉は得意ではないのだ。


「何が言いたいのか大体分かった。つまりミロクはジェルメーヌ姫がいるから戦えると、そういうわけか？」


「う、うん」


　言いたいことは伝わったか。


　──しかし、何かが伝わっていない気もする。


「俺も同じだ。この命はミーヤーのためにある」


　自分の胸を親指でさすヴィジャ。


「だから恐怖を克服して、ミーヤーを助けたいんだ」


「……ああ」


「だからミロク。もう一度付き合ってくれ」


「お、おう」


　ここまできたら、もう最後まで付き合うべきだ。


　ヴィジャが納得するまで、何度でも打ち合ってやる。


「これで最後にする」


　立ち上がり、曲刀を構えるヴィジャ。


「その代わり、殺す気で来い。俺も殺す気で行く」


「ええ？」


　今までも充じゆう分ぶんすぎるほど死にそうだったのだが。


　しかしミロクが全力だったのかと言うと、それも間違いだ。やはり相手がヴィジャなので、心のどこかでブレーキがかかっていた。


　より死に近づけば、ヴィジャは恐怖に打ち克つことができるのか。


「頼たのむミロク。ベトの戦士の誇りにかけて、全力の勝負がしたい」


　果たして、それが正しい方法なのか、ミロクには分からない。


　けど──剣士としては、極上の喜び。


「……分かった。ジルサニア騎き士し団だん赤目隊〝咬兎サベツジラビツト〟ミロク・シーレンがお相手する」


　鈴すずの剣を構えた。


　正せい眼がんではなく、剣を腰こしの後ろに隠かくす。相手に太刀たち筋すじを読ませないためだ。


「感謝する」


　ヴィジャの目が細められる。


　殺すつもりなのに、殺気は微み塵じんも感じられない。


　まるで獲え物ものを狙ねらう昆こん虫ちゆうのように、静止している。


　その静せい寂じやくがミロクの心の奥を見み透すかしているようで、気味が悪い。まるで巨きよ木ぼくを相手にしているような威い圧あつ感かんだ。その幹みきから出てくるのは敵を誘さそう甘い汁しるか、それとも鋭するどい枝か、変へん幻げん自じ在ざいの百足むかでか。


「これが……ベトの戦士か」


　ガラスの破片を投げられているような、ピリピリとした緊きん張ちよう感かん。それがミロクの感覚をも研とぎ澄すます。


　指の一本一本が剣の柄つかをしっかりと握り締しめられている感かん触しよく。さすがジルサニアの宝ほう剣けん、これほど手になじむ柄は他にない。やがて指が柄と同化していくような錯さつ覚かく。剣が自分の身体からだの一部になっていく。


　周囲の風景も見えなくなり、眼前にいるのは敵のみ。


　──あれを、斬きる。


　ミロクの思考は、それのみに統一される。


　死に近づいているのは分かる。だが、それで何かを得られるかと訊きかれれば、ミロクは答えられない。何故なぜなら本気で相手を殺しにかかる時、思考が停止するからだ。今のミロクは一本の剣であり、ただの人殺しの道具。


　ヴィジャという、同じ剣を叩き折るためだけの刃やいば。


「──！」


　タイミングなど計らない。


　斬れる、と感じた時には行動は終わっている。


　ミロクの身体は地を蹴けり、剣を振り上げ、ヴィジャを斬った。


　──少なくとも、身体はそう動いたと思っていた。


「ちょ、ちょっ、ちょ！　待って！　何やってんの！」


　身体が止まっていた。


「お？」


　ミロクの手から剣が抜ぬけ出していた。


　影かげが横切ったので上を見ると、鈴の剣がゆっくりと旋せん回かいしながら飛んでいる。そして右手がじんじんと痛んでいた。


　何が起きたのかまだ分からずにいると、いきなり誰かに胸倉を摑つかまれた。


「バカッ！　アンタなにやってんのよ！　ヴィジャのこと殺す気!?」


　本気で怒おこっているアーニィだった。


　それで理解した。ミロクが剣を振り下ろすのと同時に、手首を蹴り上げられたのだ。そんな早はや業わざ、アーニィにしかできない。


「止まれよ！　なにやってんだこんな時に!?　ケンカしてる場合じゃないだろ！」


　見ればヴィジャにも無数のロープが巻きついている。投げたのはディアートだった。アーニィと違ちがって遠くから止めようとするあたり、性格と技術の差が出ている。


「止めるな！」


　とヴィジャも怒ど鳴なるが、


「止めるに決まってんでしょーが！　なんで殺しあってんのよ!?」


「それはっ、俺が死線を越こえるために」


「そんなことしなくたって、死線くらい越えられるわよ！　バカ！」


「なっ──」


　驚おどろくヴィジャだが、確かにアーニィの言う通りだった。


　本気で殺そうとしていたミロクの剣を、それよりリーチの遥はるかに短い脚あしであっさりと弾はじき飛ばした。ホラキア一の拳けん法ぽう家の娘むすめであるアーニィだからこそできた技術だが、だからといってアーニィはミロクを殺そうとしたわけではない。


　死の恐怖とは別の次元で、彼女はミロクの剣を止めた。


「そもそも、なんでこんな事やってんの？　死線越えてどーすんの？」


　ロープを回収しながら尋たずねるディアート。


「俺の恐きよう怖ふ心しんを消すため……だったんだが、分からなくなってきた」


　それはそうだ。


　死は誰だって怖こわいが、今のヴィジャが失っているのは、何か別のもののような気がする。ミロクたちにあってヴィジャにないものとは、何か。


「いいんじゃねーの？　怖いままでも」


　別の声がやってきた。


　振ふり向むくと、ジュジュがひとりで立っている。


「怖かったら剣が鈍にぶる？　だからどーしたってんだ」


「そんな身も蓋ふたもない言い方すんなよジュジュ！」


「そいつぁどーかな」


　鼻を鳴らすジュジュは、誰も見ていないからといって大おお股またに歩いてくる。


「怖かったら、怖いままでいいじゃねーか。ミロクだってアーニィだってディアートだって、怖い時くらいあるさ。調子が悪い時もある。だけど、こいつらは絶対に私を守ってくれる。そうだろ？」


　ジュジュの言葉は否定しない。


　絶対に勝てない敵に遭あったとしても、恐きよう怖ふで失禁しそうな時でも、ミロクはジュジュを助ける。どんな手を使ってでも助けると誓ちかったのだ。騎士としての誇りを失ったとしても、ジュジュが生きていれば、それでいい。


　やっと繫つながった。


「そうだ俺、ヴィジャに言いたかった事があったんだ」


　先ほど言えなかった言葉を、ようやく形にすることができた。


「さっき『ジュジュがいるから戦える』ってヴィジャ言ってたよな」


「……ああ」


「あれは違う。俺はジュジュがいなくても戦える」


「どういうことだ？」


「えっ、それはつまり」


　説明しようとして、言葉が出なくなった。ミロクにそこまでの理屈はない。


「なんつーか、ホラ、ジュジュがいなくても俺、ゾンビと戦ってたじゃないか。あの時はジュジュ、ジルサニアにいたけど、それでもなんかジュジュに見られてるような気がして」


　しどろもどろになりながら説明するミロク。


「つまり私との契けい約やくは、離はなれていても有効ってことだろ。この世のどこにいても、お前は私の騎士なんだよ」


　ジュジュが補足してくれた。


「そうそう、そう言いたかったんだ」


　仮に彼女と離れていても、心配したりはしない。ミロクがいない時にジュジュの身に危険が迫せまっても、それは想定の範はん囲い内だ。ジュジュはそのリスクを絶対に回かい避ひすると信じる。


　ジュジュの強さを信じているのだ。


「ヴィジャはさ、ミーヤー王女のことを心配しすぎてるんだよ。『種』がなくなって弱くなるのは、ヴィジャだけじゃないから」


　加えて、ミーヤーを守るべきヴィジャ本人がその場にいない。ヴィジャも彼女の事をある意味では侮あなどっているのだろう。幼い頃ころから一いつ緒しよにいるため、気き丈じように振ふる舞まう彼女の弱点を知り尽つくしているから。


「そうか、その違いか──」


　ヴィジャは目を伏ふせる。


「俺に足りないのは力でも魔ま力りよくでもなく、信しん頼らいの対象──仲間か」


　ジュジュはピンチに陥おちいっても赤目隊の誰だれかが助けてくれるという、横の信頼関係もある。その上、本人は悪党も手を焼くじゃじゃ馬だ。


　本来なら一国の王女の警護がひとりなんて、言語道断だ。それでもなんとかなっていたのは、それだけヴィジャが強かったからだ。その彼の強さが、今になって裏目に出たのだ。


「俺は、ミーヤーすらも信じられなかったのか……戦士を名乗っておきながら」


　悔くやしそうに剣けんを握にぎりしめるヴィジャ。


「安心しろ、ミーヤーは無事だ。今でもヴィジャの事を待ってる。応こたえてやれよ」


　そんなヴィジャの肩かたを、ジュジュが叩たたく。


　彼は息を吐つくと、無言で頷うなずいた。


「あとお前ら服着ろ。夜中に野や郎ろうが服も着ないで刃は物もの振り回して──変態か」


「なっ……！」


　ここが道場や訓練場なら反論もできただろうが、王宮の城じよう壁へき前では口答えのしようがなかった。いそいそと服を着るミロクとヴィジャ。


　服を着ながらヴィジャの方をチラリと見るが、まだ疑念が晴れた表情ではなかった。


　心にしこりを抱かかえたまま、やがて夜が明ける。





　　　　　　　＊





　仮か眠みんを取っていたジルサニアとベトの軍隊を叩き起こしたのは、奇き妙みような音だった。


　楽器が奏かなでるような旋せん律りつではなく、細くしなる棒を振ったような、びょるるるる──という耳みみ障ざわりな音である。


「この『音』が魔ま法ほうです」


　ベトの魔導士たちは胸を張ってそう答えた。


　テントに集まったベト国王をはじめとする将官たちは、最初首をかしげるだけだった。しかしこの魔導士が発した音を魔法植物に近づけると、目には見えない変化が起きた。魔導士によって発見された植物が発する特とく殊しゆな思念波が止まるのだ。


「正確には、この音を出す魔法を開発しました。つまりですな、この音をゾンビに聞かせることによって、その動きを封ふうじることができるのです」


「おお！」


　この事実に将官たちは色めきたった。


「感謝するぞ、皆みなの者」


「礼でしたらビスマルク殿どのに。発見したのは彼ですから」


　謙けん虚きよに一礼する魔導士。事実、この短時間で魔法植物の弱点を発見することは、一いち瞥べつしただけで料理のレシピをそらんじる事より困難だ。


「礼を言われるほどの事じゃねーよ。実際に開発したのはそこの魔導士たちなんだからよ。ま、あとはジルサニアの魔導士の出番だ」


　作戦会議に使う地図の上で、ビスマルクはふんぞり返って座っていた。


「ジルサニアの魔導士がどうかしたのかね？」


　ひとりの将官が質問すると、


「この音の魔法を〝付加エンチヤント〟する。剣や盾たてなんかに付ければ、ゾンビに対して有効だ。いちいち魔導士を使う必要はない」


「だが、今から付加するのか？　時間が少ないぞ」


「少ないがゼロじゃねぇ。最低限、前線で戦うヤツらの武具だけでも付加させる」


「分かった、すぐに指示させる」


　ジルサニア騎き士し団だんを束たばねるアーセージが背後にいた副官バウゼンに目配せするが、すでに彼はテントを出て、魔導士に命令していた。優ゆう秀しゆうすぎる部下に、アーセージは苦笑する。


「ではジルサニアの方々が魔法を付加してくれている間に、我々は突とつ入にゆうするための支し度たくを完かん了りようさせるとするか。アーセージ殿でん下か、この力ちから添ぞえ、必ず無む駄だにはせぬ」


　ベト国王はアーセージに深々と頭を下げた。


「目的は我らも同じです。オウガンの野望を打うち砕くだくためにも、やつらの好きにはさせません」


　アーセージもベト国王の目を見て、強く頷いた。








　ベトの王宮を敵てき陣じん、外のバイディール市を自じ陣じんとするなら、城壁はちょうど国境のようなものだった。


　四階建ての建物ほどの高さがあるその壁かべの上には、現在歩ほ哨しようが何人も立って内側を見張っている。敵は知能のないゾンビなので、高い所にいる歩哨を攻こう撃げきしたりはしない。また、中にいるであろうハチドリも警けい戒かいしていないのか、まったく手を出してこない。


　しかし城壁から中庭に落ちれば最後、ゾンビの餌え食じきになる。


「…………」


　その城壁の上をぐるりと回るように歩いているのは、赤目隊のフェリサ。


　自じ慢まんの長弓を手に、ずっと王宮との距きよ離りを見ている。


　ジルサニア騎士団がこちらに来てから、もう二十周はしただろうか。それでも何が気に入らないのか、フェリサはずっと首をかしげながら地図と王宮を見比べていた。


「おい」


「わっ」


　唐とう突とつに、近くにいた戦士の首根っこを摑つかむフェリサ。


「な、な、なんだ？」


「こん地図。あん城と大きさ違ちがわねぇか？」


「あ、ああ。違うよ。王宮は生命力の強い世界樹でできてるから、よく大きな枝が生えることがあってね。たまに間引いたりしてるんだ」


「むー……」


　頰ほおを膨ふくらませるフェリサ。


「何か探してるのか？」


「……外から地下さ入る道は、どんくらいあんだ？」


「外から？　いや、外からは無理だ。地下墓所に行くには、あの宮きゆう殿でんの階段から下りないとダメだ」


「なるほど」


　戦士が指さした宮殿は、東に建っていた。


　だがフェリサが見ているのは、王宮の西──まったく逆の方向だった。


「ん？」


　さらにそこから視点を動かすと、城壁の外が見えた。


　突入準備が完了したのだろう。ベト軍とジルサニア軍がきっちり整列している。ベト軍の前後をジルサニア軍がはさむ形になっていた。


　先せん陣じんを切るのはジルサニアの武装ゴーレムだ。その巨きよ体たいから繰くり出だす圧力でゾンビを押おし潰つぶしながら進む作戦なのだろう。


　ゴーレム部隊の中に、見知った塗と装そうのゴーレムが立っていた。トーラットの愛機クロトポリカである。


　そのクロトポリカの頭上にジュジュが立っていた。


「みなさん！　覚かく悟ごを決めてください！」


　拡声用の宝石を手に、全軍に呼びかけている。


「オウガンの魔導士が勝つか、我々が勝つか──この戦いくさの勝敗によって、ルテア大陸全体の運命が決まります！　もしも負けたなら、このベトがオウガンの前線基地になってしまいます！　ですが、オウガンは大きな過あやまちを犯しました。それはベトに闘たたかいを挑いどんだことです！　大陸でもっともタフだと言われているベトの生命力を、オウガンに見せつけてください！」


　声を張り上げるジュジュ。いつも静かに語りかける彼女とは違い、情熱的に叫さけんでいる。徹てつ夜やで眠ねむいベトの戦士を叩き起こす意味でも、ジュジュが元気な姿を見せなければならない。


「ジェルメーヌ姫の言う通りだ。ベトの顔に泥どろを塗ぬるような真似まねは、この私が許さぬ。名も無き神のお膝ひざ元もとで暴れたらどうなるか、きっちりと説教してやろうぞ！」


　隣となりのゴーレムにはベト国王が立っていた。


　彼とジュジュの激げき励れいによって、軍団の士気は最高に高まっていた。荘そう厳ごんに語るのではなく、ゴーレムの上から熱く叫ぶことによって、場を盛り上げる。せまくて物ぶつ騒そうな劇場だが、ゴーレムは威い圧あつ感かんという最大の武器をジュジュたちに与あたえてくれた。


「ベトの誇ほこりにかけて！」


「ジルサニア騎士団の名にかけて！」


　両軍が武器を振ふり上げる。


　オウガンという共通の敵、さらに殺しても遺い恨こんのないゾンビという敵だ。同盟国でなくとも簡単に手を組める。ましてやジルサニアとベトは古くからの仲だ。自然と両軍が混じり合うことができる。


「…………」


　城壁の上から盛り上がっている軍団を眺ながめるフェリサ。こちらは静かなものだ。


　ああいうバカ騒さわぎは悪くない。


　普ふ段だんから赤目隊でやっている事だが、フェリサは賑にぎやかな雰ふん囲い気きが大好きだ。


　──以前は、望んだ事すらなかったのに。


「あ、あの、赤目隊のフェリサさんでしょうか？」


　唐突に話しかけられる。顔を面めん紗さで隠かくしている、女性の魔導士だった。


「んだ」


「これをビスマルクさんから預かってきました」


　渡わたされたのは、一本の矢だった。


　鏃やじりの部分が膨らんでおり、角つののような刃はが生えている。


「鏑かぶら矢や……」


「カブラヤって何です？」


　最初にフェリサに話しかけた戦士が尋たずねる。


「オウガンの矢だ。味方に合図さする時に使う。音が出でんだ」


　音によってゾンビの行動を止めると言っていたか。


　この矢もそういう魔法を付加されたものなのだろう。


「それで、言こと伝づてなんですが……その、最初に射って欲しいそうです」


　歯切れが悪くなる魔導士。


「どこにだ？」


「あそこ──王宮の最上階の中です」


　魔導士が指さしたのは、一枚の窓ガラス。


　ベト王宮の最上階に、小さな塔とうのようなものが建っている。けして小さくない窓だが、離はなれた城じよう壁へきから見れば、米こめ粒つぶのようだ。


「分がった」


　短い返事と共に、長弓に番つがえて射る。


「あっ」


　まるで狙ねらいをつけていないように見えるその射法に、ベトの戦士と魔導士が揃そろって声を上げる。ところが矢は耳障りな音を出しながら、魔導士が指した窓に向かってまっすぐ飛んで行った。


　ベト王宮に響ひびく鏑矢の音。


　それが全軍突とつ撃げきの合図だった。




３　緑の月二十八日　剣で石を穿うがち




　もはや戦せん闘とうと思っている者は誰だれ一人ひとりいなかった。


　剣で切きり裂さき、棒で押し潰つぶし、ゴーレムで薙なぎ倒たおしているのに、叫さけび声ひとつあげず、ただ前進するだけの存在を無力化する行こう為いを戦闘とは呼ばない。


　まるで海中でまとわりついた藻もを引きはがすように、ただ命を守るために武器を振る。ゾンビは何も言わずに倒れていく。そんな作業が続いた。


　音を出す魔ま法ほうの効果は絶大で、ジルサニア軍が付加した武器から発せられる音を聞いたゾンビは、たちまち動きを止めて倒れていく。そんなゾンビをうまく一いつ箇か所しよにかき集め、まとめて燃やす。


　最初に突撃した武装ゴーレムによって、中庭はあっという間に占せん拠きよできた。そこに空あき地を作り、ゾンビを燃やす場所を確保したのだ。


　動いているゾンビに火をつけた場合、暴れ回って延焼する恐おそれがあった。しかし動きを止めてしまえば問題はクリアされる。


　無力化したゾンビの破片を次々に運び、火をつけていく。死体の油分が燃焼を助けてくれたおかげで、ゾンビの数は少しずつだが減っていった。


　が、それでもジルサニア・ベト連合軍は劣れつ勢せいだった。


　敵の絶対的な数には、どうしても苦戦を強しいられる。


「進め！　止まるな！」


　ベト軍の戦士が怒ど鳴なる。


「無茶言うな！　これ以上、一歩も進めない！」


　最前線の戦士は、音が出る盾たてを構えたまま一歩も動けずにいる。中庭から王宮に入るすべての入り口で、こんなやりとりが繰り広げられていた。中庭にあって入り口にないものは、多くの人が通れるスペースである。


　音によってゾンビの動きが止まったのはいいが、圧あつ倒とう的てきな数が入り口に集結しているため、両軍とも入れないのだ。いくら人数をかき集めても、逆にどうしようもない。正面入り口は三十人横並びでも入れるほど広く作られているが、それでも溢あふれかえるゾンビを食い止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。それだけ大量のゾンビが中にいるのだ。


「梯はし子ごだ！　梯子もってこい！」


　そこで長さの違う複数の梯子を窓にかけ、上階から侵しん入にゆうを試みた。ベト王宮のすべての窓から音の出る武器を持った人間が入り込む。やはりどの窓から入ってもゾンビで溢れかえっていたが、動きの止まったゾンビを外に放り出し、外で待機している者が焼しよう却きやく場まで運ぶという流れ作業が出来上がっていた。


　さらに上の階にもゾンビはいるが、誰が音の出る鏑かぶら矢やを次々に射ち込んでくれたおかげで、制圧は非常に楽だった。


　王宮内部を知り尽つくしているベト軍と、音の魔法を付加したジルサニア軍、どちらが欠けても苦労したであろう作戦だった。


　だが、もちろんこれで終わったわけではない。


　王宮内のゾンビは制圧できても、その原因を断たたなくては意味がないからだ。








「はぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　凜りんとした声と共に繰り出すのは、猛もう獣じゆうの牙きばのように鋭するどい蹴しゆう撃げき。


　先頭のゾンビの胸板をぶち破り、衝しよう撃げき波はが後方のゾンビをすべて吹ふき飛とばす。ミロクが剣で似たようなことをやったが、斬ざん撃げきと打だ撃げきでは威い力りよくが違ちがう。


　吹き飛ばされたゾンビは壁かべに大きなクレーターを残し、粉々に砕くだけ散ちる。揺ゆれた天てん井じようからパラパラと砂がこぼれ、地下に散布される。


　打──すなわち、前方に反発する力を操るならば、赤目隊のアーニィの右に出る者はいない。


「ふっ！」


　アーニィは前方に跳とび、蹴けりの衝撃波を免まぬかれたゾンビの頭に飛び乗る。


　そこからさらに跳ちよう躍やく。


　壁へき面めんを蹴り、また前方のゾンビの頭を踏ふみ、前へ前へと進んでいく。


「早いなー」


　そんなアーニィの様子を後方で眺めているミロク。


「まるで重さを感じていない。どういう平へい衡こう感かん覚かくをしているんだ？」


　隣で剣を振るヴィジャも感心していた。


　アーニィが放置して跳んでいったせいで、残ったゾンビがすべてミロクとヴィジャに集結している。


　しかしミロクとヴィジャの剣は、千人の軍団に匹ひつ敵てきする。


　ミロクの剣がゾンビを真っ二つに斬きり、ヴィジャの曲刀シミターがゾンビの骨肉を叩たたき潰つぶす。延々とそれを繰くり返かえす。


　ヴィジャの恐れはだいぶ取れていた。


　それでも完全には払ふつ拭しよくできていないようで、ミロクよりワンテンポ遅おくれる時がしばしばあった。敵がゾンビでなければ命取りだっただろうが、今は無事だ。


　ここは地下墓所カタコンベへと繫つながる秘密の通路らしい。本来ならば王族が逃にげるための通路だとヴィジャが言っていたが、ゾンビはどこにでも入り込むようだ。


　一いつ般ぱん客きやくでも入れる地下墓所への階段は、現在ベト軍がゾンビの群れを処理している最中だ。なにしろどちらも人数が多いので、数の押し合いになっている。先頭の戦士が音の魔法でゾンビを止め、そのゾンビを後方に送り、地上の焼却場まで運ぶというのを繰り返しているそうだ。まるで流れ作業をする炭鉱夫である。


　一方、こちらの通路は狭せまいが、赤目隊とヴィジャしかいない。


　戦力は少ないが、その分、進みやすい利点がある。


　幸いなことに、ゾンビは軍隊ではない。指示する者がいない。だから誰だれが脅きよう威いで、どこが劣勢なのか理解できない。


　そのため、本気で攻こう勢せいに転じれば全ぜん滅めつさせるのは容易だった。


「おっ」


　ほわん、と細いゴムを振ったような音がした。


　同時にゾンビがバタバタと倒れる。


　視界が一いつ瞬しゆんで開けた。通路の奥で手を振っているアーニィが見えている。


「やったよー！」


　彼女の近くに置かれているのは、ジルサニア製の魔ま導どう球きゆう。そこから音の魔法が発信されているのだ。これでこの一帯のゾンビは動けない。


　そう、一番確実なやり方がこれだ。


　ゾンビの集中している地点に潜もぐり込み、魔法を行使する。


　ただしこれをやるには、当然だがゾンビの群れに単身で突つっ込こまなければならないため、できる人間が限られているのだ。


　それでも鏑矢を用もちいたり、遠くから魔導球を投とう擲てきしたりと、方法はいくらでもある。地下墓所へ続く全ての道が開通するのは、時間の問題だった。


「急ぐぜ」


　かつん、とヒールの音にミロクが振り返る。


　ジュジュがいた。


「時間がねぇんだ」


　本来なら一番後方にいなければならない人物。


　彼女は倒れたゾンビの上を悠ゆう々ゆうと歩きながら、下へ続く階段を見る。


「このゾンビは全て囮おとりだ。魔導士の狙いは時じ間かん稼かせぎだ」


「これだけ大規模な集団でも囮なのか？」


　剣にまとわりついた植物を払はらい、ミロクが尋ねる。


「こいつらは殺すよりも、邪じや魔まをするのが得意みたいだからな。だけど戦場において時間って、何より重要だろ？」


「……そりゃ、まぁ」


　時間があれば戦いには勝てる。敵より先に攻こう撃げきする時間、敵より先に準備をする時間、敵より多く休む時間、敵の時間を奪うばうための時間。


　敵がとても強い軍で、こちらが予想もしていない計略で攻せめてこようとしても、向こうが軍備を整え、計略の支し度たくが済む前に倒せば勝てるのだ。


　ゾンビたちは武器を持って戦うことはできないが、圧倒的な数でジルサニア・ベト両軍の時間を奪っている。


　その時間で、ハチドリは何をするつもりなのか。


「だから私たちは、その魔導士の作戦が完了する前にブッ叩く。奴やつこさんが予想しているよりもずっと早い時間で地下までたどり着いて、度ど肝ぎも抜ぬいてやるんだ」


「……なるほど」


　ミーヤーが連れて行かれた理由は、ハチドリの計画に必要だったからだ。少なくともその計画が成じよう就じゆされるまで、殺されはしない。


　言いい換かえれば、計画成就の前に辿たどり着つけるなら、彼女は確実に生きている。


「ま、ミーヤーがあのエロい身体からだで魔導士をタラしこんでくれりゃ、もっとゆっくりできるんだけどな」


「オイ！」


　思わずミロクとヴィジャが同時にツッコミを入れた。





　　　　　　　＊





　意識が淀よどんできた。


　しかしここで手を休めるわけにはいかなかった。ミーヤーの両手が触ふれているのは、動脈に直接届く傷。この血を止め、さらに失った血液をどこかで補ほ充じゆうしなければ、この墓はか守もりは死んでしまう。


「血止めをしていなければ、すでに死んでいた。お主ぬし、よう耐たえたな」


　治ち癒ゆ魔ま法ほうをかけながら、ミーヤーは笑いかける。


「へへへ……やり方を教えてくれたのは、ヴィジャですよ。おふたりに感謝します」


　痛みに顔をしかめながら、大おお柄がらな墓守はじっと耐えている。


　皆みんな、死の淵ふちギリギリの所でがんばっている。ここでミーヤーが疲ひ労ろうに負けて倒たおれるわけにはいかないのだ。


「う、美しいな」


　そんなミーヤーの背後に立つハチドリ。


「世辞が必要な状じよう況きようでもなかろう」


　ミーヤーは動脈への傷を塞ふさぐと、顔だけを彼の方へ向ける。


「せ、世辞ではない。お、お前の、か、顔は、美しい」


「……それがどうした」


　ハチドリの言葉は、ただミーヤーを褒ほめるものではない。かといって彼女に欲よく情じようしたり魅み了りようされているわけでもない。


　ハチドリの声には、強きよう烈れつな負ふの感情が込められていた。


「見ろ」


　そう言ってフードを取ったハチドリの顔は、包帯に覆おおわれていた。


「お、俺は、こ、こんな顔だ。き、傷だらけで、み、醜みにくい」


　包帯からはみ出している鼻や目元に、傷は見えないが──


　それでもミーヤーは彼の話に乗った。


「生まれたときからか？」


「そ、そうだ。お、俺は、み、醜いから、ず、ずっと虐しいたげられて、お、親からも、嫌きらわれ、誰も、お、俺を認めなかった。だ、誰も、あ、遊んでくれないから、ず、ずっと、植物とだけ、あ、遊んでいた」


　それがこの男の強さの秘密か。


　植物を操る魔ま法ほうを自ら開発し、その生長に心血を注いできたのだろう。


　ということは──


「お主、ベト人か？」


「そ、そうだ。お、お前の、う、美しさは、ず、ずっと前から、し、知っていた」


　ベトの魔法は治癒と蘇そ生せい。それは人体を治すだけでなく、さまざまな生き物の成長を助けることもできる。


　植物だって例外ではない。荒あれた大地に森を作るのが、ベトの自然の強さだ。おかげで乾かわいた大地でも作物を作ることができた。


「む、昔は、お、お前のことを、ご、誤解していた。く、苦労もせずに、う、美しく、王家の人間だから、か、簡単に『種』を継けい承しようした、と」


「誤解が解とけて何よりじゃ」


「そ、その魔法の、ち、力は──確かに、継承者に、ふ、ふさわしい」


「あのなお主。言っておくが、この美び貌ぼうとて苦労せずに手に入れているわけではないのじゃぞ。日々たゆまぬ努力のおかげで保っておるのじゃ」


「お、俺には、か、関係ない、こ、ことだ」


　嘲ちよう笑しようするハチドリ。


　しかし、気になることもある。


「お主──ベト人で、ここまで強力な魔法を操れるのじゃったら、自分の顔も治せたのではないのか？　さすれば不満のない人生も送れただろうに」


「こ、この顔は、い、戒いましめだ」


　顔の包帯に触れるハチドリ。赤い左目だけがミーヤーを凝ぎよう視ししている。


「お、俺を、今まで、馬ば鹿かにしたヤツを、わ、忘れない、た、ために。我々が、ほ、本ほん懐かいを遂とげたら、そ、その時、は、初めて、治る」


「ふん……願がん掛かけのつもりか」


　ミーヤーがハチドリに向けて手を伸のばした。


　手から緑色の球体が生まれ、そして消えた。


「……？」


　ハチドリがわずかに首をかしげる。


「傷などと噓うそをつきおって。お主の顔は、とっくの昔に治っているじゃろう」


　最初、ミーヤーは彼の傷を治そうとしたのだ。


　ところが魔法を行使する対象を探そうとして、彼の顔に一片の傷もついていない事がわかった。ミーヤーくらいになれば、包帯越ごしの傷など触れなくてもわかる。


「……いいや」


　ハチドリは首を横に振る。


「お、俺のか、顔には、まだ、き、傷がある。が、外傷ではない、い、いくら、治癒魔法をかけても、な、治らない、き、傷だ」


「馬ば鹿か者ものが──妄もう執しゆうに取とり憑つかれおって」


　ミーヤーは墓守の傷を確認する。四人とも危機的状況は脱だつした。あとはじっくりと治癒魔法をかけ続けて治せばよい。


　しかし、その前にこの魔ま導どう士しに言っておかなくてはならない事がある。


「ここまで心が歪ゆがんでしまったのは、お主ひとりのせいとは言わぬ。じゃが──もう少し違ちがう出会い方をしたかったぞ」


「ど、同情ならいらぬ」


「お主の魔法は一流じゃ。妾わらわが認める。その力、ベトのために使っておれば、国を代表する魔導士になっていたであろう。だからこそ、惜おしい」


「お、俺を、み、認めてくれるのか」


「魔法の腕うでだけじゃ。後は三流以下、屑くずにも劣おとる」


「な、なんとでも、言え」


　ハチドリは動じない。


　こういうタイプの男は、信念よりも実力をけなした方が傷つくだろうか。虐げられ、実力のみでのし上がってきた人は、プライドを傷つけられるのを極きよく端たんに嫌うものだが。


「お、俺は、どんなに、さ、蔑さげすまれても、な、慣れている。それに、俺の実力は、お、俺自身が、し、知っている」


「まことに勿もつ体たい無ない。歪まずに生きれば違った人生になったものを」


「ベトの、ま、魔法で、ひ、人を傷つけるのは、き、嫌いか」


「ああ嫌いじゃ。癒いやしの力を何と考える」


「そ、それこそ、ご、傲ごう慢まんな、考えだ。ま、魔法の、可能性を、つ、潰つぶしている」


　話せば話すほど、惜しい男だ。


　ミーヤーと意見は食い違うものの、冷静に考える頭脳を持っている。でもなければ、ここまで大おお掛がかりな作戦など実行できないではないか。


　味方だったら、これほど頼たのもしい存在はいなかっただろう。


　しかし彼は、ベトの敵だ。


「…………」


　ミーヤーは地面に触れる。


　花畑があるはずのそこは、醜しゆう悪あくな床ゆかだった。ゾンビを固めて作った城は、強度は充分だが住みたいとは思えない。


　だが──死体で作ったのならば、治癒魔法が通じる可能性がある。


　ミーヤーは座った姿勢のまま、床に手を差し入れた。患かん者じやの内臓に触れるための魔法で、手を透とう過かさせたのだ。


　手が硬かたいものに触れた。


　人骨だ。おそらくあばら骨。


　先せん端たんは尖とがっており──武器になる。


「お、俺は、ベ、ベトに恨うらみがあるわけではない。た、ただ、世界を、我々のものにするだけだ」


「フン──まるでおとぎ話の魔ま王おうじゃな」


　骨に触れていることを悟さとられないように振ふる舞まう。


「オウガンの皇こう帝ていは、いつから夢想家になったのじゃ」


「ゴ、ゴウトは関係ない」


　一いつ瞬しゆん、ハチドリが背後を向いた。


　その最大のチャンスをミーヤーは見み逃のがさなかった。


「ッ！」


　床の死体から引ひき抜ぬいた骨を構え、ハチドリに突とつ進しんする。腰こしだめに構えた骨は、必殺の剣けんとなって魔導士のローブに刺ささった。


　だが、ハチドリはまったく動かない。


「ば、馬鹿か」





[image: ]


「ぐっ！」


　鋭するどい手刀がミーヤーの骨を叩たたき落とした。


「お、お前は、俺が、ベト人だということを、わ、忘れていたのか？　こ、こんなもので、傷つけたところで、す、すぐに治せる」


「……どうかな」


「!?」


　ミーヤーが刺したのは、ハチドリの脇わき腹ばら。しかし強化の魔法がかけられていたのか、鉄板のように硬かった。針の穴ほどの傷しかつけられない。


　しかし針の穴ほどでも、刺さりさえすればこちらのものだった。


　ハチドリの顔が青ざめる。


「く……」


　細い手の色が、紫むらさき色いろに変色していく。


　身体からだから毒を抜くための魔法を応用したものだ。血液を毒に変える魔法だ。


「お、おのれ……！」


　しかしハチドリもその魔法は知っている。すぐに患かん部ぶに手を当てて傷を塞ふさぎ、体内から毒素を取り除く。それでも内臓へいくらかダメージが通ったらしい、口元をおさえて呻うめいていた。


「どうじゃ、妾の毒は？　痛かろう？　苦しかろう？　身体からだを治せると言っても、苦痛からは逃のがれられまい」


「こ、この、小こ娘むすめ！」


　ハチドリの全身が光ったように見えた。


　正確には至し近きん距きよ離りから放出の魔法を受けたのだ。


　光の粒りゆう子しがミーヤーの全身に浴びせられる。


「……か…………！」


　抗あらがえない強力な力に吹ふき飛とばされた。


　壁に頭を打ち付けるが、痛くても手で押さえることすらできない。


　全身から力が抜けていた。


「し、しまった……！」


　小さなハチドリの声。


　ミーヤーは自分の身に起きたことを確かめようと、腹部に触ふれる。


　真っ赤な血が一気にあふれ出す。


　動脈から流れる血だった。


「ミーヤー様！」


　遠くから墓守たちの声が聞こえる。


　床に広がる自分の血液を、ミーヤーは冷静な気持ちで眺ながめていた。





　　　　　　　＊





　ここが墓地だと言われても、おそらくピンと来ないだろう。たとえ地下墓所に慣れ親しんでいるベト人が見たとしても。


　ベトの地下墓所といえば、一面美しい花に覆おおわれた、やすらぎの場所。墓参りに用がなくても、散策するだけで心が落ち着くという話だ。


　それが、ゾンビの巣になっている。


　一面、ゾンビ、ゾンビ、ゾンビ──


　押おし潰されて肉片だけになったゾンビもいれば、体内の植物が身体を突つき破やぶって樹木のようになったゾンビもいる。


　花びら一枚も見えないほどの圧あつ倒とう的てきな数。それは歩く死者というより、暗くら闇やみに蠢うごめく虫のようだった。


　王宮の敷しき地ちよりも広い、この地下墓所。それを埋うめ尽つくすゾンビとなると、十万を超こえているかもしれない。今までベトで死んだ者の数を考えると、それでも少ない。ほとんどの死体は土の中ですでに養分になったのだろう。


「うぇぇぇ……気持ち悪っ」


　思わずアーニィが顔をしかめる。


　ミロクもジュジュもヴィジャも同じ気持ちだ。


「けど、分かりやすくていいよな」


　ミロクが剣で指したのは、地下墓所の中央に位置する城。


　遠目でもわかる。あの醜悪な形の城が。


「死者に、なんてことを……！」


　柄つかを握にぎり締しめて怒おこるヴィジャ。


「怒ってるヒマなんかねーぞ。とっととあの城だか砦とりでだかに乗り込んで、ミーヤーを助け出す。ついでに魔導士もブチのめす」


　一番後ろで腕を組んでいるジュジュ。


　大きな口を叩いているが、はたして四人で行けるのかとミロクは思う。気合は充分なのだが、数万のゾンビ相手となると、勝敗より時間のロスが気になる。


　しかしトーラットは地上でゾンビの制圧をしているし、フェリサはどこに行ったのかわからない。ディアートは別行動をとっている。


　ビスマルクは魔ま法ほうの開発をしていると言っていたが──


「おー、思ったより早かったなお前ら」


　ちょうどそのタイミングでビスマルクがやってきた。


「隊長！」


　声の主を探すが、いたのはウサギではなく巨きよ大だいな荷に袋ぶくろだった。


「なんです、それ？」


　荷袋の中には、何か硬いものが入っているようだ。


「さっきまで用意させてたんだ。魔導球な」


　ひとつを取り出して見せるビスマルク。どうやらいつも使っている爆ばく発はつするヤツとも、さっきアーニィが使っていた音の魔法のヤツとも違うようだ。


「原理は音の魔法のと一いつ緒しよなんだけどな。威い力りよくが段だん違ちがいだし、うっせぇ音も出ない。こいつを地下墓所にいくつか仕し掛かければ、ゾンビのほとんどを無力化できるぜ」


「おぉー」


　全員が感かん嘆たんの声を出す。


　そして、次に互たがいの顔を見る。


　皆みんな、「で、誰だれが仕掛けるの？」と訊きたそうな表情をしていた。


「心配すんなって。俺がやる」


「隊長が？」


「お前らはミーヤーを助けるんだろ。雑用は俺に任せて、もっと疲つかれる仕事してこい」


　そう言って、ビスマルクは魔導球をその場に置いて起動させた。


　まるで水に油を一いつ滴てき垂らしたように、さぁっ、と音波が広がる。地下墓所の階段付近にいたゾンビたちが、ドミノ倒だおしのように倒れていく。


「行こう」


　先せん陣じんはヴィジャが切った。


　しかしビスマルクの魔導球は本当に強力で、見える範はん囲いのゾンビは全すべて倒れている。むしろ倒れたゾンビの上を走る方が困難だった。


　死者の上を走るというより、鬱うつ蒼そうとした森の木の根につまずいて転ばないように走っている感覚だ。硬くてゴツゴツとした魔法植物にジュジュがつまずかないか、ミロクはちらちらと背後を見ながら進む。


　ジュジュはゆっくりと歩いていた。


　ゾンビの山を踏ふみ越こえて、悠ゆう々ゆうと進んでいる。


　魔導球の効果は一定の範囲で切れるようだ。その範囲は肉眼で分かる。適当に歩いているゾンビが魔法の効果範囲に入ると、その場でバタバタと倒れるので、魔法の範囲ギリギリに倒れたゾンビが山のように積まれているのだ。


「ミロク、お願い！」


「ああ！」


　アーニィに頼たのまれて、鈴すずの剣を構える。


　ゾンビの山を吹き飛ばし、ハチドリの待っている城まで走る──そう思っていたのだが、予想外の敵が待っていた。


「わぁああああっ!?」


　積まれたゾンビの山が、何もしていないのに吹き飛んだ。


　砂じや利りを蹴けり飛ばしたかのように、バラバラに宙を舞まうゾンビ。ビスマルクが何か爆ばく発はつ物ぶつを使ったのかと思ったが、そうではなかった。


　ゾンビの群れを押し潰つぶすように、前方から巨大な敵が迫せまっていた。


　それは、いわゆるゾンビであった。


　ただし大きさが普ふ通つうではない。成人男性の三倍の高さと幅はば──つまり、ジルサニアの武装ゴーレムと同じくらいの大きさだった。


「アイツっ……！」


　ゾンビをつなぎ合わせて作っている。


　それも手足などのパーツを組み合わせているのではない。死者を肉にく塊かいにして、粘ねん土ど細ざい工くのように混ぜ合わせたようだ。ありえない箇か所しよから、ありえない身体のパーツが見える。全身に浮うかび上がる死者の顔は、すでに蠟ろう化かしていた。


「どこまで死者を弄もてあそべば気が済むんだ！」


「怒るなミロク」


　背後からジュジュの声。


「怒いかりは溜ためろ。私たちは、その死者の山を踏み越えてここまで来てるんだ。彼らを助ける意味でも、ここは黙だまって押し殺せ」


「……ジュジュ！」


　冷静に喋しやべっているように見えるが、ジュジュも相当怒っているのが分かる。


　そんな彼女を差し置いて、自分ひとりが暴走するわけにもいくまい。


「よし、じゃあ速そつ攻こうでアイツを倒して──」


　剣けんを構えようとするミロクだったが、


「ミロク。私が言ったこと忘れたのか？　ミーヤーがいる、あの城に向かって進めと言ったんだぞ」


「つったって、あれどーすんだよ！」


　ジュジュの無茶な要求に振ふり向むくが、


「あたしがやる」


　すでにゾンビゴーレムの前にアーニィが立ちはだかっていた。


　アミュレットをクルクル回して、自分の脚あしに巻きつける。小さな光がアミュレットからアーニィの両りよう脚あしに宿り、そして消えた。


「アーニィ、ひとりで？」


「うん」


　彼女は料理でもするかのように気楽に答えた。


「デカくたって、要は人体と同じカタチしてるんだから、人体と同じやり方で壊こわせるでしょ」


「ま、それもそうか」


　ミロクも深く考えずに納得してしまった。


　なぜだろう。アーニィが戦うと聞いて、少し安心している自分がいることに気づく。


　それは純じゆん粋すいに、アーニィがミロクより強いからだ。


　千もの軍勢をたったひとりで相手にすることができるミロクでも、一対一で戦うとアーニィにはかなわない。剣と拳こぶしというハンデがあるはずなのに、ある条件下ではアーニィが赤目隊で最強の騎き士しになる。


　その条件が何なのか、ミロクにはよく分かっていない。ヴィジャと自分の力の差は明確に理解できるのだが、アーニィの強さはあやふやな部分があるのだ。


「じゃ、頼むぜアーニィ」


「うん、任せて！」


　鈴の剣を担かつぐと、ミロクはゾンビゴーレムに向かって走り出す。それに反応したゾンビゴーレムが足を上げて蹴り飛ばそうとする。


「ふっ！」


　ミロクの後ろにいたはずなのに、アーニィが前方を跳とんでいた。足を上げたゾンビゴーレムの軸じく足あしを、思い切り蹴りつけた。


　ジルサニア王宮の柱よりも太いゾンビゴーレムの足がふらつき、バランスを崩くずして地下墓所に倒れこんだ。ゾンビの肉片と、潰つぶれた花が風圧で飛び散る。


「頼んだぜっ！」


　倒れたゾンビゴーレムの脇わきを走り抜けるミロク。


「すまん、恩に着る！」


　その後ろをついてくるヴィジャ。


　もう敵の城は目と鼻の先にある。


　考える必要はない。


　ハチドリを倒し、ミーヤーを救い出す。


　ベトを助けるのだ。








「さて、と」


　ミロクとヴィジャを見送ってから、アーニィは背せ伸のびをする。手足の骨を鳴らして、首を回す。ゾンビゴーレムは身を起こそうと、震ふるえながら体勢を立て直している。その震しん動どうで真下にいるゾンビが潰されている。


「しっかし急だよねー。こないだお祭りでジュジュの暗殺未遂騒さわぎがあったばかりだっていうのに、もう別の事件が起きるし。しかもあたしたちが両方出で張ばってるし」


「トーラットが怪け我がしなけりゃ、今いま頃ごろどうなってたかな」


　アーニィの隣となりに立つジュジュ。


「下手へたすりゃ、ベト完全に制圧されてたかもね……ほいじゃジュジュ、邪じや魔まだからどっか行ってて」


「へいへい、あいつら追いかけるよ」


　主君と部下の会話とは思えぬやりとりだ。


「気をつけてねー」


「そっちもなー」


　立ち上がるゾンビゴーレムの脇をすり抜けて、ジュジュは悠々と歩く。先ほどから走ったりはせず、余よ裕ゆうを持って城に近づいていた。


　一方、ジュジュのすぐ近くで起き上がったゾンビゴーレムは、アーニィの方を向いていた。他に人はたくさんいるのに、なぜかアーニィだけ見えているかのようだ。


「意思があるみたいだね。なんか特とく殊しゆな魔法かけられてんのかな」


　見れば分かるが、ゾンビゴーレムは特別な存在だ。


　おそらくゴーレムを動かす魔ま法ほうと同じものをかけて制せい御ぎよしないといけないのだろう。こんなデカブツが無む秩ちつ序じよに歩いたら、大だい惨さん事じになる。


「たいちょー！　いるー!?」


　姿が見えないので、大声で呼んでみる。


「なんだよ」


　返事は真下からした。


「わっ、そこにいたの！」


　足元にいたビスマルクを踏まないように、横にステップする。


「ねーねー隊長、あれさー、魔法で止められないの？」


「試みてるんだけどな。どーも無理っぽいわ」


　ビスマルクの手には魔導球が握にぎられている。例のゾンビを止める魔法の音を出すと言われているものだ。


「てことは、あのゾンビゴーレムは植物関係ないのかな」


「だな。てことで、あとよろしくな。俺ぁ、残りのゾンビ止めてくるからよ。やばくなったら、俺かディアートを呼べ」


「ディアート、どこにいるの？」


「詳くわしくは知らないが、近くだ」


「ふーん」


　呼んだところで、役に立つとは思えないが。本人も言っている通り、逃にげのエキスパートなのだとしたら、まだ彼の出番はない。


「じゃ任せたぜ。二代目」


　魔導球を持って、ビスマルクは走り去る。


　残るはアーニィとゾンビゴーレム、そして潰れたゾンビのみ。


「……うっし、気合いれますか！」


　拳を握り、半はん身みに構える。


　ゾンビゴーレムはアーニィをじっと見ている。頭であろう部分には目も鼻もないが、アーニィを見ているのが分かる。


　おそらく、魔法だろう。侵しん入にゆう者しやは撃げき退たいしろとか、攻こう撃げきしてきた者を倒たおせとか、そういう命令がインプットされているのだ。そしてあのゾンビゴーレムに蹴りを食らわせたのはアーニィだけ。


「……！」


　暗くなった、と感じた時には跳ちよう躍やくしていた。


　遠近感が狂くるっていたせいで目測を誤った。人の四十歩くらいの距きよ離りを、あの巨きよ体たいがたった一いつ瞬しゆんで詰つめてきたのだ。身体をぶつけるだけでも、人間にとっては恐おそろしい凶器になる。


　大きな木箱ほどもある足が生み出した加速と蹴けりは、アーニィの立っていた地面をプリンのように容易たやすく抉えぐり取った。


「うわっ、危なっ！」


　間かん一いつ髪ぱつだった。


　ジルサニアのゴーレムと同じくらいのサイズだからといって、スピードまで同じとは限らない。


　真横に避よけたアーニィに向かって、ゾンビゴーレムがくるりと振り返る。


「にしても、人間くさい動きするなー」


　ジルサニアのゴーレムとの違ちがいは、おそらく筋肉の有無だ。


　粘土細工に魔法を付加して動かすゴーレムとは違い、あのゾンビゴーレムには筋肉や腱けんがある。だからあの瞬しゆん発ぱつ力りよくが出せるのだ。敵はベトの治ち癒ゆ魔ま法ほうを司つかさどる秘宝である「種」を奪うばった。ということは、治癒魔法──ひいては人体にも詳しいのだろう。


「ゴーレムじゃなく、大きな人間相手と思った方がいいね」


　人間相手なら、使える技わざがたくさんある。


　突とつ進しんしてきたゾンビゴーレムは、アーニィとの距離を正確に測っているらしい。次の突進では、同時に拳を振り上げて、腰こしをひねっている。


　風が吹ふいた。


　ゾンビゴーレムの渾こん身しんのストレートが空くうを切ると、衝しよう撃げき波はが生じ、次に風が割れるような音がした。


　その次に聞こえたのは、大地を揺ゆるがす音。


「はぁぁあああああっ！」


　アーニィが全力で踏ふみ込んだ。


　下にいたゾンビの胴どう体たいをぶち抜くほど強力な震しん脚きやくが、彼女の身体に力を与あたえる。


　巨きよ大だいなゾンビゴーレムのパンチに合わせて、アーニィは手と足を繰くり出だした。彼女の震脚と同時に、数倍の大きさを持つゾンビゴーレムが空を飛んだ。パンチの威い力りよくを殺さずに、アーニィが投げ飛ばしたのである。


「だぁぁあああああっ！」


　宙を舞まうゾンビを追いかけるように、アーニィが跳んだ。


　投げ飛ばしたゾンビゴーレムが落下するよりも早く、丸太よりも太いゾンビゴーレムの腕うでに抱だきつき、関節を極きめる。通常は片かた腕うででもできる動作なのに、今は全身を使わないと肘ひじすら極められない。


　しかし、極まった。


　このまま落下すれば、ゾンビゴーレムの左腕は確実に折れる。ゴーレムではなく、骨も筋肉もある身体なのだから、関節を攻撃するのが一番確実だ。


　が、そううまくはいかない。


「うえ、ナニコレ!?」


　アーニィが組みついたゾンビゴーレムの腕から、触しよく手しゆのようなものが生えてきた。緑色の植物がアーニィの腕に絡からみつこうとしている。


「キモッ！　はなせっ！」


　謎なぞの触手を振ふりほどくが、その時にはゾンビゴーレムの身体は地面に落下していた。アーニィも一いつ緒しよになって落ちるが、転がったゾンビゴーレムに潰されないようにすぐに離り脱だつする。


　離はなれてからもう一度ゾンビゴーレムを見ると、触手はゾンビゴーレムの左腕にシュルシュルと戻もどっていった。おそらくゾンビゴーレムの細かい動きを手助けするための器官か。戦せん闘とう時にはこうやって助けてくれるというわけか。


「──キモいから逃げたいけど、そうもいかないよね」


　あのゾンビゴーレムには死体が使われている。生前は自分の身体がこんな事に使われるなんて、誰だれも思わなかっただろう。


　そんな人たちの無念を晴らすためにも、手加減はしない。


　──息を吸う。


　呼吸を整えて、上を見る。





[image: ]


　地下墓所の天てん井じようまでは遠く、照明も少ない。早朝なのに、まるで夜空だ。


　死体だらけのこの墓場で、どう泳ぐか。


　──いやいや、どう泳ぐかなんて、魚は考えない。


　心の赴おもむくままに動く。


　それが母から受うけ継ついだ拳けん法ぽうと二つ名だ。


「聞こえないとは思うけど──二代目〝踊魚タツプフイツシユ〟、正々堂々参ります」


　周囲に散った花が舞うほどの、震脚。


　先ほどのゴーレムの突進よりも速く、アーニィはまっすぐ走り出した。





　　　　　　　＊





　ミーヤーが、いた。


　気持ちの悪いドーム状の城に入ると、そこに数人の男に囲まれたミーヤーが見えた。彼女は倒れており、男たちはそれを必死で治ち療りようしているようだ。


　ミロクはすぐに現状を理解する。


　倒れて血を流しているミーヤー。


　それを治療しているのは、おそらく魔導士が言っていた、傷ついた墓はか守もり。ミーヤーが彼らを治療した後で、彼女自身が怪我をしたのだろう。


　そして、その奥に立っているハチドリ。


　加害者と被ひ害がい者しや、すべてが揃そろっている。


　何をすべきか理解したミロク。


　まず、全力でヴィジャを止めた。


「おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおっ!!」


　ヴィジャの踏み込みよりも早く動き、曲刀の腹を鈴すずの剣けんで受け止める。


「よせヴィジャ！」


「ミロク！　なぜ邪魔をする！」


「闇やみ雲くもに斬きりかかっても負ける！」


　ディアートの受け売りだが、ミロクも今は理解できる。何をしてくるか分からない魔導士の恐きよう怖ふは、どうしても剣を遅おそくする。


「知った──ことかぁっ！」


　ミロクを押しのけて、ヴィジャがハチドリに向かって走った。


「くそっ！」


　ひとりで行かせたら殺される。


　そう感じたミロクはヴィジャの後を追う。


「き、来たか」


　ハチドリはその場に立ったまま、冷静にヴィジャを見る。


「おぉおおおおおおおおっ！」


　ヴィジャの踏み込みは、今までに見た中で最も速かった。ワンテンポ遅おくれたミロクだったが、その一瞬でヴィジャの剣はハチドリを袈け裟さ懸がけに斬っていた。相手との距離は十歩以上も離れていたのに。


　必殺の剣は、ハチドリの左ひだり肩かたから腰まで切きり裂さいた。


「え……？」


　拍手抜けするほど簡単に切れた。


　肩から真っ赤な鮮せん血けつが噴ふき出す。


　血が周囲に飛び散り、死体で作られた城の壁かべにべっとりと張り付いた。鉄分を含ふくんだ臭しゆう気きがあたりに漂ただよう。


「わ、悪くない、剣だ」


　腰まで斬られたまま、ハチドリが笑った。


「な……！」


　傷口が瞬またたく間まに塞ふさがっていく。


　幻げん覚かくを見ているのかと思ったが、そうではない。ハチドリはヴィジャに確かに斬られ、それを一瞬で治ち癒ゆしたのである。


　自分の胴体にヴィジャの曲刀を埋うめ込んだまま。


「くそっ！　抜ぬけな──」


「ざ、残念、だ、だったな」


　ハチドリの手がヴィジャに向かって伸のびる。


　ローブの袖そでから、数本の触手のようなものが突つき出し、ヴィジャの胴体に刺ささった。


「ぐぁああっ！」


　刺された、と思った瞬しゆん間かん、ミロクは飛び出す。


「……ッ！」


　ハチドリに肉にく薄はくし、大きく剣を振る。顔面を狙ねらったその剣を、ハチドリはギリギリで避けた。


　その一瞬で、ヴィジャは倒たおれそうになった身体からだを立て直し、真横に跳とんだ。ゴロゴロと無む造ぞう作さに転がって、ハチドリと距離を取る。


　ミロクもハチドリを追つい撃げきしたりはせず、後ろに下がった。ついでにハチドリの腹からヴィジャの曲刀を抜く。相手の腹筋が緩ゆるんでいたせいか、簡単に抜けた。


「すまん、助かった！」


「ああ！」


　片かた膝ひざをついているが、ヴィジャは元気だ。胴体を触手のようなものに貫つらぬかれていたが、自らの治癒魔法で治している。ミロクが投げた曲刀を受け取ると、それを掲かかげて感謝の意を表した。


　特に何も言わなかったが、ミロクの思おも惑わくを理解してくれて助かった。ヴィジャ相手だと、連れん携けいもやりやすくて助かる。


　赤目隊の連中は強くて行動が分かりやすいが、思考回路がミロクの遥はるか上を行っているので、動きを合わせるのは難しいのだ。同じ脳筋のアーニィとは非常に良いコンビネーションができるのだが。


　そしてミロクが剣の一ひと振ふりで作った時間は、他の人間も助けていた。


「おお、これは──」


　集まっている墓守たちが驚おどろいた声をあげる。


　何事かと思えば、彼らの中心にジュジュがいた。


「これで、治癒魔法の効果も高まると思うぜ」


　ジュジュがミーヤーの首に、アミュレットを巻いていた。


　あれは先ほどアーニィも使っていた、特別なものだ。


　なにしろあれはジルサニアの防ぼう御ぎよ魔法とベトの治癒魔法を付加した特別製だ。防御に使えるだけでなく、傷の治りも早くなる。


「そのアミュレットは──」


　小さな声のミーヤー。


「ああ、そうだ。お前の治癒魔法が入ってる。自分の魔法なんだから、ちったぁ信じろミーヤー」


「ジュジュ……」


　ミーヤーは目に涙なみだを浮うかべている。


　顔を横に向け、愛いとしい人の姿を探す。


「俺はここだ」


　ヴィジャはミーヤーを見ていなかった。


　彼女を守るように、ハチドリをしっかりと見て背中を向けている。


「ヴィジャ……待ってたよ」


「すまない、遅くなった」


「珍めずらしいよね……ヴィジャが遅れるなんて……」


「もう喋しやべるな。傷を治すことに専念しろ。出血がひどい」


「ん……」


　背中で語るヴィジャの声は優しかった。本当はハチドリに対して最上級の殺意を抱いだいているはずなのに、ミーヤーを怖こわがらせないために優しい声をかけたのだ。


　どれだけ彼女のことを想おもっているのか、ミロクにも伝わった。


「ミロクも……ありがとね」


「礼ならあとでたっぷり聞きます。まずは──」


　鈴の剣を上げ、切っ先を向けた。


　悠ゆう然ぜんと立っている、敵に。


　ヴィジャも同じように、剣を掲げる。


　目的はひとつだ。彼らだけではない、このベト王宮に集まっているジルサニア・ベト連合軍の全員が同じ想いを抱いている。





「こいつを、倒す」





　数万の手下を従え、数千の敵を相手にした魔導士。


　彼──ハチドリは、まったく動じていない。


「や、やれるもの、か」


「やるさ」


　答えたのはジュジュ。


「むしろ、お前に何ができるんだ？　ええ、チンケな魔導士さんよ」


「なに……？」


　ミロクとヴィジャを押しのけて、ジュジュは前に出る。


「何もできないから、ベトの『種』を奪うばったんだろ？」


「そ、それは、そうだ。お、俺ひとりの、ち、力では、まだ未熟──だ、だが、『種』が、お、俺の手に、わ、渡わたった以上、な、なにも──」


「それで、奪った『種』で何をしたんだお前は？」


「ば、馬ば鹿かなのか、お、お前は」


　ハチドリは両手を広げる。


　彼の周囲には壁。


　死体を寄せ集めて作った、この世でもっとも醜みにくい城。


「こ、この軍団が、目に入らない、のか」


「軍団だとぉ？」


　小指で耳をホジるジュジュ。


　あからさまな挑ちよう発はつにハチドリの声が徐じよ々じよに低くなる。


「わ、我々は、せ、世界最強の、ぐ、軍団になる。ち、忠実に、め、命令を聞く、恐怖もない、い、いくらでも、つ、作れる、最強の」


「どこが最強だよ。笑わせんな」


　嘲ちよう笑しようするジュジュに、ハチドリの言葉が止まった。


「それで全部じゃないだろ？　『種』の力があれば、もっと凄すごいことできるんだろ？　だけどお前はできない。ミーヤーから方法を聞かない限り──その時点で、すでに二流じゃねーか」


「……！」


「本物の魔導士だったら、人に教えてもらわなくても自分で『種』の使い方くらいわかるだろーが。ああ、そうか、この軍団で精せい一いつ杯ぱいなのかオマエの実力は」


「き、貴様……！」


「怒おこったか？　だったら殺してみろよ、その軍団とやらで」


　ジュジュは親指を自分の心臓にあてる。


　いつでも待っているというサインだ。


「いいか魔導士。私は、ここまで歩いて来た。あれだけの死体が溢あふれている王宮を、こいつらに守られながら、気持ちよく歩いたんだぜ？　私はなにもしていない──分かるか？　オマエが言うところの最強の軍団は、こんな小娘ひとり殺せないんだよ！」


「こ、こ、この──」


　ハチドリの全身から光が見える。


　何かの魔法を溜ためているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


「こ、この、女ぁ！」


　ハチドリの身体が爆ばく発はつしたように見えた。実際にはハチドリが魔法を使ったのだ。強きよう烈れつな衝しよう撃げきを伴ともなった光線が、ジュジュめがけて飛んでいく。


　まともに食らえば即そく死ししたであろう光線は、ミロクが受け流した。魔ま力りよくが付加されている鈴すずの剣けんで叩たたくようにして、光線の軌き道どうを変えたのだ。


　衝撃でミロクとジュジュの身体が吹ふき飛とぶ。


　光線は城の壁かべに当たり、穴を開けた。


「ジュジュ！　もう下がってろ！」


「はいよっ」


　挑発はこのくらいでいいだろう。


「ったく、毒どく舌ぜつは大陸一だな……！」


「フン。自分で毒舌だなんて自負するようなヤツは、まだまだ修行が足りねーよ」


　ジュジュはただストレス解消のために罵ののしったのではない。


　ミーヤーを治す時間を稼かせぐためと、魔導士の集中を乱すためだ。とは言うものの、この口の悪さは才能と言っても良いだろう。


　それによってどのくらい魔法の精度が落ちるのかは分からない。ミロクの経験としては、以前トーラットがポットの補強のために魔法をかけているところに、ジュジュがうっかり熱いお茶を零こぼしたことがあった。幸い惨さん事じと呼べるほどの事件にはならなかったが、集中が乱れたせいで、陶とう器きのポットはどれほど熱い湯を入れても瞬しゆん時じに水になってしまう道具になってしまった。


　ハチドリの集中力がどれほどあるのか知らないが、それを乱すことは魔導士と戦う時に最重要課題になるだろう。


　それは魔導士だけではなく、剣けん士しも同様。


　集中を乱せば、スキができる。


「はぁぁぁあああああっ!!」


　ハチドリが光線を放ったスキに、ヴィジャが回り込んでいた。魔法を撃うつために伸のばした右みぎ腕うでを切断する。


　それで終わりだとは誰だれも思っていない。


「ゆ、許さぬ……！」


　ハチドリの左手が伸びると、床ゆかに転がった右腕が磁石のように浮き上がり、傷口にくっついた。大量の血を流しているのに、フラついた様子もない。


「し、死ね」


　言葉と同時に、五体のゾンビが出現した。城の壁へき面めんから剝はがれ落ちてきたのだ。


「ミーヤーを守れ！」


　ジュジュが命じると、それまでミーヤーを治ち療りようしていた墓守たちが立ち上がる。その手には何も持っていないが、ミーヤーとジュジュを守ろうとする意思は感じ取れる。


　五体のゾンビはまっすぐにジュジュを狙ねらってきた。


「ジュジュ！」


　一番近くにいたゾンビを一ひと太刀たちで斬きると、ミロクはジュジュを守るために走り出す。


「おっと、そう簡単に私は殺せねーぞ」


　ジュジュの左手が光った。


　そうだ、あの左手はジルサニアの付加魔法の技術が詰つめ込まれた「宝ほう物もつ庫こ」なのだ。そこから出るのは、数々の伝説を持つ宝ほう剣けん。ミロクの鈴の剣だって、そのうちのひとつにすぎない。


「よっ、と」


　ジュジュが左手から取り出したのは、細身のサーベル。


　護身用の剣のつもりだろうか。


「無茶だジュジュ！」


　ミロクは怒ど鳴なる。


「お前、トーラットと一いつ緒しよじゃなけりゃ戦えないって聞いたぞ！」


　そう、彼女の護身術はトーラットと組まないと発揮されない。逆に言えば〝左手マインゴーシユ〟の異い名みようを持つトーラットが側そばにいれば、そうそうやられることはない。


「私だけじゃねーだろ。戦力は他にもいる」


　ジュジュは墓守たちを見る。


　先ほどまでケガをしていたせいか、全員顔色が悪い。しかしミーヤーを守ろうとする熱意だけは伝わってくる。


　ジュジュの左手がまた光った。


「また……剣？」


　どういうことか分からず、ミロクは首を傾かしげる。


　何故かと言うと、ジュジュの左手と契けい約やくした騎き士しはミロクだけだ。彼女の左手を鞘さやとし、宝剣を振ふるうことを許された、ただひとりの騎士ということになる。


　つまりジュジュの剣を使えるのは、持ち主であるジュジュを除けばミロクだけ。


　他者が使っても、何も切れないただの鉄の塊かたまりになるだけなのだ。


「武器をやる。だから皆みんな、私とミーヤーを守れよ」


　そう言ってジュジュの左手から何かがボトボトと落ちてくる──





　まず最初に、鉄アレイ。





　ミロクもヴィジャも墓守も、ハチドリでさえ、動きが止まった。


「よっ、ほっ、もう一個っ」


　ジュジュが左手を振るたびに、竹刀しないやら鋼鉄の小こ手てやら岩やらシャベルやら看板やらが出てくる。ガラクタばかりの武器は、床に小さな山を作った。


「ジェルメーヌ姫ひめ……？」


「あれ、引っかかった。くそっ、出て来いっ」


　小手は見覚えがある。呪のろわれた品だから使用を厳禁されたものだ。あの事件の時も、ベトが関かかわったのだったか。


「さ、どれでも好きなものを選べ。あ、この事は他言無用だからな」


　一番近くに置かれた看板を蹴けるジュジュ。ご丁てい寧ねいにもその看板には「ご自由にお使いください」と書かれてあった。


「お前、ジルサニアの秘宝に何入れてんだよ!?」


　ジュジュに詰め寄るミロクだが、彼女は特に悪びれた様子もなく、


「こんなこともあろうかと入れておいたんだよ」


　彼女の言うとおり、丸まる腰ごしだった墓守たちはシャベルや鉄アレイなどを手にしている。少なくとも素す手でよりはマシだ。


「うおおおおおおおっ！」


　ハチドリが生み出したゾンビに向かって立ち向かっていく墓守たち。重い武器を使っているせいか、四体のゾンビはあっさりと砕くだけ散ちった。


「いける！　これなら……！」


「ありがとうございます、ジェルメーヌ姫！」


　墓守たちは倒たおれたミーヤーの周囲に陣じん取どりながら、武器を構える。


　不ぶ恰かつ好こうだが、今の彼らにとっては何よりもありがたい救いの手だったのだろう。


「ミロク。私とミーヤーの事は心配するな」


　ジュジュが左手を見せる。


「その気になりゃ、ひとり身を守るくらいはできるんだぜ」


　これだけの物品が入っているのだ。護身用の道具はまだまだ収納されているに違ちがいない。


「わかった。みんなのこと、よろしくな」


　ミロクは振り返る。


　ハチドリは何をするでもなく、その場に立っていた。


「そ、その、左手――ジルサニアのほ、『宝物庫』……た、『種』と一緒に持ち帰れば、お、俺の、お、大おお手て柄がら、だ」


　そのためにはミロクとヴィジャを排はい除じよしなければならない。そのくらいはハチドリも理解しているだろう。


「やってみろ」


　答えたのはミロクではなかった。


　ハチドリが振り向き、声の主──ヴィジャに向けて光線を放つ。あれはエルガンディアの放出魔ま法ほうだ。


　しかし手を伸ばして放とうとした魔法は、また外れた。


　ヴィジャがハチドリの肩かたを斬ったのだ。肩から足まで真一文字に割られたハチドリは、それでも光線を放つ。狙いが逸それた光線は壁に当たった。


「うおおおおおおおおおおっ！」


　そのチャンスをミロクも見み逃のがさない。たった一いつ瞬しゆんでジュジュの側からハチドリまで接近し、無防備になった胴どう体たいを斬り付ける。


　鈴の剣が鳴るたびに、ハチドリの身体からだが分断される。胴を斬られ、脚あしを切られ、腕うでを斬られ、それに見合った量の血が噴ふん出しゆつする。


「む、無む駄だだ」


　ハチドリが笑う。


　その言葉を発するたった一瞬で、斬られた箇か所しよが元通りになっていた。淡あわい緑色の光がハチドリの全身から浮うかび上がる。その治ち癒ゆ魔ま法ほうの効果は、ミーヤーに迫せまるものがあった。何度も斬られてローブはズタズタだったが、肉体には傷ひとつ残っていない。


「おおおおおおおおおおおおおおっ！」


　それでもミロクは斬ることを止やめない。


　治るたびに斬りつけ、そのたびに治される。


「はぁぁああああああああああああっ！」


　ヴィジャも同じだった。斬るというより、叩たたき潰つぶすと表現できそうな迫はく力りよくで曲刀を振り下ろす。刃やいばがハチドリの首をはねても、死ぬことはなかった。


「こ、来い。な、何度でも斬られてやる」


　ハチドリが黙だまって斬られる理由も、ミロクはなんとなく理解している。


　ミロクもヴィジャも、剣士だ。斬れば死ぬことを知っているし、相手より早く殺すことを目的とした技術を学んでいる。


　そんな剣士に、いくら斬っても死なない相手がいることをわからせるのだ。


　疲ひ労ろうし、剣は折れ、それでも倒れない相手に対する絶望。


　それを植えつけてから、なぶり殺しにするつもりなのだ。


「いいぜ──」


「フン──」


　ミロクもヴィジャも、その挑ちよう発はつに乗る。


　ふたりは剣士であると同時に、守り手でもある。


　主君を守るためなら、いくらでも強くなれる。その強さをハチドリに植えつけてから、全力で斬り殺す。


「ヴィジャ……」


　床に横たわったまま、愛する人の名を呼ぶミーヤーの声。


　ふたりのためにも、柄を握にぎる手に力が籠こもる。


　──俺たちで、守るんだ。


　ミロクは全力で吼ほえた。


　獲え物ものを狩かる、一いつ匹ぴきの獣けもののように。




４　緑の月二十九日　劫ごう火かをも恐れず




　ゾンビには武器を使う知能もなければ、生者を食おうとする欲よつ求きゆうもない。ハチドリが最強の軍団と称しようした、その最強の攻こう撃げき方法とは──数による圧力。


　とにかく圧あつ倒とう的てきな数による質量で押おし潰つぶす。津つ波なみのように、どこまでも途と切ぎれない物理的な力が永遠に押し寄せる。


　当然だが、考える力のないゾンビだ。自分たちの圧力によって最前列のゾンビは潰れる。しかしゾンビは湧わき水みずのように後から後から際限なく出てくる。たまたま入り込みやすかったのか、ベト王宮の一区画など、潰れたゾンビの残ざん骸がいだけで埋うめ尽つくされている。水道にゴミが詰まったような状じよう況きようで、物理的に封ふう鎖さされているのだ。


　そんな攻撃を仕し掛かけてくるゾンビを、もっとも苦手とするのは誰だれか。


　それは小さな者だ。


　身体が小さければ、力もない。ゾンビに潰されやすくなる。それはどれだけ魔法で補っても限界が来る。


「まぁ、俺ほど小さけりゃ問題ないけどな」


　一人呟つぶやきながら、地下墓所を跳とび回るビスマルク。


　普ふ通つうに走れば確実に踏ふみ潰されるが、彼は墓地をさまようゾンビたちの頭を足場にしている。生者なら怒おこられる行こう為いでも、ゾンビなら関係ない。


「しっかし、広いなこりゃ」


　ビスマルクが目め指ざしているのは、地下墓所の隅すみ。といっても、四隅全て回るわけではない。東とう端たんと西せい端たんの二箇所だけだ。この地下墓所、バイディール市の四分の一ほどの広さがある。そんな場所の端はしから端まで、短時間に徒歩だけで行けるものではない。


　ビスマルクが担当するのは、東端。もう片方の西端にはディアートを行かせている。


　彼は新入りだが、魔導器の扱あつかいはズバ抜ぬけていた。もともと黒こく鎖さ隊たいでそういう道具を扱っていたのもあるだろうが、手先の器用さはビスマルクやトーラットより遥はるかに上だ。将来が楽しみな逸いつ材ざいではある。戦せん闘とうに関してはまだまだだが。


　だからヒネくれた性格をしているのだろう。若い頃ころの自分とよく似ている。


「おっ」


　そうこうしている間に、見えてきた。


　地下墓所の壁かべだ。じめじめしたイメージを出さないためか、山と空の絵が描えがかれている。冗じよう談だんみたいな大きさの壁だ。あれを描くには数年の歳月を要しただろう。絵自体の出来栄ばえはともかく、労力は認めるべきだ。


　そんな壁に触ふれたビスマルクは、背中の荷に袋ぶくろから道具を取り出した。


　魔導球──それも、特大サイズ。ビスマルクの身体ほどもある。


　それを壁にくっつける。足場にしているゾンビがフラフラ動くが、なんとかバランスを保ちつつ設置した。さらに懐ふところから自前の魔導器を取り出すと、すべて荷袋にしまった。


　今仕掛けた魔導球の威い力りよくが強すぎるため、手持ちの魔導器が破は壊かいされてしまうかもしれないのだ。袋は外部からの魔ま力りよくを遮しや断だんする魔法がかけられているのである。


　これはゾンビの動きを止める魔導球──音を出すだけでなく、特別な波長の音波を出して寄生植物の動きを止める。バイディール市の四分の一の広さを埋め尽くすゾンビ全てに効果のある、特別な魔法が込められている。


　欠点はただひとつ。魔法そのものが長持ちしないこと。


　おそらく半はん鐘しよう（約三十分）も続かないだろう。


　だから、これは賭かけだ。


　その短時間で、全ての決着をつけるのだ。


「いくぜ──」


　ビスマルクが魔導球に触れ、小さく魔力を込める。


　その小さな魔力に反応したのか、魔導球がほんのりと光る。


　目に見える変化は、それだけだった。








　地上では劇的な変化が起きていた。


　いくら音の魔法を付加したといっても、夜中から早朝までに準備できた武具の数は少ない。ゾンビ退治のほとんどは、人間が自分の力でやらなくてはならない。圧倒的な数のゾンビ相手に、体力も気力も有限の人間たちは次第に疲ひ弊へいしていた。


　それが、逆転する。


「お、おお？」


　最前線である地下墓所へ続く階段で戦っていたベトの戦士が、異変に気づいた。


　先ほどから勢いよく迫ってきていたゾンビたちの背後から、なにか音がする。


「ん？」


　隣となりにいたジルサニアの騎き士しも首を傾かしげ、耳をそばだてる。


　音は遠くから聞こえる。ドドドドド──と、巨きよ大だいなものが崩くずれるような、非常に嫌いやな予感のする音だ。


「やばいなコレ」


「ああ、やばいな」


　ベトの戦士とジルサニアの騎士は、意見が一いつ致ちしたのか背後を向く。


「全員、撤てつ退たい！　逃にげろ！　急げ！」


「おい、逃げろってよ！　後ろのやつら、早く行け！」


　言われるままに、命令は伝達されていく。先頭で戦っていたのが隊長格だったおかげで、迅じん速そくに行動することができた。


　地下墓所へ下りる階段があるのは宮きゆう殿でんの中なのだが、その宮殿から人が蜘蛛くもの子を散らすように飛び出してきた。軍隊だけあって、統制の取れた逃げ方だが、その速度は本気で助かりたいと思っている人のものだった。


　全員、地の底から響ひびく音を聞いたのだ。


　そして宮殿から最後のふたり──つまり最前線で戦っていた戦士と騎士が逃げ出した数瞬後、まさに波のようにゾンビが飛び出してきた。


　水の入っていた容器を下から割ったような感じだ。もはや集団とも呼べず、液状に例えたほうがふさわしい。それほどゾンビは無機的に吐はき出された。


　ゾンビたちは、完全に機能停止していた。ただの死体に戻もどったようだ。


　こうして溢あふれ出てきたのは、後方のゾンビから将しよう棋ぎ倒だおしになって前線まで届いたからだ。万を超こえるゾンビが同時に倒れたのだから、地じ響ひびきがするだけで済んだのは幸運というべきか、ベト王宮の耐たい久きゆう力りよくを褒ほめるべきか。


　そして人間たちは、このチャンスを逃がさなかった。


「よし、処理するぞ！」


　宮殿から吐き出されたゾンビを、分厚くて大きな鉄板を持ったゴーレムが押し出すように処理していく。ゾンビは中庭の焼しよう却きやく場に運ばれ、次々に燃やされる。


「全員、武器を捨てろ！　ここからは焼却の手伝いだ！」


　号令の下もと、全軍が武器を捨ててゾンビの回収にあたった。


　宮殿の内部にいるゾンビを地上まで引っ張り出す作業だ。もう戦いではなく、事後処理である。


「これって、さ……」


　先ほどまで前線で戦っていたジルサニア騎士が、ゾンビの足を引きずりながら呟く。


「勝ったのか？」


「どうだろうな」


　同じようにゾンビを引きずりながら、ベトの戦士が返事をする。


「あとは、地下にいる魔導士だかを倒せば終わりか」


「それって、俺たちはやらなくていいのか？」


「だから、そのために処理してるんだろ」


　地下への道は、全てゾンビが埋め尽くしている。階段もゾンビがいるので、軍隊が下りるのは困難なのだ。まずこれを片付けなければ、地下に乗り込めない。


「まぁ、ウチの最強の戦士であるヴィジャがいるさ。だからジルサニアは心配しなくていいぞ」


　自じ慢まんげに鼻を鳴らすベトの戦士。


「オイ、このゾンビを止める魔ま法ほうを作ったのは、ジルサニアの魔導士だぞ？　もっと感謝しろよ」


「だけど魔導士ヤローと戦うのは、ウチのヴィジャだけだぜ」


「だけじゃねーよ。ウチの赤目隊も行ってるって話じゃねーか。お前知らないのか？　あの〝咬兎サベツジラビツト〟ミロクがいるんだぜ？」


「ミロク……？　って、アイツか！　正門に竜りゆうで乗り込んで、そこで大立ち回りやって、挙あげ句くの果てにはミーヤー様殺害容疑をかけられた！」


「アイツ何やってんだベトで……」


　そういう会話ができるほどには、ジルサニア・ベト両軍の士気は回復していた。


　互たがいが自慢し合う仲間を救出するためにも、ゾンビの撤てつ去きよ作業は迅速に行われる。まだ戦いは終わっていないのだ。





　　　　　　　＊





　ルテア大陸の魔導士は、国ごとに系統の違ちがう魔法を使う。それは純然たる「血」によって決められた才能によるところが大きい。たとえばジルサニア人は〝付加エンチヤント〟の魔法を使うが、それは先祖代々受うけ継つがれてきたジルサニアの血が覚えているものだ。


　そしてもう一つ受け継がれているのが、門外不出の「技術」。血によって定められるのは才能だけであり、どれだけ優すぐれた血を継ごうが、魔法を知らなければ使えない。それは学でも武でも同じ。


　しかし言いい換かえれば、才能がなくとも努力すれば魔法は習得できる。国が六つに分かれているとはいえ、数千年の歴史を持つルテア大陸だ。混まじり気けのない、純じゆん粋すいな血を引く人間は皆かい無むに近い。濃こさに程度はあれど、全ての土地の血は入っている。


　それでも困難には違いない。常人と比べて、仮に十分の一の濃さの血が入っていたら、人の十倍努力して、ようやく純粋な血と同じレベル。魔導士として魔法を使うには、そのさらに二十倍以上の努力が必要になる。


　それが魔法というものだ。限られた者だけが使える才能を、さらに努力して磨みがかなければならない。


　だからこそ、オウガンの魔導士たちは脅きよう威いとみなされる。それだけの苦労を積み重ねてきた、純然たる魔導の申し子たちなのだ。


　その力は、国を代表する剣けん士しふたりがかりでも、倒せるかわからないほど。


「ふんっ！」


　ミロクの振ふり下ろした剣は、ハチドリの腕うでに阻はばまれた。


「!?」


「あ、浅い」


　確かに斬きった手て応ごたえがあった。しかし剣が骨を断ち切れない。


　鈴すずの剣でも斬れない骨に、ミロクが目を剝むく。


「ならば、これでっ！」


　ヴィジャの剣が、鈴の剣の峰みねを叩たたく。腕に食い込んだ鈴の剣が押され、今度こそハチドリの腕は切断された。


　しかし、ハチドリは距きよ離りを取ると、また転がった腕を呼よび戻す。自動的にもとの位置に戻った腕は、まばたきする間に癒ゆ着ちやくする。こうしていると、本当に人間を相手にしているように感じない。


「腕が、いや、腕の骨が硬かたくなってる……」


　鈴の剣についた血を払はらいながら、ミロクは今起きた現象に驚おどろいていた。ジルサニアの宝ほう剣けんは、ホラキア兵が使う柱のような太さの鉄てつ槍やりですら斬ったというのに。


「魔法だ」


　冷静に分ぶん析せきするヴィジャ。


「あいつ、自分の骨に付加魔法をかけている」


「できるのか、そんなこと……」


　人体への付加魔法など、聞いたことがない。それはもうホラキアの強化魔法の領域ではないのかと思ったが、あれは筋肉や神経を強化するものだ。付加とはまた別ものである。


　おそらく防ぼう御ぎよ魔法を付加しているのだろう。防御魔法とは、反発する力。


　ということは、ハチドリの骨が触れているであろう、肉や筋はどうなっているのか。


「お前、痛くないのか？」


　つい尋たずねてしまった。


「い、痛いさ。痛いに決まっている」


　ハチドリも平然と答える。


「だが、お、お前らの、け、剣を、ふ、防ぐことが、で、できる」


　ハチドリの全身が光っているように見えた。おそらく骨だけではない。他の身体からだの部位にも魔法がかかっていると見ていいだろう。


　自分の肉体すら道具のように扱あつかう。


　その覚かく悟ごと、それでもなんとかなるという計算が魔導士たる所以ゆえんなのだ。


「はぁぁぁああああああっ！」


　もう一度ミロクが斬りかかる。今度は正面から。


　ハチドリは左手を前に突つき出だす。


「放出魔法か！」


　また光線が飛んでくるのかと、身体をひねる。


　が、先ほどとは別の殺気を感じて、神経を研とぎ澄すませる。


　──刃は物もののような何か！


「くっ！」


　それが視界に入る前に剣が動いていた。


　ハチドリの手から伸のびる何かを、ミロクの剣が叩き落とす。それは爪つめだった。獣けもののそれのように、鋭えい利りに尖とがっている。さらに魔法が付加されているのか、光っていた。


「おおぉおおおおおおおおっ！」


　爪を斬り、さらに一歩踏ふみ込んでミロクはハチドリの胴どうを斬った。


　ローブごと肉が切れる感かん触しよく。


　だが背骨に剣がひっかかった。また付加魔法がかかった骨か。


「でぁああああああああっ！」


　それでも振りぬいた。自分の筋肉がおかしくなりそうな悲鳴をあげるが、鈴の剣はハチドリの背骨を叩き折る。


　胴から真っ二つになったハチドリは、それでも立ち上がる。下半身が上半身を蹴けり上げ、すぐに元通り。


「つ、強い。オ、オウガンの、連中でも、き、斬れない、か、硬さだったのに」


　感心してはいるが、こちらはそれ以上だ。


　この治ち癒ゆ魔法。


　どれだけ切きり裂さこうとも、すぐに元通りになってしまう。


　対して、こちらは一回でも致ち命めい傷しようを負ったら終わりだ。死ぬ。


　その差はたったひとつの「種」によるものだ。


　ベトの秘宝である「種」がハチドリの治癒能力を促そく進しんしている。だから自分の身体に無茶もさせられるし、死を恐おそれない攻こう撃げきができる。逆にヴィジャの剣は鈍にぶってしまう。


「どうだミロク……」


「いや、まだ……」


　息を整えながら確認しあうふたり。


　ミロクもヴィジャも、闇やみ雲くもに斬っているわけではない。


　探しているのだ。ハチドリが奪うばった「種」を。


　最初、「種」はミーヤーの心臓に埋うめ込まれていた。だからヴィジャの初しよ太刀だちはハチドリの心臓を斬った。しかしそこに「種」はなかった。


　それからもう何十回もハチドリの身体を切断している。


　ハチドリも付加魔法で自分の身体を守ってはいるが、斬られることに関して抵てい抗こうを持っていないようだ。


　ということは、導き出される結論はひとつ。


　──「種」は、ハチドリの身体の中にはない。


　おそらくどこか別の場所から力をもらっているのだ。
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　地下墓所の虚こ空くうを泳ぐ、一いつ匹ぴきの魚。


　人の三倍の高さを持つゾンビゴーレムの、さらに上を跳とぶ少女。


「ふっ！」


　空中から繰くり出される蹴りが、ゾンビゴーレムの頸けい椎ついにクリーンヒットする。丸太ほどもある首の上を蹴られたが、それでもゾンビゴーレムは動じない。この程度の打だ撃げきは撫なでられた程にしか感じないのだ。


「やっぱり打撃はダメかー」


　そのゾンビゴーレムの肩かたに乗りながら、アーニィは首の周りを注意深く観察する。


「なら、これならどうかなっ」


　両りよう脚あしを首に回す。


　ジルサニアの武装ゴーレムなら、鎧よろいに阻まれて不可能な行こう為いだが、ゾンビゴーレムならできる。両脚は頸けい動どう脈みやくの付近を完全に絞しめており、人間であれば失神どころか死亡する。


　が、すぐにアーニィは脚あしを解ほどいて、その場を離はなれた。


　空中を飛ぶ彼女を追いかけるように、首から生えた触しよく手しゆが伸びてくる。


「キモッ！」


　叫さけびながらも、アーニィの身体は一本の触手を蹴り、その反動でさらに離れる。少ない力で空を泳ぐように舞まえるのは、彼女の足に巻きついているアミュレットのおかげだ。防御魔法がかかっており、反発する力を与あたえてくれる。


　離れるように跳んだアーニィを、ゾンビゴーレムのパンチが追つい撃げきした。触手よりも数段速いその一いち撃げきは、空を切っただけで衝しよう撃げき波はを生む。


「わっ！」


　間かん一いつ髪ぱつで身をひねり、さらに獣の全速力より速いパンチに蹴りを入れ、衝撃を殺す。空中で二度も蹴撃を見み舞まったのに、アーニィは少しもバランスを崩くずさずに着地した。


　醜しゆう悪あくなゾンビゴーレムを見上げて、思う。


「──強いね」


　組み付けば触手、離れれば電光石火の一撃がくる。


　文字通りの化け物に、勝てるのか。


　──勝たなきゃ、ダメなんだよね。


　アーニィは一度、トーラットのゴーレムであるクロトポリカと本気で戦ったことがある。このルテア大陸に名を連ねる武術家でも、ゴーレムを倒たおしたことのある者はいない。アーニィの母など一部の化け物を除いて。


　その母を越こえるべくゴーレムに真しん剣けん勝負を挑いどんだのだが、完かん膚ぷなきまでに負けた。


　負けても悔くやしくなかった。


　あんなものに勝てるか、という気持ちでいっぱいだった。


　しかし、彼女の母はゴーレムを破は壊かいした。


　そのときの話は、何度も聞いた。ゴーレムとの戦い方も、理論だけは教わった。


　ということは、母は過去に対ゴーレム戦を想定したことがあったのだ。彼女の母はホラキア人。ジルサニアとは敵同士だ。武装ゴーレムと戦う可能性もあったかもしれない。


　だがアーニィはジルサニア人だ。そして姫ひめを守る立場にいる。


　それでもゴーレムと戦わない可能性はゼロじゃない。


　どんな相手とも戦うことを想定しなければならない。


　たとえ死者だろうがゴーレムだろうが──仲間だろうが。


「ここでアンタを壊こわさないと、ベトのみんなが困るんだ。そしたらジュジュも困るし、あたしも困る」


　構える。


　組み付いても触手にやられる──だが、時間差がある。


　要は、触手が来る前に破壊すればいい。


　それができないなら──


　ゾンビゴーレムが右足を下げた。


　──来る！


　両手を自然に前に出し、たった一いつ瞬しゆんのチャンスを逃のがさない。


　ゾンビゴーレムは肩を前に突き出し、読んで字のごとく、突とつ撃げきをする。その巨きよ体たいが生み出すスピードとパワーは、アーニィが数十人束たばになっても受け止めきれない。


「はっ！」


　震脚と同時に、ゾンビゴーレムを後方に投げ飛ばした。相手の突とつ進しんの力を利用した技だ。これなら力がなくても関係ない。


　ここまでは先ほどと同じ。


　すぐには追撃せず、アーニィは狙ねらいを定さだめる。ゾンビゴーレムの左の膝ひざに目をつけたアーニィは、すぐに走った。


「だぁあああああああああっ！」


　大きな音を立て、地面に倒れたゾンビを潰つぶしていくゾンビゴーレム。


　アーニィは転がったゾンビゴーレムの左足に両手でしがみついた。すぐに触手がアーニィに絡からみつこうとする。


「毒とか持ってませんよーにっ！」


　大声で祈いのりながら、アーニィは触手に絡みつかれる。どうやら蜘蛛くもの糸のように人体に巻きつき、体内に取り込んで吸収しようとしているようだ。まるで食虫植物である。


「あああああああああぁぁぁぁああああっ！」


　絡みつかれるのもかまわずに、アーニィはゾンビゴーレムの左足を捻ひねる。


　ボキ、と音がした。骨に相当する部分が折れたのだろう。


　それでも、足りない。


「わぁああああああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようし、さらに膝を捻る。


　そしてとうとう──アーニィの胴どう体たい以上の太さがある、ゾンビゴーレムの足がもげた。もはや肉の塊かたまりにしか見えない断面から、無数の触手が伸びる。もがれた足をくっつけようともがいているように見える。


「おらぁあああああっ！」


　それが気持ち悪くて、思わずアーニィはもいだ足を蹴り飛ばす。接合しようとした触手がベリベリとはがれていく。


　もともと彼女の母──初代〝踊魚タツプフイツシユ〟は、華か麗れいに舞うような戦い方で有名だった女性だ。アーニィもそれに負けないように美しい戦い方を心がけてきた。


　しかし死体に囲まれ、触手に絡みつかれるような状じよう況きようでは、見た目のことなど構っていられない。


　転がったゾンビゴーレムの足は、子こ豚ぶたほどの大きさがあった。


「飛んでけぇぇぇぇぇっ！」


　防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが込められたアミュレットの力を信じつつ、アーニィはその足を全力で蹴った。


　暗い地下墓所の天てん井じように向かって飛ぶ、ゾンビゴーレムの足。


　まるで夜空に輝かがやく流れ星のようだった。
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　地下なのに、上から巨きよ大だいな足が降ってきた。


「なんだぁぁぁああっ!?」


　前後左右からの攻撃は予想していたが、さすがに上から足が降ってくることは想像できず、ディアートは無様に転がって回かい避ひする。ちょうど彼がいたギリギリの地点に足は落下し、付近のゾンビを潰していった。


「なんだよコレは！　どーやったらこんなモンが降ってくるんだよ！」


　やり場のない怒いかりに、近くのゾンビを蹴けり飛ばす。


　ビスマルクより先に魔導球は発動させていたので、ゾンビは全て倒れている。あとは第二の目標まで走るだけだったので、完全に油断していた。


　哀あわれディアート・カーリン、ベトの大地の下でゾンビの足に潰されて生しよう涯がいの幕を閉じる、なんてことになったら末代までの恥はじだ。まだジルサニアで処しよ刑けいされていたほうが面めん目ぼくが保てる。


　そうなることを知っていたら、こんな部隊になんて入らなかった──いや、知っていても無理矢理加入させられていただろうが。


　赤目隊の存在は前から知っていた。


　姫の護衛をする部隊、もしくは姫の講演の準備をする部隊だとずっと思っていた。やたらと強い騎き士しばかりが集つどうのは、国の最重要人物を守るためだからだと信じていた。


　それは間ま違ちがってはいなかったのだが、姫を守るという仕事がこれほどまで重労働だとは。


　もともと自分が暗殺者だったから、せいぜいそのくらいの普ふ通つうの敵を相手にする程度だと予想していたのに、いきなりゾンビの軍団だ。


　暗殺者時代の三倍の給料をもらえる契けい約やくだったが、それでも足りない。


「バケモノどもめ……」


　呟つぶやいたのは、ゾンビに対してではない。


　それを平然と相手にする赤目隊にだ。


「けど、そのバケモノの親玉にスカウトされたってことは、俺もバケモノの素質があるってことだよなぁ……ったく、俺は普通だっつーの」


　うんうん、と自分に言い聞かせるように頷うなずきながら、ディアートは倒れたゾンビの上を悠ゆう々ゆうと走る。倒れた肉にく塊かいの上をバランスを取りながら走るだけでも、相当のバランス感覚が要求されることに気づかず。


「あ、あれか」


　目を凝こらすと、城が見えてきた。


「ドーム状の墓地に、またドーム状の城か。センスないな」


　ハチドリの造った城を遠巻きに眺ながめながら、ディアートはポケットからレンズのようなものを取り出す。


　それはビスマルクの黒眼鏡と同じ魔ま法ほうがかけられており、様々なものを感知することができる。


　例えば、魔ま力りよくとか。


「こんだけ広いと、絶対に目印があると思うんだよね」


　周囲を見る。


　が、それらしきものは見当たらない。


「目印がないなら、隊長さんのコレと、俺のカンが頼たよりか」


　周囲で使われている魔力を、レンズはしっかりと受信していた。


　必ずこの近くにある。


　これでも犯罪騎士を取とり締しまる黒鎖隊で鍛きたえられてきた。犯罪者がどこにお宝を隠かくすのか、経験がある程度教えてくれる。


　ハチドリは城の中にいるだろう。ミロクたちが戦っている音がここまで聞こえている。


　そして、ハチドリはキレる魔導士だ。自分がどんなピンチに陥おちいっても大だい丈じよう夫ぶなように考える。傷ついた時、動うごきを封ふうじられた時、撤てつ退たいする時──


　そういう事態に陥った時、どこが一番お宝を隠しやすいか。


　それは自分だけが触ふれられて、他者には届かない場所。


　魔法でしか取れない場所──もしくは、カギのように特とく殊しゆな器具がないと触さわれない場所。


　そういえば、あの足が飛んできた時、今まで気にしていなかった箇か所しよを思い出した。


「へへ、見っけ」


　ディアートは頭上を見る。


　天井にレンズを向けると、大きな魔力反応があった。


「あとは、どうやって奪うばうかだが──」


　ディアートは服からロープを取り出す。


　大だい丈じよう夫ぶ。あのくらいなら問題ない。


　王宮の見張りをする女騎士を口く説どいた時は、もっと高い塔とうを昇のぼった。


　今度はさらに高いところにいる姫様のために、ディアートはロープを回す。
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　本来〝放出〟の魔法はエルガンディア共和国のものだ。体内の魔力を外に出すのは、あくまで目的であって手段ではなかった。修行や治ち療りようのために身体からだを循じゆん環かんさせた魔力には、徐じよ々じよに速度がついてくる。その速度に肉体が耐たえられなくなる前に、吐はき出してしまおうというもの。


　それを攻こう撃げき手段として確立させたのは、ここ数十年の話だ。エルガンディアの法士が使う放出魔法は、人どころか山すら砕くだくという。


　ハチドリが放つ魔法は、山は無理だろうが、人なら確実に砕ける威い力りよくを持っていた。


「ぐぁああああああっ！」


　光の渦うずがヴィジャの全身を包み込んだ。


　吹ふき飛とばされたヴィジャの身体が、壁かべに激げき突とつする。乱雑に造っていたのか、壁から露ろ出しゆつしたゾンビの骨が突つき刺ささる。


「ヴィジャ！」


　助けるか否いなか、ミロクは一瞬だけ迷った。


　が、助けなかった。ヴィジャは治ち癒ゆ魔法の使い手だ。下手へたに心配するより、攻撃に転じて時間を稼かせいだほうがいい。


「お、お前も、ふ、吹き飛べ」


　もう一度ハチドリの手から魔法が放たれる。


「だぁああああっ！」


　ミロクはハチドリに剣けんの腹を向け、全力で振りぬいた。ハチドリを斬きるためではなく、放出魔法を打ち返すため。


「ぐ──」


　剣と魔法がぶつかった。


　先ほどは跳はね返すことができたのに、今度は無理だった。放出魔法を退しりぞけることはできたが、同時にミロクの身体も吹っ飛んだ。


「てっ！」


　転がり、立ち上がろうとする。


　そこで、膝ひざがカクンと落ちた。


「──！」


　立てない。


　筋肉が限界だ。


「も、もう、バテたか」


　くぐもった笑い声のハチドリ。


　こちらは体力の限界をとうに超こえている。人を斬るというのは、それだけで体力も筋肉も使う。防御魔法を骨に付加したハチドリを何度も何度も斬ったのだ。


　加えて、ハチドリの攻撃を一度でも食らえば死ぬという緊きん張ちよう感かんは、ただの運動ではありえないほどの疲ひ労ろうを与あたえる。


　それなのに、ハチドリは元気だ。


　剣だけでなく、魔法だって酷こく使しすれば疲つかれるのに。


　無限の体力と魔力が湧わいて出てくるのは、やはり普通ではない。


「フ、フフフフ──『種』のち、力は、す、素晴らしい。か、身体が、は、羽根のように、か、軽くなった、ようだ」


　奪ったものを自じ慢まんしても、ミロクは感かん銘めいを受けない。ただ腹立たしいだけだ。かといって「種」がなければ互ご角かくに戦えたか、と訊きかれれば、即そく答とうはできない。


　ハチドリは強い。


　今まで戦った誰だれよりも勝てる自信がない。ヴィジャとふたりがかりでも負けそうなのだ。仮に上で戦っているジルサニア・ベト連合軍が来たとしても、ハチドリを仕留められるかどうか。


　だが、力の差を埋うめる方法はいくらでもある。


　自分が相手より弱い場合、勝つ方法は二種類ある。


　それは相手より強くなるか、相手を自分より弱くするか。


　今の状況にふさわしい答えは──


　両方だ。





「ミロク！　ちょっと時間作れ！」





　この場にいないはずの男の声。


　それだけで、理解した。バカのミロクでも覚えている、たったひとつの単純な作戦だ。


　一いつ瞬しゆんだけ振ふり向むく。


　城の入り口に立っているディアート。


　彼の手に握にぎられているのは、卵サイズの球体。


　緑色に輝かがやく「種」だった。








　何をすべきか、ジュジュも一瞬で理解した。


「こっちだ！」


　ジュジュが手を挙げると、ディアートは「種」を全力で投とう擲てきする。それを軽々とキャッチすると、ジュジュはミーヤーに駆かけ寄よる。


「ミーヤー！　取り返してきたぞ！」


「ジュジュ……」


　彼女の目が優しく微ほほ笑えむ。どうやらこの球体が秘宝の「種」であることは間ま違ちがいなさそうだ。


「な、な、なぜ、お前たち……！」


　あからさまに動揺するハチドリ。


「なぜって、こっちが知りたいわバカ」


　ジュジュが答える。


「こんだけ『種』に頼って魔法連発してりゃ、『種』が発する魔力くらい感知できるわ。別に一流の魔ま導どう士しじゃなくてもな。どうして自分の体内に入れなかったんだ？　そうすりゃ守りやすかっただろうに」


「そ、それは……」


「大方、自分の身体に埋め込んだらゾンビが作れなくなるとか、そういう話だろ？」


　ジュジュはディアートを見る。


「うん。ここの天てん井じようにゾンビ植物がびっしり生えてた。考えたよなー、あんな高い天井なんて誰も見ないしなー」


　ディアートが肩かたをすくめて笑った。ぼやきながらも、きちんと任務をこなしてくれる。やはり雇やとって正解だった。


「つーわけで、形勢逆転だ。ミーヤー、すぐにこの『種』──」


　ミーヤーに「種」を渡わたそうとして、ジュジュの手が止まる。


　床ゆかに倒たおれたままのミーヤー。


　もしかして、心臓に埋め込まないといけないのだろうか。


「貸してくれ」


　そんなジュジュの横から「種」を受け取るのは、ヴィジャ。


「ヴィジャ！　できんのか？」


「普ふ通つうは、王宮の魔導士すべてを集める。心臓を開いて種を埋め込む時に、少しでもズレたら死ぬから、最高の治癒魔法をかけられる状態でないと難しい」


「じゃあ、呼んでくりゃいいんだな！」


「いや、今ここでやる」


　ヴィジャは左手に「種」を持ち、右手に曲刀シミターを構える。


「このままではミーヤーが出血多量で死ぬ。助けるには『種』を埋め込むのが一番早い」


「けど、それって」


「いい……よ」


　下からの声。


　ミーヤーだった。


「だいじょぶ……やって。ヴィジャならできる」


「ミー……」


　しかしジュジュには見えている。


　剣を持つヴィジャの手が震ふるえている。隠かくそうと思っても、隠せないほど強く。


「さ、さ、させる、か！」


　ハチドリの手が光る。


「させねぇよっ！」


　ミロクが飛び出し、放出魔法を剣で打ち返す。ハチドリを殺すことは無理でも、防ぼう御ぎよに徹てつすればミロクひとりでも充分渡り合える。


　しかしミロクも疲ひ弊へいしている。早く決着をつけないと、彼の体力がもたない。


「ヴィジャ……」


　ミーヤーが手を挙げた。


「おねがい……私、ヴィジャのこと……たすける、から」


「……！」


　彼女はこんな状態でもまだ、自分が誰かの役に立ちたいと思っているのだ。そうでなくては女王の器うつわではない。


　そしてヴィジャは、彼女に認められた人物だ。


　迷っているヒマはない。


「……ジェルメーヌ姫ひめ」


　ヴィジャが曲刀を構えた。


「俺はようやく理解しました。真の恐きよう怖ふ、真の死線というものを」


「ほー」


「怖こわいです……自分が死ぬのは」


　大きく息を吐はき、そして吸う。


　呼吸を止め、ヴィジャの曲刀が上を向く。





「だが、大切な人が死ぬのは、もっと怖い──！」





　そう言って、ヴィジャは片かた膝ひざをついた。


　彼の顔がミーヤーの顔に近づく。


「ミー。俺を信じてくれるか」


「うん。信じるよ」


　ミーヤーが微笑んだ。


　刹せつ那な。


　ジュジュはミロクより速い剣けん士しを見た。


　一呼吸にも満たない時間。


　ヴィジャの剣が寝ねているミーヤーの胸を切きり裂さく。


　普通ならその時点で血が吹ふき出る。だがジュジュは以前聞いたことがある。あまりにも鋭するどい切れ味だった場合、血が出ないことがあると。


　とはいえ、一瞬のできごと。すぐに血は吹き出る。


　それよりも速く、ヴィジャは「種」を持った左手をミーヤーの胸に突つき入れ、そして抜ぬいた。


　血が出る──と思った。


　しかしミーヤーの胸から出たのは真っ赤な血ではなく、緑色の光だった。
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「治ち癒ゆ魔ま法ほう!?」


　光は一瞬で収まり、やがてミーヤーの身体からだからヴィジャへと移る。それまでハチドリにやられて傷だらけだったヴィジャの身体が、元通りになっていく。


「そうか──ミーヤーが、自分で自分を治したんだ」


　心臓を切り裂き、「種」を埋め込んだ時点で、ミーヤーは力を取とり戻もどした。


　あとは血が吹き出し、心臓が止まるよりも早く、ミーヤーが大陸最高と呼ばれる治癒魔法をかける。


　理論はわかるが、ふたりの呼吸がピッタリ合っていないとできない芸当だ。


　しかしこのふたりが互たがいをどれだけ信しん頼らいしているかは、誰が見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。誰も入れない領域まで到とう達たつしている。


「ミロク！」


　ミーヤーが叫さけぶ。


　先ほどまで瀕ひん死しだったとは思えない声の張り。


　次の瞬しゆん間かん、ヘロヘロだったミロクの表情が急に明るくなった。と思いきや、餌えさを目の前にした動物のような俊しゆん敏びんさで動き出したではないか。


「か、軽い──なんだこれ！」


「疲れを取っただけだよ。ありがとうね、助けてくれて！」


　親指を立てるミーヤー。


　そして彼女はヴィジャの手をとり、


「ごめんねヴィジャ、怖い思いさせて」


「……もう、させない。俺も、お前も」


「うん」


　ヴィジャはひとつ頷うなずくと、曲刀を手に走り出す。


「ミロク！」


「!?」


「攻こう守しゆ交こう替たいだ！」


「ああ、わかった！」


　返事と行動は同時。ミロクがバックステップで下がると、空あいた空間にヴィジャが入った。アイコンタクトすらせずに、ヴィジャの斬撃に合わせてミロクがハチドリの死角を狙ねらう。


「こ、この……！」


　それまで黙だまって斬きられるだけだったハチドリの動きが変わった。


　放出魔法を使うのをやめ、かろうじて残像が見えるほどのスピードで動き回る。


「ゆ、許さん……こ、こうなったら、ほ、本気で！」


　ハチドリが手を突き出すと、手の中から刃は物もののようなものが生まれた。白く尖とがったそれは、おそらくハチドリ自身の骨。先ほど付加魔法をかけているとヴィジャが言っていたが、それが体外に出ると、ジュジュもそれがはっきりと理解できた。


　淡あわく光る骨は、ジルサニアの付加魔法がかかっている。教養として魔法を学んでいるジュジュでも、かなりの魔ま力りよくを感じることができた。


　だが、それでミロクたちは殺せないことも知っている。


「おぉおおおおおっ！」


　ヴィジャの踏ふみ込こみが生む強大な力が、ハチドリの骨とぶつかった。


「ぐっ！」


　付加魔法をかけた骨は砕くだけなかったが、ハチドリ自身は耐たえられなかったようだ。身体を押され、壁かべまで吹き飛ぶ。


　空中で体勢を立て直し、ハチドリは壁を蹴けった。


　しかし、彼の思い通りにはいかない。


「く……」


　バランスを崩くずしてハチドリが倒れた。


　蹴った壁が崩れたのだ。凍こおった肉が解かい凍とうされたかのように、壁へき面めんのゾンビがぐにゃりと歪ゆがみ、ボトボトと落ちてきた。


　それを皮切りに、そこかしこで城の壁が崩れだす。「種」を失ったことによって、魔力が弱まったからだろうか。


　そして体勢を崩した敵を逃にがすほど、ミロクもヴィジャも甘くない。


「はっ！」


「だぁっ！」


　ふたりの剣が同時にハチドリを切り裂いた。胴どうと肩かたを斬られ、血が噴ふん出しゆつする。


「お、お、おのれ……」


　ハチドリの全身が光る。治癒魔法をかけているのだ。しかし先ほどとは違ちがい、治りが若じやつ干かん遅おそい。「種」を持っていた時は、一いつ瞬しゆんで完治していたのに。


　これなら──殺せる。


「だ、だ、黙って、や、やられは、し、しない！」


　それでもハチドリは冷静だった。誰だれを狙うべきか理解している。


　ミロクもヴィジャも強く、ミーヤーはもう殺せない。


　この中で、一番弱い存在──


「お、おまえを、ひ、人ひと質じちに！」


　ジュジュの視界が暗くなった。


　本気で魔導士に狙われたら、ジュジュは何もできない。


　しかし、ハチドリの攻こう撃げきは届かない。


　彼の手から伸のびたのは、黒いナイフ。おそらくジュジュの首に突きつけようとしたのだろう。


　そのナイフが、ジュジュの前に立ちはだかったヴィジャの胸に刺ささっていた。


「ヴィジャ！」


「……いい短たん剣けんだ。俺の筋肉にも深く刺さっている」


　心臓に近い位置を刺されているのに、ヴィジャは涼すずしい顔だ。


「どうした、それで終わりか」


「き、き、き、貴様！」


　ハチドリがヴィジャの顔面を摑つかみ、放出魔法を行使した。ゼロ距きよ離りから撃うたれた光線がヴィジャの顔を焼き焦こがす──かと思いきや、無傷。


「足りんな」


　一歩、ヴィジャが踏み出す。


「な──」


　ハチドリが気け圧おされた。ヴィジャに迫せまられ、一歩下がる。


「こ、この！」


　別のナイフがヴィジャに刺さる。ナイフだけでなく、ゾンビの骨を改造した槍やりや先ほど使った自らの骨もヴィジャに突き立てる。


　頭、首、胸、腹、あらゆる箇か所しよを刺されても、ヴィジャは歩く。


　また、一歩。


　これがミーヤーの戦士の力。あらゆる傷はミーヤーの「種」が瞬しゆん時じに治してくれる。だからヴィジャは死を恐おそれない。どんな状態でも、一歩前に進むことができる。


「もう終わりか？」


　ヴィジャが剣を振ふり上げる。するとハチドリはローブの裾すそを翻ひるがえす。ローブにも防ぼう御ぎよ魔法が付加されているようで、それをさらに強めたのだ。


「フン。防御するか。お前にも恐きよう怖ふ心しんがあるんだな」


「な、なん、だと？」


　踏み込んだヴィジャの剣が、ハチドリのローブを切り裂いた。


　後じさるハチドリの顔には、確かに焦あせりの表情が浮うかんでいる。





「本当の〝不死アンデツド〟を見せてやる。どんな恐怖にも怯ひるまない、真の戦士をな」





　ヴィジャがさらに前へ踏み込んだ。


　怖こわい。


　遠くから見ているジュジュでも、そう思う。刺しても刺しても死なない人間だから、というだけではない。ヴィジャの全身から伝わる殺気が、何をされても消えることのない気き迫はくが怖いのだ。


「く、く、来るな！」


　とうとうハチドリが下がった。ローブを翻しながら、後ろに跳とぶ。その際に、持っていたナイフを全てヴィジャに向かって投げつける。十本以上の武器が刺さり、さらにその上に放出魔法を繰くり出され、それでもヴィジャはよろめきもしない。


　そうして、ジュジュはヴィジャの狙いを知る。


　ハチドリが下がりながら、ひとしきり攻撃をした。


　その後に必ずするであろう、呼吸。


　大きく息を吐はいた状態の彼は、完全に無防備となる。


「うぉおおおおおおっ!!」


　跳ちよう躍やくしたミロクが放つ剣けん。


　しゃん、と鈴すずが鳴る。


　ハチドリの両りよう腕うでを切り落とす一いつ閃せん。着地したミロクは、間かん髪はついれずにハチドリの懐ふところに飛び込んだ。


「はあああぁぁあああっ！」


　城をも揺ゆるがす絶ぜつ叫きようと共に、ミロクの剣がハチドリの胴を斬る。全てが一呼吸で終わる。まるでふたりの剣士が同時に斬ったようだ。少なくともジュジュには目で追うのがやっとだった。


　鋼鉄をも切り裂さく剣が、胴を薙ないだはずだった。


　しかし、ミロクの剣はハチドリの身体からだを両断することはできなかった。


　ハチドリの背中が強きよう烈れつに発光している。背骨だけではなく、内臓にも強力な魔法がかけられており、それがジルサニアの宝ほう剣けんすらも防いだのだ。


　だが──


「まだ、終わりじゃなぁあああああいっ！」


　斬れないと悟さとった瞬間、ミロクの手が剣から離はなれる。


　そして、もう一ひと振ふりの剣が吸い込まれるようにしてミロクの手に収まった。


「短剣──いや、違う」


　それはミロクのもうひとつの武器。


　愛用しているニンジンだった。


　それをハンマーのように鈴の剣に叩たたき付けると、魔力でコーティングされたハチドリの胴はついに叩き折られた。


　身体が両断され、きりもみしながら吹ふき飛ぶハチドリ。


「く、おぉおお、ぉぉっ！」


　普ふ通つうなら死んでいるであろう、その傷を受けてなお、ハチドリは上半身だけで動いた。


　後ろに下がるのではなく、前に飛び出した。


　腕うでの力だけで、先ほどのミロクと同じくらいのスピードで体当たりする。強化魔法で握あく力りよくや肩の筋肉を増強したのだろう。動物のような速さのタックルに、ミロクも弾はじき飛ばされる。


「お、お前たち、ぜ、ぜ、絶対に、絶対に、ゆ、許さない！」


　叫さけびつつも、ハチドリが取った行動は撤てつ退たいだった。


　切断された左ひだり腕うでと下半身を置いたまま、右みぎ腕うでのみを魔法で呼び寄せ、一瞬で癒ゆ着ちやくさせる。そして腕一本で崩れた壁の穴から飛び出し、地下墓所を走り抜けていく。


「待てっ！」


　すぐにそれを追ってミロクとヴィジャが飛び出した。


　彼らを見送ったジュジュは、安あん堵どのため息をつく。


「ようやく終わったか」


「あん？」


　城の入り口で隠かくれていたディアートの声。


「まだ終わってないだろ。アイツ元気じゃん。死んでるのを確認しないかぎり、マズいぜ。ああいう手合いは、また戻もどってくるって」


「問題ないさ」


　ジュジュは確信をこめて宣言する。


「全て作戦通りだ」





　　　　　　　＊





　全て計算していた。


　完かん璧ぺきな作戦などありえない。どこかで必ず不確定要素が邪じや魔まをする。


　それすらも考こう慮りよに入れて、不測の事態には柔じゆう軟なんに対処できるようにした。それこそ最悪、自分の身を危険に晒さらしても良いと思っていた。


　医師フェイラーヴを取り込み、ミーヤーから「種」を奪うばい、あらかじめ用意しておいた寄生植物の苗なえを大量生産して、ゾンビの軍団を作り出す。ひとしきり王宮を占せん拠きよした後は、「種」の詳しよう細さいな使用法と引ひき換かえに明あけ渡わたすつもりだった。


　ヴィジャという戦士が強いことも知っていた。


　ジルサニアから客人が来ていることも知っていた。


　それら全てが自分に牙きばを剝むいても勝てる自信があった。


　なのに今、ハチドリは片かた腕うでと下半身を失い、瀕ひん死しで逃とう走そうしている。


　地下墓所で倒たおれているゾンビを踏ふみ越こえ、ひたすら西へ。いざとなればゾンビを盾たてにして撤退するつもりだったが、それすらもできない。


「だ、誰だ……こいつらを、と、止める、魔法を、つ、作ったのは！」


　それも予想外だった。


　ゾンビ植物の思念波を止める魔法を開発されることは予想していたが、夜中から朝という短時間で作られるとは。


　どうやら六カ国の技術は、ハチドリたちが予想していたより遥はるかに上らしい。


　もう驕おごっている場合ではない。


　本国に帰き還かんしたら、即そく座ざに新しい魔法の研究を始めなくては。


「っ！」


　ゾンビが途と切ぎれる。城壁が近いのだ。


　ハチドリの目が光る。


　壁が腐ふ食しよくしたように崩くずれて、穴があいた。この地下墓所に潜せん入にゆうするために作ったトンネルだ。世界樹の地ち下か茎けいを避よけるようにしてできた、地じ盤ばんのゆるい箇所を掘ほったのである。


　まさかこの穴をもう一度使うことになるとは。帰りは一番広い階段を悠ゆう々ゆうと上のぼるつもりだったのに。


　穴に飛び込み、小さな足場を片腕だけで駆かけ上る。ほぼ垂直に近い縦穴を、強化魔法で硬こう質しつ化したハチドリの爪つめが嚙かむ。下半身を失ったおかげか、身体が軽い。


　このまま地上に出ると、城じよう壁へきの外に出る。


　今いま頃ごろ、全軍は王宮を取とり戻すために戦っているだろう。外は手て薄うすなはずだ。もしも見つかっても、あの連中ほど強くはない。


　そう、あの騎き士しと戦士が全てを狂くるわせたのだ。


　ハチドリの脳内を焦がすような憎にくしみの衝しよう動どうが駆かけ巡めぐる。


　ベトの戦士ヴィジャはまだ予想していた。だがジルサニアの騎士──モズが言っていたビスマルクの部下たち。そしてほとんど丸まる腰ごしで歩いてきたジェルメーヌ姫ひめ。


　あの連中は、絶対に忘れない。


　次の作戦は、ジルサニアを狙ねらおう。


　あの姫と下げ僕ぼくたちには、肉体を失ってもまだ続く痛みを永遠に与あたえてやるのだ。


「く、くく、くくくく……」


　自然と漏もれる含ふくみ笑わらい。


　光が見えた。


　縦穴を抜けると、そこは城壁の外。巨きよ木ぼくの幹みきに隠された出入口からハチドリは身体を出す。予想通り、声は城壁の中からしか聞こえない。


　あとは混乱に乗じて逃にげればいい。


　安心し、息を吐つくハチドリ。





　その脳天を、矢が貫つらぬいた。





「な──!?」


　全ての力が抜けた。


　脱だつ力りよくした肉体が、地面に叩きつけられる。


　常人ならば即そく死ししている状態で、ハチドリは見た。


　城壁の上で残ざん身しんしている、長弓を持った女騎士を。


「…………」


　彼女の目は確かにハチドリを見ていた。


　しかしそれは人間に向けられる視線ではなかった。結果だけに興味を示す、獲え物ものを狩かる者の目。ハチドリのことを一いつ匹ぴきの動物のように見ている狩人かりゆうどの目だった。


　哀あわれみも怒いかりも正義感もないその視線に射い貫ぬかれたまま、ハチドリはぼんやりと考えていた。


　──足りなかった。


　知識はあった。魔ま力りよくもあった。


　ただひとつ、戦争をやっているという自覚が足りなかった。


　虐しいたげられていた自分は、いつしか自らのことしか考えられなくなっていた。たとえゾンビ相手でも、集団の上に立つ者として、もっと上じよう手ずに振ふる舞まう方法があったはずだった。


　つまらないプライドと自己顕けん示じ欲よくが、自らを危険に晒した。


　全ては自分の未熟が招いたこと。


　バタバタとうるさい足音が近づいてくる。


　ベト軍の戦士が包囲しようと迫せまっている。


　これからハチドリは拷ごう問もんされ、情報を喋しやべらされるだろう。


　別に仲間のことは何とも思っていない。だが、これ以上屈くつ辱じよくを受けるのは御ご免めんだった。


　──さて、次は何の研究をしようか。


　誰だれもいないところに行きたかった。


　ゆっくりと、ひとりで、植物の研究ができる場所に。


　それこそが、ハチドリの唯ゆい一いつの願い。


「わ、我々は──エ、〝第八国エイスランド〟は、こ、これからも──」


　ハチドリの体内に、魔力が充じゆう塡てんされる。


　そして、それを全て解放した。





　　　　　　　＊





　戦いが終わったことを、ジルサニア・ベト両軍は瞬しゆん時じに悟った。


　堅けん牢ろうを誇ほこるベト王宮の城壁が崩れ落ちるほどの大だい爆ばく発はつ。それによって死者が数名出たが、ほとんどの人間は王宮の中で戦っていたため、被ひ害がいを免まぬかれた。しかし、城壁と付近の家屋の復旧作業には年単位の時間がかかる。


　その爆発と同時に、すべてのゾンビの動きが完全に停止した。ゾンビを操っていた植物がすべて瞬時に枯かれたのである。かろうじて肉体を保っていたゾンビは、いまや肉片と骨だけになった。


「やった！　やったぞ！」


「ベトを取り戻したんだ！」


　武器を掲かかげて勝かち鬨どきをあげる両軍。


　国は違ちがえど、同じ目的のために戦った者たちを称たたえ、感謝の言葉を叫ぶ。軍だけでなく、王宮の外でなりゆきを見守っていた市民も両手をあげて喜んだ。


「ヴィジャ！　ヴィジャはどこだ!?」


「そうだ、赤目隊もどうしたんだ!?」


　敵の魔導士を倒すために、少人数で潜入した命知らずたち。今回の戦いの功労者である彼らを探そうと、皆みんなが周囲を探す。


「あ、あれだ！」


　ヴィジャと赤目隊は、地下墓所に通じる階段を上ってくる。


　一歩一歩、ゆっくりと近づいてくる彼らを見て──


「うわっ、くさっ！」


　両軍ともに顔をしかめてそっぽを向く。


「仕方ないだろ……」


　先頭にいたミロクがぼやいた。


　彼らの身体からだは、腐ふ敗はいして崩れたゾンビの城に埋うもれたのだ。土や血や肉の脂あぶらや崩れた体組織などが、いっせいに降り注いだのである。ミーヤーの治ち癒ゆ魔ま法ほうはどんな傷でも瞬時に治せるが、汚よごれは傷ではない。


「なるほどな……地上のゾンビは腐くさらずに風化するのか……日光が原因かねえ」


　腐った肉にく汁じゆうまみれになったビスマルクがため息をつく。


　彼が乗っているジュジュ、それに隣となりのミーヤーはうつむいたままプルプルと震ふるえていた。屈辱に泣きそうなのだと周りの人間は推察していたが、もしも彼らがいなければ、ブチキレて暴れまわっていただろう。


「疲つかれているところすまない。とりあえず、湯ゆ浴あみをさせてくれないか……？」


　ヴィジャの悲痛な願いが聞き届けられ、足あし自じ慢まんのジルサニア騎士が、すぐに野営地に伝令を飛ばしに行ってくれた。








　男は石せつ鹼けんで丹たん念ねんに汚れを取り、服は洗せん濯たくすればいい。しかし女性は違う。アーニィはともかく、ジュジュとミーヤーはやんごとない地位にいる上、髪かみが長い。服は二度と着られないし、髪の毛けについた肉汁を取り除くのに鐘かね三つ（約三時間）ほど費やした。


　その間、赤目隊とヴィジャは椅い子すに座って身体を休めていた。


「ねー、上になんか着てよ」


「制服乾かわかしてる途と中ちゆうなんだよ」


　目のやり場に困っているアーニィの頼たのみは却きやつ下かしたが、さすがにこのままではまずいと感じたのか、ミロクは上半身に大きいタオルを羽織った。ヴィジャもそうしている。ちなみにアーニィはベトの女戦士から服を借りていた。


　戦いが終わると、ミロクの全身から力が抜ぬけた。緊きん張ちようの糸がプツンと切れてしまったようで、もうしばらくは戦えそうにない。


「ケガがなくて何よりです」


　お茶の入ったカップを渡すトーラット。


　彼とフェリサは地下で戦っていないので、まったく汚れていない。作戦に合わせた見事な人員配置だが、今回ばかりは恨うらめしい。


「ケガはしたんだけどな。ミーヤー王女が治してくれた」


「ベトの治癒魔法は、本当にすごいですね」


　自分も治してもらった経験があるから、トーラットもその力をしみじみと思い出す。彼女がいなければ死んでいたし、ジュジュがいなければハチドリをあそこまで追おい詰つめられなかった。


「今回はふたりの姫様に助けられたなぁ」


　素直にそう思う。


　ひとりじゃ戦えない。その事実をまた嚙かみ締しめる。


「これからは、敵も連れん携けいしてくるだろうな」


　全身ずぶ濡ぬれのビスマルクが呟つぶやいた。


「今回の事件は、ハチドリってやつの実験みたいなモンだった。成功すればよし、失敗すればハチドリは逃げて態勢を立て直すつもりだったんだろう」


　しかし企たくらみは完全に打うち砕くだいた。


　敵の魔導士がどれほどいるのか知らないが、ハチドリのようにゾンビ軍団を作り出そうとする人間はもういない──と信じたい。


「モズも言っていたが、俺たち六国家が混乱すりゃそれでいいんだ。それに乗じて、やつらはスキをついてくる」


「ヤツら……」


　ハチドリは今回の襲しゆう撃げきの目的は話してくれた。最強のゾンビ軍団を作ると。ミーヤーがそう聞いたのだという。しかし大局的な目的は、いまだ全ぜん貌ぼうが摑つかめない。


　ハチドリたち魔導士が狙ねらっているのは、大陸全土の制圧だそうな。あのゾンビ集団を見ればわかる。そうまでして軍隊を作りたい理由は、それだけ多くの敵と戦うことを想定しているからだろう。


「フェリサ。あいつは〝第八国エイスランド〟って言ったんだな？」


「んだ。確かにそう言った」


　ビスマルクの質問に頷うなずくフェリサ。彼女がハチドリにトドメを刺さした時、唇くちびるの動きを読んだのだという。


「オウガンの手先だと思っていたが、そうでもないのか──」


　彼らは彼らで、独自の集団なのだ。


　それが分かっただけでも、大だい収しゆう穫かくだ。今まではオウガン帝てい国こくだけに注視していたが、それ以外にも目を配る必要がでてきた。


　彼らの真の目的は何なのか。


　それを知る時には、すでに手て遅おくれになっていないことを祈いのるミロクだった。


「ゴウト……」


　ということは、兄も彼らに利用されているのか。


　いや──少なくとも、現オウガン皇こう帝ていゴウトは、兄弟の中でも最も疑うたぐり深く、臆おく病びような男だった。彼の臆病さは鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよとなり、結果として帝国を勝利に導いてきた。そんな彼が魔導士にそそのかされただけで戦争をするとは思えない。


「なーに難しい顔してんだミロク。似合わないぜ」


「てっ！」


　鼻を指で弾はじかれた。


　顔を上げると、ジュジュが立っている。


「難しいことは、これから私たちが考えるから、お前は休んでろって」


　湯浴みをした直後だからか、身体中から湯気がたっている。ベトの石鹼は花の匂においが混じっており、とても爽さわやかだ。


「ただでさえ、お前は昨日から暴れっぱなしだったんだから、たまにはゆっくりしろって」


「……なんだ急に。どうしたんだジュジュ。熱でもあるのか？」


「ねぇよっ！」


　ジュジュのゲンコツが飛んできた。


　普ふ段だん言わないようなことを口走るから、魔導士に洗脳でもされているのかと心配しただけなのに。


　けど、彼女には言っておかなければならないことがある。


「ジュジュ」


「ん？」


「ありがとうな。本当に助かった」


　恩人への礼は欠くべからず。


　彼女のおかげで生き延びることができた。ディアートが剣けんを持ってくるのがもう少し遅おくれていたら、死んでいたかもしれない。そしてミロクがミーヤーを守りぬけたからこそ、最終的にハチドリを倒たおすことができたのだ。


「べ、別に、オメーだけのためじゃねーよ」


　珍めずらしく照れた顔でジュジュがそっぽを向く。


「それに、そーやって勿もつ体たいつけて礼なんか言うな」


「？」


「私だって赤目隊の一員なんだからな。仲間を助けるのは当たり前だろ」


　濡ぬれた髪をガシガシと乱暴に拭ぬぐいながら、ジュジュはミロクの隣のイスに座った。


　ミロクはなんと答えたらいいのか分からず、そのまま黙だまっていた。


　今までジュジュを守ることだけを考えていたのだが、彼女もそれに甘んじるのはイヤだったのだろう。


　だからこそ、ジュジュはこんなに満足した顔で笑っているのだ。


「じゃあ、また、頼むな」


　仲間らしく、ミロクはそう返事しておく。


「甘えんなバカ」
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　老ろう獪かいな笑い声のジュジュ。ミロクもなんだかおかしくて笑ってしまう。


「ところでディアートのバカはどこ行った？」


「あ、そうそう。アイツ湯浴みしてからフラリとどっか消えたんだよ」


　まさか脱だつ走そうしたわけではあるまいが、行き先くらいは伝えて欲しかった。


　すると噂うわさをすれば何とやら、野営地のテントの向こうから歩いてくる、数人の人ひと影かげ。


　ディアートと、ふたりの女の子だった。仲良く談笑している。


「あ、テメェなにやってんだ！」


「えー、なにって」


　立ち上がって指をさすジュジュの視線をサラリとかわし、


「決まってるじゃん。俺流の休きゆう憩けいだよ。ねー？」


「あら、いいの？　お仲間さんが待ってるわよ？」


「いいのいいの。もう俺の仕事終わったから。でしょ？　今日はもう休んでいいよね？」


　と、臆おく面めんもなく上司に尋たずねるディアート。


　ふたりの女性はベトの女によ官かんのようだ。品の良い佇たたずまいに、質の良い衣装を身に着けている。真面まじ目めそうな女性なのに、ディアートはどんな話術を使ったのだろう。


　そんな女官たちは、赤目隊と一いつ緒しよにいる自分たちの上司に気づく。


「ひっ、ミ、ミーヤー様！」


「あ、あの、これは……私たちも休憩中でしたので、その」


　取とり繕つくろう女官たち。


　しかしミーヤーは動じないどころか、何かを秘めた笑みを浮うかべる。


「別に構わぬが──良いのか、お主ぬしたち？」


「え？」


「その者を知っておるのか？」


　彼女の視線の先には、背の高いメガネの騎き士し。


「彼が〝左手マインゴーシユ〟と名高いトーラット・ルグじゃ」


「え──っ！」


　すると女官ふたりがディアートを突つき飛とばし、のんびり立っているトーラットのそばへ駆かけ寄よったではないか。


「え、え、え？」


「あ、あのっ、トーラットさんですか!?　わたし、去年あなたから王宮に伝わったっていうチャイのブレンド、すっごい好みなんです！　トーラットブレンドって呼ばれて、王宮で一番人気なんですよ！」


「それと、簡単にシミを落とす裏うら技わざとか、血がよく落ちる洗せん濯たく粉ことか、一いつ瞬しゆんでシーツを畳たたむ方法とか、トーラットさんが残してくれた生活の知ち恵えノート、王宮で知らない人はいないくらいなんですよ！」


　ふたりの若い女官に囲まれて、トーラットは戸と惑まどうばかり。


　ミロクもわけが分からず、ヴィジャを見る。


「……そういうわけだ。よくジェルメーヌ姫ひめと一緒に訪問しているんだが、今では女官の憧あこがれの的まとになっている。トーラットさんを死なせたとあっては、むしろジルサニアよりベトで暴動が起きるかもしれん」


　すごく納得できた。


　トーラットの人気はジルサニアの女騎士の間でも高い。騎士だけでなく、城下町の女性の間でも有名だ。妻帯者でなければ、さぞモテモテだったに違ちがいない。そんなトーラットは妻一ひと筋すじなので、今も女官のアプローチに困っている。


「お前さぁ、ディアート」


　慰なぐさめるように優しいジュジュの声。


「料理とかできんの？」


「……できるよ、それくらい」


「掃そう除じ洗濯は？」


「…………」


　黙りこむディアートを見れば、勝敗は明らかだった。


　この日から彼は、トーラットに対して畏い敬けいの念を抱いだくようになったという。








　戦いは終わったが、問題は事後処理だった。


　王宮中に倒れるゾンビは、すべて焼しよう却きやくすることになった。死者や遺族には申し訳がないが、土ど葬そうするには時間と労力がかかりすぎるし、死体といっても肉や骨はほとんど風化してしまい、燃やすのは大部分が寄生植物だ。


　それでも王宮のすべてを綺き麗れいにするのは時間がかかる。ベト軍の総力を結集して、一週間以上の大掃除が決行されることになった。


「そういうわけで、私たちもこれから掃除の作戦会議に出なきゃならないの～。もっときちんと見送りたかったけど、ごめんねぇ～」


　申し訳なさそうに謝るミーヤー。口調は軽いが、本当ならもう二、三日王宮で宴うたげを開いてもてなしたいほど感謝しているのだ。だがミーヤーたちと同様、ジュジュもジルサニアの仕事がある。


「次はジルサニアに遊びに来いよ。その方が国民も安心するぜ」


　ジュジュがミーヤーの手を握にぎる。


　彼女が言う国民とは、ジルサニア・ベト両国民のことだろう。こうして魔導士を巻き込んだ戦いが起きたのだ。不安になっている国民のためにも、両国の結束が固いことを見せつけるのだ。


「うん。きっと行くから」


「遊びだけではない」


　ジュジュの隣となりにいたヴィジャ。


「ジルサニアが危機に陥おちいった時も、必ずベトは駆けつけます」


「おう。待ってるぜ」


　ジュジュは頷くと、前にいるミロクの肩かたを叩たたく。


「おい、もうちょい前に行け。このままだと私ズリ落ちる」


「わかったよ……ったく」


　ジュジュが乗っているのは、竜りゆう。


　最初にミロクがこの国に乗り込んできた際に乗っていた、あの竜だ。オウガン軍から鹵ろ獲かくして、そのまま使っているのだそうな。


　で、その竜をベトに置いたままにもしておけず、ミロクがまた乗って帰ると言ったら、ジュジュが「私も乗ってみたい」と主張しだしたのである。ミロクは危険だからと全力で拒きよ否ひしたが、その竜が三人乗れる中型サイズだということまでジュジュに見み抜ぬかれ、渋しぶ々しぶ了りよう承しようしたのである。


「ヴィジャ！」


　竜が被かぶっている兜かぶとの突とつ起きを握り締め、ミロクが叫さけぶ。


「また、剣の稽けい古こつけてくれよ！」


「ああ！　俺もその時までに腕うでを磨みがいておく！」


　ミロクが竜に命令すると、小さな嘶いななきと共に翼つばさが風を生んだ。


　砂さ塵じんを巻き上げて、竜が空に浮かぶ。大きな影かげがミーヤーとヴィジャを覆おおうと、すぐに消えた。最初は目で追うことができたが、やがて小さな昆こん虫ちゆうのような速度で北の空に消えていった。


　赤目隊も、ジルサニア軍も先に帰路についている。それでも到とう着ちやくはミロクたちの方が早いという。竜りゆう騎き兵へいが強い理由がよく分かった。


「さて、私たちも戻ろっ」


　ミーヤーが自然にヴィジャの手を握る。


「待ってくれ」


　誰だれもいなくなった空あき地で、ヴィジャがミーヤーの手を握り返した。


「ミー。頼たのみがある」


「？」


　珍しいことだ。いつものヴィジャなら、ミーヤーに命令しかしないのだ。でなければ自分の要求はグッと胸にしまっておくのが常なのに。


「今回のことで、よく分かった。警護の人選を見直して欲しい」


「えー」


　ミーヤーはあからさまに嫌いやそうな顔。


「まだ気にしてるの？　昨日、私が刺さされたのは仕方ないってば。ヴィジャだけじゃなくて、王宮にいたすべての人が気づかなかったんだから。これからもヴィジャには守ってもらいます～」


「別にお前の警護が嫌になったわけでも、自信を失なくしたわけでもない」


「じゃあ、何よ」


「……その、ミーの戦士として、あるまじきことかもしれないが」
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　顔を赤くして俯うつむくヴィジャ。





「お、俺に少し自由時間をくれないか。そ、そうすれば、ミーとふたりきりで遊べたり、買い物に行けたり、できるん、だが……」





　ヴィジャ以上にミーヤーの顔が赤くなった。


　握ったヴィジャの手が冷たく感じるのは、きっと自分の体温が高くなったからだ。


　心臓が鼓こ動どうを速める。このままだと血の送りすぎで死ぬんじゃないだろうかと思う。ベト最高の治ち癒ゆ魔ま法ほうの使い手のくせに、この病気の治ち療りよう方法は分からない。


「だ、だめ……か？」


　ヴィジャの返事を待たず、ミーヤーは駆け出した。


　戦士たちが多く集まる野営地へ飛び込み、胸を張って大きく息を吸う。


「聞け、皆みなの者！　妾わらわの専属警護に就つきたい者は、今すぐここに来い！　此こ度たびの戦いで、妾にはより多くの警護が必要じゃと知った！　さぁ一列に並べ！　面接を始めるぞ！」


　照てれ隠かくしに大声を出してみたものの、やっぱり顔の赤みは引かなかった。


　嬉うれしすぎて困ることも、世の中にはあるものだ。




エピローグ




　──久しぶりに文を書く。


　そちらは元気でやっているか。私は昨日きのうオウガンに帰ってきた。ちょっと作戦で遠くの国に行っていたのでな。


　すでにベトでの活かつ躍やくは聞いた。ジルサニア・ベト両国の騒そう動どうを止めたのは、どちらも赤目隊だ。お前の強さは私が認めるが、まさかこれほどとは思わなかった。修行を怠おこたっていないようで何よりだ。


　さて、こうして筆をとったのは他でもない。


　実は文頭にも書いた作戦で、私の部隊は失敗した。本来ならば叱しつ責せきされ、罰ばつを受けるはずだった。ところがゴウトはもとより、魔導士どもからも何も言われなかった。罪に問わないのではなく、無視されたのだ。


　つまり、我らの部隊の失敗など取るに足らない何かが起ころうとしている前兆なのではないだろうか。私は心配でたまらない。


　そして、この事をお前に伝えなければならないと思った。


　オウガンだけではなく、ルテア大陸の全てが動く大規模な作戦が始まるかもしれない。ジェルメーヌ姫にもよく言って、警けい戒かいを怠らないで欲しい。


　敵であるお前に頼むのもおこがましい話だが、どうかコニーとササヤを守ってくれ。私からの切なる願いだ。





　　　　　　　＊





「えー、お前ら。よく聞け」


　ジルサニア王国騎き士し団だん本部、通つう称しよう「聖書バイブル」の地下にある赤目隊の部屋。


　いつものようにテーブルと椅い子すと簡かん易いキッチンがある簡素な部屋に、六人全員が揃そろっている。


　ベトから帰き還かんして一週間近くになるが、ミロクはまだあの時の戦いの記き憶おくが脳のう裏りに焼き付いていた。トーラットを治しに行っただけのはずが、気がつけばベトを巻き込んでの戦いに変わっていた。そのギャップのせいか、いまだ身体からだが疲つかれている気がする。


「知ってると思うが、今日は通常任務よりちょいと厳きびしめだ」


　テーブルの上に立って、ビスマルクが説明している。


　あの騒さわぎから一週間が経たち、ベトも落ち着きを取とり戻もどした。王宮内のゾンビはあらかた片付けられ、軍の野営地でこなしていた業務も元の場所でできるほどに復旧した。


　その件で本日、国王とミーヤー王女が謝辞を述べにわざわざジルサニアまでやってきたのである。


　簡単なセレモニーだけだがジルサニア王宮外の広場で行われる、盛大な式典だ。


「んなことやってるヒマあんのかねぇ、ベトも」


　だらしなくイスに座るディアートがぼやく。


「あるさ。これから先、国同士の繫つながりが大事になるからな。オウガン──いや〝第八国エイスランド〟とやらに対たい抗こうできるのは、規模のデカさだからな。見せつける必要がある」


「それにベトが復活した姿を見せれば、ジルサニアの皆も喜びますからね」


　ビスマルクとトーラットの答えに、ディアートも納得したように頷うなずくが、ふと、何かを気にしたように首を傾かしげる。


「あー……？　あれ、でもそれって難しくない？　ベトとジルサニア、あとエルガンディアか。その同盟国三つは仲良くした方がいいだろうけど、ホラキアとかツッキーニとかは元々敵国だぜ？　どうすりゃいいんだ？」


「現状、どうしようもねーな。敵の敵は味方、ってだけだからな。オウガンに対する情報は公開するが、連合軍を作るとなると難しい」


　もともと縦に割れたルテア大陸の国家群。その戦争の歴史は長い。大陸全てを脅おびやかす外敵が今まで襲しゆう来らいしたことがなかったため、どの国も迷っているのだ。


「仲良くできる国とは仲良くした方がいいよね、ってことかぁ。難しいね、国同士で仲良くするのって」


　頰ほお杖づえをつくアーニィ。


「国じゃなく、人なら仲良くできるんだけどな」


　ミロクは今までに出会った人の事を思い出す。


　ベトのミーヤーもそうだが、ホラキアのベンヤミン王子のことも。敵国の王子ですら、ジュジュにとっては大切な人だ。そういう繫がりを忘れなければ、大陸全てが仲良くできそうな気もするのだが。


「よっ」


　ドアからジュジュの顔がのぞく。


「そろそろ時間だぜ。頼んだぞ」


「おうっ、じゃあ行くか」


　頷いて、全員が立ち上がる。


　今日の仕事は単純だ。すでに王宮広場で始まっているセレモニーの舞ぶ台たいまで、ジュジュを連れて行く。そこでミーヤーとベト国王に引き合わせるのだ。


　ドアを開くと、ドレス姿のジュジュが待っていた。


「頼むぜ」


　手を差し出すジュジュ。


「ああ」


　その手を取るミロク。


　ヴィジャとミーヤーが並んでいる光景を思い出す。あのふたりは言葉など交わさなくてもお互たがいを信しん頼らいしている、理想のカップルだ。ヴィジャは今も舞台の上で、ミーヤーを守るように立っているはずだ。


　さすがにあそこまでラブラブな関係にはなれないが、騎士としてジュジュを守るという使命ならば負けないつもりだ。


　どんな敵からも守ってみせる。その信念だけは誰にも負けない。


　ベトで学んだことがひとつだけあった。今回のゾンビたちのような多数の敵に囲まれた時の対処法である。


　しかし剣けんもなく、行動が制限された状じよう況きようでどこまでそれを生かせるか。


「準備はいいか？」


　一階に上がり、裏口のドアのノブに手をかけるミロク。


　彼に続き、ジュジュを守るように赤目隊が待機する。


「いいぜ」


　ジュジュの号令で、ドアが開かれる。


　ミロクは素早く飛び出した。その後をジュジュが走る。


　三十数えるまで見つからなければ上出来だと思ったが、甘かった。


　裏口から出た瞬しゆん間かんに、複数の視線が集中する。


「あっ、ジェルメーヌ姫ひめよ！」


「本当だ！」


「キャーッ！　姫様、サインしてください！」


「姫様、握あく手しゆしてください！」


　ものの数瞬で囲まれた。


　ベトのゾンビは歩くだけの緩かん慢まんな動作だが、こちらは動きが俊しゆん敏びんだ。全力で駆かけ出し、ジュジュめがけて突進してくる。


「押さないでください！　押さないで！」


「通してください！　そこ、道を空あけて！」


　泳ぐように人の群れをかき分けるミロク。


「姫様ぁー！」


「ちょっとアンタ邪じや魔まよ！」


　ジュジュに近づく輩やからを傷つけないように細心の注意を払はらいつつ、ミロクはなんとか一歩ずつ進もうとする。しかしジュジュに近づこうとする人の群れは、そんな小さなパワーなど吹ふき飛とばしてしまう。


「く、くそぉ……」


　ゾンビなどたいしたことない。


　本当に恐おそろしいのは、やっぱり想いを持った人間だ。


　恐ろしい魔ま導どう士しがいない、平和なジルサニアの王宮内にて。


　ミロクは半泣きになりながら、それでも本日の任務をこなすのだった。







〈つづく〉







あとがき




　やあ、俺の名はミロク！　オウガン族の中では名の知られた剣士さ！　鍛きたえに鍛えた肉体と、この石剣があれば狩れない動物なんてないぜ！


　だけど最近オウガン族では漁ぎよ業ぎよう派はと狩しゆ猟りよう派はで争い始めて、他の部族に獲え物ものを捕られるようになっちまったんだ。だから俺は部族を抜けて、流る浪ろうの旅をしたんだ。そこで知り合ったジルサニア族と仲良くなって、今では巫女みこ様さまの護ご衛えいにまでなったんだ。


　巫女様には危険が多いらしいけど、俺がついていれば平気さ。クマやイノシシどころか、マンモスとかいう伝説の獣けものすら狩ってみせるぜ！


「ミロク、こっち、くる」


　おっ、さっそく隊長から呼ばれたぜ。仕事の依頼かな？


「隊長、なんか、ようか」


「仕事、する。お前、メシ、狩ってくる」


　ウサギのビスマルク隊長は、巫女様の護衛の全てを任されている。とても頭が良くて頼たよれる隊長なんだけど──


「なんだ、ミロク」


「……なんでも、ない」


「よだれ、拭ふけ」


「…………」


　なんでこんなにウマそうなんだろう。隊長は身が締しまってるから、焼いて食ったら絶対にイケると思うんだよな。


「早く、行く。ミロク、シカ、いっぱい、とってくる」


「わかった」


「仲間、連れて行く。みんな、役に立つ」


　隊長にそう命令されちゃ仕方ない。本当は俺ひとりでも平気なんだけどな。





　緑の森に囲まれたジルサニアの集落では、頼りになる奴らが暮らしている。みんな毛皮をなめしたり、料理を作るのがとても上じよう手ずだ。狩りしかできない俺には羨うらやましい。今日もシカをたくさん狩って帰るぞ。


　俺は集落にある家を訪たずねる。


「トーラット、いるか」


「いる」


　竪たて穴あな式しき住居の中で、ろくろを回している長身の男。目の周りに奇妙なワクを装着しているが、あれは何の呪じゆ術じゆつなのだろうか、今も訊きけないでいる。


「なに、してる」


「土ど偶ぐう、作ってる。とても、きれい」


　相変わらずトーラットは理知的な話し方をする。彼の隣となりで延々と腕立て伏せをしている奥さんも美人だし、やっぱり頼れる先輩だよな。


「トーラット、狩り、行こう」


「ムリ。僕、土偶、作る」


「えー」


「いつか、大きな、土偶、作る。山より、大きい」


　土偶職人は毎日忙いそがしいんだなぁ。山より大きな土偶なんて完成したら、もう俺たち要いらなくなっちゃうんじゃないかな。でも神様に怒られるかもしれないぜ。


「でも、獲物、皮、なめす。狩れたら、もってこい」


「わかった」


　仕方ない。他の同僚を誘さそおう。





「狩り？　行く！　行く！」


　誘ったら二つ返事で了りよう承しようしてくれた同僚のアーニィ。女のくせに毛皮をなめす仕事より狩りが好きだという変わった娘だ。しかも石いし槍やりや弓も使わずにイノシシを倒せるというから、部族でも一いち目もく置かれている。


「何、狩る!?　何、狩る!?」


　そう言えば明確に獲物を決めていなかった。


　隊長はシカ獲とってこいと言ってたけど、別にシカじゃなくても食べられれば何でもいいんだよな。


「アーニィ、獲物、居場所、知ってるか」


「知らない」


　やはりか。彼女は獲物を狩るのは上手だが、獲物を探すのは苦手だ。だから地理に明るい人間を連れて行く必要がある。


　と、ちょうどそこへ都つ合ごう良く仲間が通りかかった。


「ディアート」


「なんか、用か」


　俺を見たディアートは、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をする。無理難題をふっかけられると思っているのだろう。その通りなのだが。


「狩り、行く」


「やだ！」


　露骨に拒否されてしまった。


「狩り、行かない、隊長、怒る」


「俺、忙しい」


　格かつ好こう付けて毛皮の腰ミノにジャラジャラと石細工を付けているディアート。この方が女にモテると言っていたが、石細工を付ける前と後でモテ方が変わったとは思えない。


「それに、ミロク、ダサい」


「ダサい？　何が」


　そりゃディアートから見れば俺なんてダサいかもしれないが、それと狩りとは関係ないだろう。


「お前、まだ、剣、石」


　嘲ちよう笑しようしながら俺の石剣を指さすディアート。


　石の剣のどこが悪いってんだ！


「これからは、黒こく曜よう石せき。ただの石、もう時代遅れ」


　そう言ってディアートは穂ほ先さきが黒くなった槍を見せてくる。む、悔くやしいが石の剣より鋭するどくて硬かたそうだ。これが巷ちまたで噂うわさの黒曜石というものか。だが貧乏な俺にはそんな高価な石など手に入らない。


「俺の槍、つよい。お前、弱い」


「けど、お前、貧ひん弱じやく。俺、獲物、狩る。お前より、いっぱい」


「それ、噓。石の剣、弱い」


　言い争う俺とディアート。


　そこへアーニィが割って入って、


「なら、勝負、する！　獲物、いっぱい、とる、勝つ！」


「よし！」


「わかった！」


　彼女の提案に乗った俺たちは、三人で集落を出て獲物を探すことになったのだ。


「なら、審判、やる」


　申し出たのは──


「み、巫女様！」


　毛皮ではなく、海から伝わった布とかいう素材の服を着た金きん髪ぱつの少女。名をジュジュといい、ジルサニア族の巫女である。前はジェルメーヌという名前だったが、舌を嚙かんで死ぬ者が続出したため、現在の名に縮ちぢまったと聞く。


「普通に、獲物、狩る。面おも白しろくない。美味おいしい、面白い」


　なるほど。数をこなすだけでなく、より美味うまい獲物を狩った方が勝ちというワケか。望むところだ。


　それから俺たちは、火の周りで血の化け粧しようをしながら踊る儀式を経へて、狩りへ出発した。せめて村人が五人は飢うえないくらいの動物を狩ろう。





　しかし意気揚よう々ようと集落を出た俺たちを待っていたのは、荒こう涼りようとした草原だった。


「あれ……？」


　見間違いではない。いつもなら普通に歩いているだけで、シカの親子やタヌキやイノシシが見つかるはずなのに。


「困った。獲物、いない」


　黒光りする槍を抱かかえてため息をつくディアート。


　俺も同じ気持ちだ。これでは勝負にならない。


「お腹、減った」


　大きく鳴る腹を押さえながら、アーニィがへたばっている。


「ミロク、ディアート、はやく、とってこい」


　その横で最初からダラけながら座っているジュジュ。コイツは最初から働く気がないらしい。ていうか巫女様なのに、どうして狩りの現場までついてくるんだ。


「巫女様、神じん通つう力りき、頼む。獲物、探して」


　ディアートがジュジュに頼みこむ。


　そもそもジュジュがなぜ巫女様と呼ばれているのかと言うと、不思議な力があるからだ。その目は全てを見通し、獲物の居場所から川の氾はん濫らんの時期まで分かるそうな。特に得意なのは、剣や土器などの道具を強くすることだ。


　原理は分からないが、便利なのでみんなは崇あがめている。俺の故郷のオウガン族も、不思議な力を持った人はいた。


　しかしジュジュはというと、座ったまま姿勢を崩くずさずに手を振る。


「ムリ。私、もう神通力、使った。獲物、この辺、いない」


「いない……？」


　まったくいないわけがないだろう。きっとどこかに隠れているに違いない。きっとジュジュは面倒くさいから噓をついているんだ。


　そう思いながら獲物を探して歩き出す俺。


「ふべっ！」


　何かにつまずいて顔面から転んだ。


　足が痺しびれたように動かなくなったのは、草につまずいたからだ。どうやら誰かが草を結んで輪を作っている。それに足を突っ込んだのだ。


「ワナ……？」


　編あまれた草に触ふれる。これはどう考えても人間が作ったものだ。


「あははははは！　ミロク、バカ！　ミロク、ダサ！　ぎゃおっ！」


　倒れた俺の脇わきを笑いながら走っていくディアートが落とし穴に落ちた。


「なんだ、これ!?　穴！　ミロク、なにする!?」


「俺、違う！　これ、誰か、作った、ワナ！」


　一体誰がこんなワナを仕掛けたんだ？


「あっ！　あれ！」


　アーニィが指さす、大たい樹じゆの下。


　そこには山ほどの動物の死体があった。シカやイノシシもいれば、なんとクマにオオカミもいるではないか。


　さらに死体だと思っていたものは、すべて動物の皮だった。皮だけであれほど高く積み上がっているのだ。そして肉はというと、まとめて燻いぶされている。


　専用の燻くん製せい機きを使って保存肉を作っているのは──弓を背せ負おった銀ぎん髪ぱつの少女。


「フェリサ！」


　ジルサニア族で一番の弓の使い手。弓だけでなく、このようにワナや毒に関しても一流以上。狩りをさせたら彼女の右に出る者は神様しかいないと言われている。


　よく見れば積まれた動物の毛皮には、矢が一本ずつしか刺さっていない。全部一撃で仕留めたのだ。


　そりゃ……今回、フェリサにかなうヤツなんていないよなぁ。


　出来上がった干ほし肉を袋に詰めると、フェリサはこちらへ歩いてきて、


「遅がったな、おめたち」


　俺たちを見て鼻で笑うと、彼女は袋をジュジュに渡して颯さつ爽そうと帰っていった。


　あいつ、明らかに狙ねらってやがった！


　く、くそっ！　本編でも一番オイシイところ持って行ったのに、あとがきでも全部かっさらう気かあの女！


「ミロク、怒るな、仕方ない」


　ジュジュが俺の肩にそっと手を置く。


「あいつ、あとがき、出たの、初めて……」


「あぁ……」


　そう言われたら何も言い返せない。


　嬉うれしかったんだなぁ、フェリサ……。





　　　　　　　＊





「いつもお世話になっております、富士見書房のＴです。今回、あとがき十五ページということなんですけど、大丈夫でしょうか？」


　おいおいＴさん、俺サマを誰だと思ってるんだ？　あとがきの帝王、田た口ぐち仙せん年ねん堂どうだぜ？　今回も十五ページくらい、軽く仕上げてみせるぜ！


「ですよねー！　田口さんなら、やってくれますよねー！」


　……お、おぉ。そ、そうね。


「これまでも面白いネタやってくれましたから、次も期待してますよ！」


　え、あ、うん、そう……。


「あ、でも、万が一ムリっぽかったらページ数とか〆切りとか調整するんで、いつでも言ってくださいね」


　すいませんムリです書けませんネタがありません助けてください。





　十五ページのうち、十ページをフザケたショートショートに使ってしまった。


　ということは、五ページ残る。


　いいかみんな、これまで刊行した「本日の騎士ミロク」のあとがきを読み返してみるんだ。ああ、アホみたいな短編作品が載のっているな。だが問題はその後だ。


　今までフリースペースが二ページ以上だった巻は存在しないんだぜ！　自由なスペース五ページがこれだけありがたいシリーズもなかったよ！


　今まで、ロクな自己紹介すらもできてねぇよ！


　もはやあとがきじゃなくて、おまけコーナーになってんじゃねぇか！　車だん吉と川島なお美かよ！　今の子は知らねぇよ！





　というわけで、初めてまともに本編の紹介などを。


　今回、ミロクでは初の前後編というカタチになったんだけど、これから先の展開は全世界を巻き込んで大がかりな様相になってくると思う。だから話によっては前後編どころか三部作以上になるかもしれないので、そこんとこ覚悟してくれっ！


　まぁ、一冊でまとめられるのがベストだってのは理解してるんだけどね。どーしても全て書ききるためにはページ数が足りない事もあるんだよ。ごめんね。


　個人的な好みで言えば、長ったらしい話はキライ。ミロクという作風に合わせて、サクッと読めてサクッと楽しめる作品にしたい。なので次からはもうちょっと詰められるようにがんばるよ！





　今度は逆に一冊に二話書いてみようか。ルテア大陸六国のうち、二国が一冊で壊かい滅めつ！　打ち切りマンガもビックリな展開！　もしくはミロクがふたりの女性から言い寄られてダブルピンチ！……後者はけっこうありがちだな。


　さもなくば登場人物が一冊でふたり死亡とか。先に死んだヤツが浮かばれねぇ！　むしろ後に死ぬヤツの引き立て役になって終わるぞ。


　そのうち、本編とあとがきが逆転するかもしれない。本日の騎士ミロク外伝と銘めい打うって、赤目俱く楽ら部ぶの日常を一冊まるごと書く！　その本のあとがきで「あ、本編のジルサニア半壊しました」とサラッと流したり！





　というわけで、いつものお礼を！


　いつもいつも文章汚くてすみません、できる限りきちんと直します。でもたまに発動するドジっ子属ぞく性せいでチャラにできませんかね、担当Ｔ女史。


　高たか階しなさん、今回も素敵なイラストありがとう！　今回の表紙、初めて見た時に思わず「おおっ！」と叫さけんでしまいました。次もおっぱいいっぱい描いていただきたい！　よし、次もミーヤー出すか、さもなくばミーヤー以上の新おっぱいキャラ出すか、でなければジュジュに付ふ加か魔法で豊ほう胸きよう手術させるか！


　他にも、いつも俺を支ささえてくださる皆様！　小さな事から大きな事まで、とてもありがたいです！　元気玉と同じ理論で、小さな嬉しい事をコツコツ集めて原動力にしております！





　というわけで、また次巻！


　次はドラマガ短編集かな？


　短編集ってことは、本編と違うってことだよな。


　てことは、あとがきフツーでも……あ、ダメ。やっぱり。そうですか……。


　ミロクが二十巻くらい続けば、あとがきのスピンオフだけで文庫が一冊作れると思うんだ。だけどそんな本を読みたがるのは生きつ粋すいのミロクファンだけで、そういう人はすでにミロクを全巻揃えてるから買う必要がないというジレンマ！


　そんなアホみたいな妄もう想そうを抱えつつ、さらば！







二〇一〇年七月　田 口　仙 年 堂　
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